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			勇者パーティーにかわいい子がいたので、告白してみた。②

			水星

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・金岡直樹＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第１話　相談してみた

			第２話　少女魔法使いの恋愛相談を受けてみた

			第３話　勇者に遭遇してみた

			第４話　好きな子の家に向かってみた

			第５話　守り神の願いを聞いてみた

			第６話　夫婦の秘密を聞いてみた

			番外編　祭りに行ってみた

		

	
		
			第１話　相談してみた

			　

			「ここは、どこだ？」

			　何もない白い空間に俺はいた。

			「俺は」っていったが、俺は誰でどこからきたのか……分からん。

			「ヨウキさん」

			　後ろから声が聞こえたので振り向く。そこには俺に向かって優しげな微(び)笑(しよう)を浮かべる女性がいた。

			　ヨウキとは俺の名前だろうか。

			「えっと……それは俺の名前かな。君は俺のことを知っているの？」

			「何を言っているのですか。ヨウキさんはヨウキさんじゃないですか」

			「ヨウキ……そうだ俺はヨウキだ、思い出した」

			　魔王の手下という中途半端な位置に転生し、今は魔族だが元は人間。そのため、人を襲うことをためらい魔王城に引きこもっていた。

			「へんなヨウキさんですね。もしかして、私のこと分からないとか言わないですよね？」

			　目の前の女性は首を傾(かし)げ尋ねてくる。

			　自分の名前は思い出した。ならば、目の前の女性の名前も思い出せるはずだ。

			　引きこもっていた俺はなぜ、この女性と知り合いなのか。

			　魔王城の中(ちゆう)盤(ばん)辺りの部屋で、まったく来ない勇者を待っていた。

			　まず、知り合いになることから難しいが。

			「……忘れてしまったのですね、ひどいです」

			「ちょっ、ちょっと待って。絶対、絶対思い出すから」

			　俺がなかなか名前を口にしないからか、女性は口を尖(とが)らせ言う。

			　女性に免(めん)疫(えき)があまりない俺は焦(あせ)り、必死に頭を回転させる。

			「告白までされたのですが」

			「あ……!?」

			　女性の一言ですべて思い出した。

			　魔王城の部屋、俺が勇者ユウガ率いる勇者パーティーをボコボコにした。

			　その際、僧(そう)侶(りよ)である目の前の女性セシリアに一目惚(ぼ)れし、部屋の守備そっちのけで告白、玉(ぎよく)砕(さい)したのだ。

			「セシリア、セシリアだ！」

			「やっと思い出したという感じですね。なんだか複雑な気分です」

			「あ、えっと、ごめん。なんか変な感じなんだ。頭の中が真っ白っていうかさ」

			　俺は照れ隠しに頭をかき、言い訳をする。

			　片想い中の女性を忘れるなんて俺の中では最低な行為だ。

			「その様子では、私以外のことも忘れていそうですね」

			「はぇ？　セシリア以外って」

			「ほら、行きますよヨウキさん。そして、思い出しましょう」

			　俺はセシリアに手を握られ、白い空間を歩き出した。ゆっくりと歩いている、魔王城を出てからの思い出が浮かんでくる。

			　この世界で初めての友人、レイヴンを作ったこと。

			　セシリアの母、セリアさんに嵌(は)められたこと。

			　部下であったデューク、ハピネス、シークと再会し王都に住むことになったこと。

			　セシリアとデートに行ったはずが、勇者ユウガと魔法使いミカナに遭(そう)遇(ぐう)し騒ぎになったこと。

			　レイヴンの恋愛相談に乗ったら、ハピネスが相手でデュークとアドバイスしたこと。

			　依頼でダガズ村に行き、ガーゴイルのガイ、ガイに心(しん)酔(すい)する少女ティールちゃんに会ったこと。

			　すべてを思い出すために、どれだけ歩いたのか。

			　思い出に夢中だったこともあるが、好きな子と手を繋いでいたことも相まって、時間の感覚がなかったな。

			「……全部思い出したよ」

			　言葉に反応したセシリアは歩みを止める。

			　俺がすべてを思い出したからか、二人での散歩は終わりのようだ。

			　手は繋いだままでセシリアが俺の方へ振り向く。

			「思い出したみたいですね、それでは行きましょうか」

			「行くってどこに？」

			　そう聞くと、もう隣にセシリアの姿はなかった。

			　俺の視界は暗転し、気がつけば夕暮れで茜(あかね)色に染まった、どこまでも広がる草原に俺は立っていた。

			「セシリア……？」

			　俺は自然とセシリアの名前を口にしていた。

			　突然変わってしまった景色の中で俺は消えてしまったセシリアの姿を探す。

			　感覚強化をフル稼(か)働(どう)して、セシリアを探すとすぐに位置を割り出せた。

			　セシリアの下へ走ると、彼女は俺を待っていたかのように立ち尽くしていた。

			「セシリア……」

			　俺はセシリアを見つめ、自分の欲望に身を任せるかのようにセシリアに抱き着いた。

			　セシリアのぬくもりを感じながら、上着のポケットに手を入れ、中を探(さぐ)る。

			　一度セシリアから離れた俺は、ポケットから正方形の小さな箱を取り出し、蓋(ふた)を開けた。

			「これ、受けっ取ってくれるかな？」

			　中にはシンプルなデザインのダイヤの指輪が入っていた。

			「ヨウキさん、これって……!?」

			　セシリアが驚(きよう)愕(がく)と喜びが入り混じった表情をしている。

			　いつまでも、黙っているわけにはいかないので、俺は震えた声で自分の思いを口にした。

			「お、俺と結婚してほしい」

			　なかなか言葉にできなかったが、何とか口にすることができたプロポーズ。

			　プロポーズを終えると、セシリアが俺を包み込むように抱き着いてきた。

			「……いいですよ」

			　耳元で囁(ささや)かれた返事はプロポーズ成功を意味していた。

			　ゴールインすることができたからか、幸せで胸が張り裂けそうだ。

			　良い返事をもらえて、有頂天になっているとセシリアの顔がいつの間にか真正面にあることに気づく。

			「……キス、しませんか？」

			　セシリアが顔を赤らめ、恥ずかしそうに顔を背ける。一瞬俺の脳の機能が停止したような錯(さつ)覚(かく)に陥(おちい)る。

			　俺が固まっていると、セシリアが目をつぶり顔を上に向けた。
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			　前世から今日まで、キスなんてしたことがない俺は多少混乱したが、すぐに立ち直り、了承する。

			　セシリアの背中に腕を回し軽く抱きしめ、唇を近づける。

			　まさか好きになった子とキスできるなんてまるで、夢みたいだ。

			「んあ？」

			　目を開けるとセシリアはおらず、見慣れた天井が見える。

			　体は仰向けになっており、ふかふかなベッドの感触が伝わる。

			　周りを見渡すと、これまた見慣れた光景だ。

			　乱(らん)雑(ざつ)に机の上に置かれた荷物に椅子。

			　部屋の隅にはガーゴイルのガイ、バージョンミロのビーナスがいる。

			　……以上のことを分析すると、さっきまで体験したことは全部、

			「夢かよぉぉぉぉぉぉ!?」

			　俺は転生して今まで生きてきた中で、最大級の絶望感を味わいベッドの上を転がる。

			　そして、勢い余ってベッドから転がり落ちて、頭を強打した。

			　痛みに悶(もん)絶(ぜつ)しつつ、俺は昨日の出来事を振り返る。

			　セシリアとシークとともに城に呼ばれ、ミラーという悪逆非道なガリス帝国の勇者を撃退した褒(ほう)美(び)を問われた俺は、何を血迷ったのか、セシリアを要求するという馬(ば)鹿(か)な発言をし、セシリアからこんこんと説教をされてしまう始末。

			　おまけにセリアさんには、次にセシリアと会う時はしっかりした態度でと宿題を出され、半月会うことを禁じられてしまった。

			　

			　会うこともできないのにあんなことできるわけなかった。

			　そもそも付き合ってもいないのになんで急にプロポーズなんだよ、話がぶっ飛びすぎだろ！

			「なんでこんな幸せだけど、タイミング的には不幸せな夢を見てしまったんだ……？」

			　セシリアに半月も会えないのに初日から、いきなりこんな夢を都合よく見るわけがない。

			　俺はまったく冷静になっていない頭で思考する。

			　そして、一つの答えにたどり着いた。

			「ガーイィィィィ！」

			　俺は犯人であろうガイの体を掴(つか)み揺さぶる。寝たふりをしたって俺は騙(だま)されんぞ。

			「む、なんだ小僧うるさいぞ。少しは静かに……ってどうした!?」

			「うるさいとはなんだこらぁぁ！　お前俺に《ナイトメアスリープ》かけただろお!?」

			　ガイは困(こん)惑(わく)した表情をしているが、惚(とぼ)けているだけだろう、絶対にそうだ。

			　面白半分で俺にあんな夢を見せたに違いない。

			「ええぃ、落ち着け！　いったい何があったのか説明を」

			「しらばっくれんなよ。こんなタイミングであんな夢見るわけないんだよ！　お前が絶対嫌がらせであんな夢見せたんだろ。魔法かけたんだろうぉぉぉ!?」

			「何を言っている。我(わが)輩(はい)は何もしていな……」

			「ちくしょう、ちくしょう。嫌がらせしやがって！　お返しに変な姿にしてやらあぁぁぁ！」

			「いい加減にしろぉぉぉぉ！」

			　俺はガイをいつもの土魔法で姿を変えてやった。

			　今回は適当に作ったので、十人が見たら十人全員が駄(だ)作(さく)だと言えるようなものだ。

			　それから十分後。冷静になった俺はガイの話を聞き、とりあえず反省している。

			「……何か言うことはあるか？」

			「昨日とても悲しいことがあった。だから、つい疑ってしまった。とりあえず反省はしている。だから許してください！」

			　俺はガイに誠意をこめて、頭を下げ謝罪をする。

			　勘違いした俺が完全に悪いし、この現状で敵を作りたくなかった。

			「なぜ、小僧の身勝手な理由で我(わが)輩(はい)が疑われて、あまつさえ姿形まで変えられなければならんのだ」

			　やれやれと首を振るガイ。冷静になった今なら、ガイに当たるのは良くなかったと思う。

			「悪かったって。昨日セシリアを怒らせるようなことしてさ。一応、許してはもらったんだけど、ちょっといろいろあってさ」

			　セシリアと半月会ってはいけないことになったし、しっかりした態度の意味もイマイチ分からない。

			「我(わが)輩(はい)は人間の色恋については興味がないからな。そういう相談には乗れんぞ」

			「……ロリコンのくせに」

			「おい、小僧今なんと言った？　またろりこんと言ったな」

			　おっかない悪魔面なくせにティールちゃんみたいな少女に洗脳に近いことをしているんだ。

			　普段のティールちゃんは知的な文学少女なのに、ガイの話になるとキャラが崩(ほう)壊(かい)するのだから、そうに決まっている。

			　いずれティールちゃんに手を出すんじゃないかとも俺は思っているし。

			「何度も言っているであろう小僧！　我(わが)輩(はい)はろりこんとやらではない、あの娘には恩があったから……」

			「あー分かった、分かった。話が脱線しているから戻そう」

			　俺がよけいな一言を言ったせいで、話が変な方向に行きそうになったので修正する。

			　今は俺がどういう行動に出れば良いかだ。

			「ふん、まあいい。だが先ほど言った通り我(わが)輩(はい)に聞いても何も知らんぞ」

			　確かにずっと遺(い)跡(せき)の中や村の祠(ほこら)で寝てばかりだったガイに恋愛相談なんてしても無駄か。

			　ならばどうしようか。ここは成功者のアドバイスを聞きに行ってみよう。

			　俺は知り合いで既(き)婚(こん)者である人物がいるギルドに向かった。

			「あん？　そんな時はあれだ。黙って蹴(け)られて殴られろ。耐えれば看病、ひざ枕(まくら)と天国がたくさん待っているからな」

			「クレイマンに聞きにきた俺が馬(ば)鹿(か)だったわ」

			　一応既(き)婚(こん)者でラブラブな結婚生活をおくっているクレイマンなら何か良いアドバイスをくれると思っていたが、忘れていた。

			　クレイマンとソフィアさんが普通の夫婦じゃないということを。

			「こっちは勤務中に面倒な恋愛相談なんかに乗ってやったってのに……ったく何が悪いってんだ？」

			「参考にならないんだよ！　そんな愛し愛され方しているのクレイマンとソフィアさんぐらいだわ！」

			　あぁ、なぜ俺の周りには変人が多いのだろうか。唯一の常識人であるセシリアがいないからきつい。

			　いたとしても恋愛相談はしないけど。片想いしている相手に恋愛相談なんて考えられないし。

			「なんだか知らんが、もう用がねぇのか？　別に用がなくてもいていいぞ。仕事しなくて済むしな」

			「自(じ)堕(だ)落(らく)なのも大(たい)概(がい)にしろよ。しかしどうするかな、他に頼れる知り合いとなると」

			　俺が誰かいないか考えていると、いきなり後ろから肩を叩かれた。 

			　誰かと思い振り向くと変装したレイヴンが立っていた。

			「レイヴンか。今日は休みなのか？」

			「……ああ、それで今日こそ買い物に行こうと思ってな」

			　そういえばこの前約束したな。

			　律(りち)儀(ぎ)に約束を守るためにギルドまで来てくれるなんて、義理堅いな。

			　レイヴンなら相談に乗ってくれるのではないだろうか。

			「なあ、相談したいことがあるんだけど、いいか？」

			「ヨウキは俺の相談に乗ってくれたからな。力になれるか分からないが別に良いぞ」

			　レイヴンも常識人っぽいし、少し前までは恋愛に疎(うと)かったけど、ハピネスに現在片想い中だ。

			　良いアドバイスくれるかもしれないし、話を聞いてくれるだけでも助かる。

			「じゃあ、場所を変えるか。俺が泊まっている宿で」

			「……分かった」

			　納得してくれたレイヴンを連れて俺は宿に戻った。

			　部屋に入り、適当に姿形を変えたガイが目に映る。

			　いつものように真剣に造らなかったのでまた、変だと言われるかもしれない。

			　そう思いつつ部屋に入り俺はベッドに、レイヴンは椅子に座る。

			「ん？　また、新しい石像があるな」

			　ガイを見つめるレイヴン。いつも通りダメ出しがくるかと身構える。

			「……へぇ、良いじゃないか」

			「え、マジか。全然、時間かけないで適当に造ったんだけど」

			　まさかの予想を裏切る、高評価をもらってしまった。

			　いつもより手を抜いたのに、そんな馬(ば)鹿(か)な話はないだろうと思うが。

			「……今までの中で一番良いと思うぞ」

			　…世界って本当に分からない。俺がおかしいのだろうか。

			　そんなはずはないと思うのだけどな……たぶん。

			「……何か気に障(さわ)ること言ったか？」

			　レイヴンは俺が思いつめている様子を見て、自分が悪いことを言ったと勘違いしたようだ。

			　大したことではないし、今日はガイの石像のことの相談ではないので気にしないようにしよう。

			「いや、レイヴンは何も気にすることないよ。それに今回はこの石像のことの相談じゃないし」

			「そうか」

			　ふぅ……と息を吐いて安(あん)堵(ど)するレイヴン。

			　こんなことにまで気を遣ってくれるなんて、本当に良い友人を持ったなぁ、俺。

			　ボコボコにしてデューク達に村へ捨てさせていた魔族の頃の俺をぶん殴ってやりたい。

			　頼れる友人レイヴンに相談するため、俺は口を開いた。

			「実は恋愛相談に乗ってほしい」

			「……俺にか？」

			「レイヴンにだ」

			　微妙な表情になったと思ったら、顎(あご)に手を当てて何か考えるそぶりをしだした。どんどん真剣な表情に変わっていく。

			　そういえば、ついこの間まで俺が相談に乗っていたんだ。

			　ハピネスとあれ以来、会っているのかどうかは知らないが、そんなにすぐ恋愛について詳しくなれるだろうか。

			「……前回は世話になったからな。正直、力になれるか自信はないが、話してみてくれるか？」

			　すっごいイケメンがイケメンな台詞(せりふ)を言っているのは絵になるな、アニメ声だけど。

			　……って俺は何を失礼なことを考えているんだ。

			　反省と冷静な判断をできるようにとの念を込め、自分の頬(ほほ)を両手で叩く。

			　せっかく相談に乗ってくれるようだし、話をしてみることにしよう。

			「実は、好きな子に少し場をわきまえない言動をしてしまって怒らせちゃったんだ。彼女の母親のおかげで仲直りはできたんだけど、彼女の母親に半月その子と会っちゃいけないって言われてさ」

			「……それは辛いな」

			　どうやら同じ恋をしている身として何か通じるものがあるみたいだ。

			　だけど本題はこれから。

			「それでその子の母親に、次に会う時はしっかりした態度で会えって言われて、どうしたら良いと思う？」

			「……難しい相談だな。俺もそんな状況に陥(おちい)ったことがないからな」

			「やっぱり？　……どうしようか」

			　お互いに恋愛初心者だからか、何も良い案が浮かばない。

			　しかし、このまま何も用意しないでセシリアに会うことはできない。

			　セリアさんに何を言われるか分からないし、俺自身が情けない感じになる。

			「何か詫(わ)びの品を贈るというのはどうだろうか？」

			　恋愛初心者のレイヴンが必死に考えて絞りだしてくれた。

			　そういえば、この前ユウガのせいで台なしになったセシリアとのデート。

			　アクセサリーショップで良いネックレスを見つけたのに、騒ぎになったせいで結局買えなかったんだっけか。

			「レイヴン、その案いいかもしれない。前回その子とデートに行った時にプレゼントにいいなぁって思った物があってさ。その時は訳あって買えなかったんだけど……ってどうした？」

			　俺の話を聞いてからレイヴンが段々落ち込み始めた。

			　今の会話で何か悪いこと言っただろうか。

			「……そうか。ヨウキはもう想い人と一緒にデートするほどまで関係が進んでいるのか。俺はデートどころか、次にいつ会えるかすら分からないのに」

			　どうやらハピネスとはあれからまったく関係が進んでいないみたいだ。

			　せめてハピネスと会うきっかけでもあればいいのだけど。

			「そうだ！　今から一緒にプレゼントを買いに行かないか？」

			「プレゼントを……俺も一緒に？」

			「ああ。レイヴンもハピネスに何かプレゼント買って、渡せばいいじゃん」

			　そうすれば、ハピネスと会うきっかけになる。

			「……何の理由もなしにか？」

			　確かにレイヴンはハピネスにプレゼントを渡す何の名目もないけど、別に親(しん)睦(ぼく)を深めたいとかそんな感じの理由でいいだろ。

			「大丈夫だ。ハピネスの性格上、変な物でなければ受け取ってくれるぞ。表情にはあまり出さないけど、気に入った物は大事に保管しているからな。心の中では嬉しいと感じているみたいだしさ」

			「……本当か？」

			　落ち込んでしょぼくれていた顔が少し明るい表情に変わった、あと一押しだな。

			「本当だ。ハピネスの知り合いである俺が言うんだ、間違いない」

			「……プレゼントか。買ってみようかな」

			「よし、そうと決まれば善は急げだ。出かけるぞ！」

			　レイヴンの腕を掴(つか)み部屋の扉を乱暴に開けて連れ出す。

			　目指す場所は、あの時のアクセサリーショップだ。

			　まだあのネックレスが残っていますようにと祈りながら俺はレイヴンを連れて、セシリアとのデートで訪れたアクセサリーショップに向かった。

			「うわぁ……」

			　店に入るなり、俺とレイヴンの顔が引きつった。

			　なぜかというと、店内は男女のカップルだらけなのだ。男二人で来ている奴らなどいない。

			　周りを見渡せばイチャイチャしながら買い物をしているカップルが目に映る。

			「……ヨウキ、来て早々で悪いが、もう帰りたくなってきたんだが」

			「気持ちは分かるけど……」

			　レイヴンが俺の耳元に小声で囁(ささや)いてきたので、同じく小声で返す。

			　俺だってこの状況が続くのは嫌だ。

			　周りはカップルだらけなのに、男二人とか、場違いな感じが半端じゃないくらいする。

			　でも、ここまで来たらプレゼントは買って帰りたい。

			「せっかくここまで来たんだし、我慢しよう。俺はもう何を買うか決まっているからレイヴンが買う物を決めようぜ」

			「うーん……分かった」

			「じゃあ、探すか」

			　渋々といった感じの返事で了承するレイヴン。

			　さっさと決めて帰ろうと思い店内を物色する。

			　レイヴンが気になったアクセサリーを手にとっては、じっくりと観察している。

			　イケメンが女性用アクセサリーを真剣に選ぶ図って様になるな。

			　そんなことを考えながら、レイヴンを見守ること十数分。

			「お客様、どのような商品をお探しでしょうか？」

			　迷っているレイヴンを見兼ねた女性店員が声をかける。

			「……」

			「あ……あの、お客様？」

			　女性店員に手で待ってもらうように合図をし、紙とペンを取り出し文字を書いていく。

			　レイヴンは声にコンプレックスを持っているから、俺やデュークなど特定の相手としかしゃべれないからな。

			　筆談はレイヴンの大切なコミュニケーションの手段だ。

			『髪(かみ)飾(かざ)り』と書かれたメモを見せるレイヴン。

			「髪(かみ)飾(かざ)り、でございますか？」

			　確認のために復唱してきた店員さんにこくこくと頷(うなず)くレイヴン。

			「かしこまりました。まず、売り場の方にご案内させていただきます」

			　店員さんに髪(かみ)飾(かざ)りが売っている場所に誘(ゆう)導(どう)してもらい、ついでにオススメの商品を二、三個選んでもらった。

			　顎(あご)に手をあてて考えるそぶりをし、無言で一つの髪(かみ)飾(かざ)りを指差す。

			　レイヴンが選んだのは羽をモチーフにした髪(かみ)飾(かざ)りだ。

			　偶然だろうか、ハピネスにピッタリな物を選んだな。ユウガはアクセサリーのセンスゼロだったが、レイヴンは問題ないらしい。

			　そんな関係ないことを考えていると、レイヴンがさっさと会計を済ませて戻ってきた。

			　表情が微妙に明るくなっている。良い買い物ができたからだろうな。

			「ヨウキのおかげで良いプレゼントを買うことができた。ありがとう」

			「いやいや、俺何もしてないし」

			　髪(かみ)飾(かざ)りがあるコーナーまで案内してくれて、オススメの品を選んで候(こう)補(ほ)を出してくれたのは、　店員さんだし、その中から買う物を選んだのはレイヴンだ。俺がしたことと言えばこの店に連れてきたことぐらいだ。

			「……次はヨウキの番だな。確かもう目星はついているんだったな」

			「ああ、大丈夫だ」

			　俺は前回来た時にあったネックレスを探す。

			　同じ場所に置いてあるだろうと思い、探すと見つかった。

			　良かった、まだあった。

			「ふぅ、売り切れてなくて良かった」

			　俺はすぐに手に取り、会計を済ませる。

			　待たせているレイヴンの下へ行くとなぜか指輪を見ていた。

			　興味があるのかと思っているとふと、今朝見た夢を思い出す。

			　セシリアに指輪を渡し、プロポーズをする夢。

			　いったいあの光景が訪れるのはいつになるのかと考えてしまう。

			　そう遠くない未来だと良いなぁと思いつつ、レイヴンに近づく。

			「……指輪も買うのか」

			　俺の声に反応したレイヴンが首を横に振る。

			「……見ていただけだ」

			　小声で答えるレイヴン。

			　見ていただけというが、興味はあるのだろう。俺は応援しているけど、相手がハピネスっていうのがな。

			　レイヴンももう少し積極的にアプローチできれば良いのだが、そんなに会う機会もないし。

			　今回のプレゼントでお互いの距離が近くなると良いのだが。

			　俺も他人の心配している場合じゃないな。自業自得とはいえ、しっかり半月後にプレゼントを渡してしっかりした態度を見せないと、やばいな。

			「用は済んだし、もう帰るか。いや、腹減ったしどこかで昼食でも食べよう」

			「……ああ、ちょうど、昼食を食べる時間帯だしな。今日は良い買い物ができて良かったよ、ありがとう」

			「俺もレイヴンに相談して良かったよ。絶対に彼女と完(かん)璧(ぺき)に仲直りするからさ」

			　お互いがお互いに感謝しつつ店を出る。

			　このまま、近くの酒場かレストランに入って飯を食べて帰るはずだったのだが。

			「……あれ、剣士？　横にいるのは確か前に僧(そう)侶(りよ)と一緒にいた冴(さ)えない顔の……」

			　急に後ろから声をかけられ俺とレイヴンは一斉に振り向く。

			　そこには前回ユウガのせいで起きた騒動に巻き込まれた勇者パーティーの一人。少女魔法使い、ミカナが立っていた。

			「あんた達男二人でこんな店に入るなんて……剣士はともかく、あんた僧(そう)侶(りよ)狙いじゃなかったわけ？」

			　ミカナはアクセサリーショップから出てきた俺達二人に微妙な視線を送ってきている。

			　どうやらあらぬ疑いをかけられているようだ。

			　いくら前世から女の子にフラれまくっているとはいえ、同性愛に目覚めた覚えは断じてない。

			　レイヴンだってハピネスに恋をしているのだからそっちの気はないはずだし。

			「おい、変な勘違いをするなよ。俺達はお互いにプレゼントを選んでいただけだ」

			「プレゼントって……誰によ？」 

			「それはもちろん好きな子に決まって」

			　言ってしまった後、はっと気づいて口を閉じるがもう遅い。目の前のミカナを見るとニヤニヤした表情で俺達を交互に見る。

			「ふ〜ん、あんたは僧(そう)侶(りよ)狙いだって知っていたからともかく、剣士は知らなかったわね〜」

			　なんで言ったとレイヴンは俺に訴えるような視線を送ってきた。

			　そんな視線を俺に向けられても、もう言ってしまったのだし、今はミカナの追及をどう逃れるか考えないと。

			「パーティーを組んで旅をしていた時、せっかくの女の子の好意を無(む)下(げ)にできないとか言って無意識にハーレムを作っていたユウガの馬(ば)鹿(か)と違って、剣の修業ばっかで女の子どころか人自体、自分から遠ざけていた剣士がねぇ」

			「……」

			「喋(しやべ)らないのは相変わらずなのね。まぁ初対面の時に笑った私が悪いんだけど」

			　ミカナが申し訳なさそうな表情になり、視線をそらす。

			　どうやらこいつはレイヴンの声を聞き、笑ったことがあるようだ。今はだいぶ反省しているみたいだが。

			「レイヴンはミカナに対して、まだ怒っているのか？」

			　ミカナに聞こえないように耳元に小声で聞いてみる。

			「怒ってはいないさ。ただ……」

			「ただ？」

			「また馬(ば)鹿(か)にされて、笑われて、驚かれたりするのかと思うとな」

			「なるほど。トラウマになっているわけか」

			　レイヴンが地声を気にしていることは知っていたが、思っていたより重症みたいだ。

			　どうにかして克服してもらいたいが、今はこの状況をどうするかだ。

			「それにしても僧(そう)侶(りよ)といい剣士といい、なんであんたみたいな冴(さ)えない顔した一般人と付き合ったりしているのかしら」

			「はぁ!?　いきなりなんだよ」

			「魔王を倒した四人の勇者パーティーの内二人が知り合いの一般人なんてなかなかいないわよ。剣士はさっき言った通り人をなるべく避(さ)けていたし、僧(そう)侶(りよ)だって旅先で言い寄ってくる男が数えきれないくらいいたけど、やんわりと誘いを断りまくっていたはずなのに」

			「え、セシリアが男に言い寄られまくっていたなんて初耳なんだけど、俺」

			「突っ込むところはそこなのか。というかヨウキはセシリアとどんな関係なんだ？」

			　俺とミカナの話が気になったからか、小声でツッコミと質問を同時にしてきたレイヴン。

			　質問に答えようとしたが、アクセサリーショップの前でこんな長々と喋(しやべ)るのは迷惑だろう。

			　何より目立ってしまってミカナとレイヴンの正体がばれて騒ぎになるかもしれないし。

			「セシリアとの関係については後で話すよ。それより今はこの場を離れよう。さすがにこれ以上店の前で話していたら目立つし」

			「そうだな。ユウガ達の二の舞いにはなりたくない」

			「決まりだな。さっき予定していた通りレストランにでも入ろう。いい加減腹が減った」

			「ああ」

			　さて、どうするかも決めたし。さっさとこの場を離れよう。

			「ちょっと、何私抜きでこそこそ喋(しやべ)っているのよ」

			　俺とレイヴンが小声で話をしていたことが不服だったのか、仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)をしているミカナがいた。

			　問題はミカナをどうするかだな。正直これ以上一緒にはいたくない。

			　こういうタイプの女性は苦手だし、なんだか口が滑ってよけいなことを言ってしまいそうな気がする。

			　ここは自然に違和感がない感じで去ろう。

			「じゃあ、俺とレイヴンはこれから昼飯を食いに行くから、そういうことで」

			　俺は後ろ向きにひらひらと手を振り、レイヴンは一礼してから俺の隣に来て歩き始めた。

			　これで昼飯を食いに行けるし、ミカナとは離れられるし解決っと。

			「はぁ!?　ちょっと待ちなさいよ」

			　しかし、世の中そう上手くいかないようだ。

			　レストランを目指して歩き始めた俺達の肩を、がっしりと掴(つか)まれる。

			「なんだよ？」

			「なんだよじゃないわよ。まだ話は終わってないわ。それなのに、なんで急にレストランに行くなんて話になるのよ!?」

			「だって俺達、お前と会う前から飯食いに行こうって話していたし……なぁ？」

			　俺は隣にいるレイヴンに同意を求めると、無言で首を縦(たて)に振った。

			「うぅ、それでもまだ話は終わって……」

			「前回の騒動覚えてないのかよ。またこの店に迷惑かけるのか」

			　俺はため息混じりに言う。前回の騒動が起こり沈静にかかった時間は三時間。

			　その間、このアクセサリーショップは店前で人がごった返してしまったものだから、商売にならなかったみたいだった。

			　というか女性店員はユウガを見ていて仕事が手についてなかったし。

			「う……」

			「このまま店前で長々と会話していたら嫌でも目立つだろ。俺はもうあんな騒動はごめんだ」

			　会話が止まり静まり返る。ここまで言えば分かるだろう。

			　しかし、ここで誰かの腹の音がなり沈(ちん)黙(もく)が破られる。結構大きな音だ。

			「誰だ？」

			　ちなみに俺ではない。レイヴンを見ると首を横に振っている、ということは。

			　ミカナを見ると顔を真っ赤にして俯(うつむ)いている。

			　俺とレイヴンの視線に気づいたのか、顔を上げて睨(にら)みつけてきた。
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			「何よ!?　私だってお腹空いたのよ。何か文句ある!?」

			　なんだか知らないが逆ギレし始めたぞ。

			　別に俺もレイヴンも何も言ってないのに。

			「そういえば、あんた達レストランに行くんでしょ。なら私も行くわ。お腹空いたし、店の中なら話だってできるでしょ」

			「おいおい、勝手に決めんなよ」

			「そうと決まればとっとと行くわよ。私この辺で美(お)味(い)しい店知っているから」

			「おい、ちょっ、まっ」

			「諦(あきら)めろヨウキ。ああなったミカナは止められん」

			　

			　俺の声を掻(か)き消し、ずんずん前に進んでいくので、止めようとしたら、レイヴンが俺の肩をポンと叩き、ゆっくりと首を振っている。

			　クレイマンじゃないが、なんでこんな面倒な展開になったのか、分からない。

			「ちょっとー、早く来なさいよ。置いていくわよ!?」

			　くるりと後ろにいる俺達に振り向き、半ギレの表情で手招きしている。

			「別に置いていってくれてもいいんだけどな」

			「……付き合ってやるしかない」

			　俺とレイヴンはがっくりと肩を落とし、ミカナに付いていった。

			「安心しなさい、レストランは私がよく行く味も雰囲気もとっても良いところだから。絶対に気に入るはずよ」

			「ああ、分かったよ。楽しみにしているわ」

			　

			「飯にはな」と心の中で悪態をつき、どうやってミカナを退けようかと必死に考える。

			　俺やレイヴンの恋愛相談はミカナにはしたくない。

			　口が軽そうだし、ヘタレとか言われて二人仲良くマインドブレイクする可能性大だ。

			「……ヨウキ」

			　隣を歩くレイヴンが小声で話しかけてくる。良い作戦でも思いついたのか？

			「なんだ」

			「……ヨウキはセシリアとどういう関係なんだ？」

			「今それを聞くのか!?」

			「ああ」

			　気になるのは分かるけど、今はそんな場合じゃない気がするが。レイヴンは意外とマイペースなのかもしれない。

			　まあ、俺だけがレイヴンの好きな相手を知っているってのもあれだし説明しよう。

			「俺の想い人で、でも今は友人としての関係だ」

			「ヨウキの好きな相手はセシリアだったのか。ということは今回怒らせた相手は……」

			「セシリア」

			「そうか、大丈夫だったか？」

			「何がだよ」

			「いや、セシリアは誰にでも優しく接しているが、怒ったら……なんでもない」

			　何かを思い出したのか、言いかけた言葉を止め、首を横に振るレイヴン。

			　……パーティーを組んでいた時に、何かあったのだろうか。

			　レイヴンがやらかしたとは思えないので、他二人が何かやったのだろう。たぶん、というか高確率でユウガだと思うけど。

			「レイヴン、俺はセシリアに何回も怒られ、冷めた目線を送られているから大丈夫だ」

			「……それで恋愛の方は大丈夫なのか？」

			　大丈夫……なのか？

			　深く考えると不安になってきた。

			　結構セシリアの前で馬(ば)鹿(か)な言動をしている気がする。

			　俺このまま愛(あい)想(そう)尽かされたりしないよな。

			　やばい、考えれば考えるほどネガティブなことを考えてしまい落ち込んでしまう。

			「ヨウキ！」

			　俺が不安な表情をしたまま黙っていたら、耳元で名前を呼ばれた。

			　その声でネガティブな思考から正気に戻る。

			「……いらない心配をしたな、済まない」

			「大丈夫だよ。ちょっと考え事をしていただけだからさ」

			「そうか、本当に済まないな、俺が変なことを言ったせいで」

			「ははは」

			　苦笑いでごまかし、いったんレイヴンから視線をはずす。

			　セシリアが俺のことをどう思っているかなんてセシリア以外誰も分からないんだから考えても仕方ないと自分自身に納得させる。

			　なんだか暗い気持ちになったので、久々の厨(ちゆう)二(に)スイッチを入れてテンションを上げよう。

			「レイヴン、俺はもう大丈夫だ。安心してくれ」

			　耳元に小声で……ではなく、普通の声量でポーズを決めて言う。

			「……今度は別の意味で大丈夫じゃない気がするのだが」

			「……何がだ」

			　

			　覚えがないな。

			　もう落ち込んでいるわけではないし、今はテンションが最大値まで上がっている。

			　別に心配されるような状態ではないはずだが。

			「なんでもない。少なくともヨウキが元気になったのならいい」

			「そうか。なら安心して本来するべきだった話に戻れるな」

			　レイヴンが首を傾(かし)げている。もともと、俺はセシリアとの関係について話をしようとしていたわけではない。今はそれよりも相談しなければならない重要なことがある。

			「分からないのか。ならば教えよう！　答えはどうやってミカナの詮(せん)索(さく)をかわすかだ」

			「……なるほどな」

			　レイヴンはげんなりとした表情になり頭を押さえる。

			　自分が今、置かれている立場にやっと気づいたようだ。

			「俺はもうミカナにいろいろばれているから構わないが、レイヴンは違うだろう。質問攻めにされて聞いてもいないのにいらない助言をされて。さらに片想い相手のハピネスのことまで聞かれたら」

			　レイヴンの顔色が青くなっていくのが分かった。

			　レイヴンは俺よりミカナのことを知っているはずだ。

			　ばれたらどれだけ面倒臭いことになるかが分かるのだろう。

			「……ヨウキさえ黙っていてくれればいいんじゃないか？」

			「甘いな。ああいうタイプの人間は、一度知りたいと思ったらしつこく迫ってくる。俺が黙っていたら、レイヴンに矛(ほこ)先(さき)が向くのは簡単に想像できるぞ」

			「……正直ミカナに本気で迫られたら、沈(ちん)黙(もく)を貫(つらぬ)く自信がない」

			「だからこそ打開策が必要なんだが…………そうだ！　フッ、喜べレイヴン。テンションを上げたおかげで、良い策を考えついたぞ」

			　俺は不適な笑みを浮かべる。やはり厨(ちゆう)二(に)スイッチを入れるといいな、頭が冴(さ)える。欠点はつい無駄な仕草が増えることだな。つい自分がかっこいいと思うポーズをとってしまう。

			「……本当か？」

			「任せろ！　では早速作戦についてだが……」

			　俺はレイヴンに考えた作戦を伝える。

			　作戦内容を伝え終えると、ミカナが歩くのが遅いと言ってきたので、走って追いつく。

			　それから数分歩いたところで、ミカナオススメの店に着いた。

			「着いたわ、ここよ。オシャレな雰囲気だし店員も親切で料理も絶品なのよ。さぁ、入りましょ」

			　店の中に入ると、確かにミカナの言う通りオシャレな内装で、店内は食欲がそそる匂いがしている。

			　しかし、男二人で来るような場所ではなく、男女二人がデートで来るような雰囲気の店だ。

			　がっつり食事をするというイメージがあまりわかない。

			　やはり俺達の恋愛、特にレイヴンについて詳しい話を聞くためにわざわざこんな店に誘(ゆう)導(どう)したのだろう。

			「いらっしゃいませ、三名様ですね。こちらの席にどうぞ」

			　店員に座る場所まで案内され椅子に座りレイヴンに目配せをする。

			　俺の目配せに気づいたレイヴンはこくりと頷(うなず)いた。

			　ミカナ、お前の思い通りにはさせんぞ。俺とレイヴンは打ち合わせした通り、作戦開始した。

			「さぁーって。あんた達の話をいろいろ聞かせてもらうわよ」

			「すみませーん。注文お願いしまーす」

			「いきなり!?　ちょっと、話を聞きなさ……」

			　ミカナが話しかけてくるが無視をし、駆け付けてきた店員にメニューから十品ほど料理を選ぶ。続いてレイヴンもメニューに書かれている料理を指差して、注文を続ける。

			「ちょっと!?　あんた達どれだけ食べる気!?」

			「腹減っているし、俺達男子だからな。な、レイヴン」

			　こくこくと頷(うなず)くレイヴン。

			　内心では普段こんなに食べるわけねえだろと突っ込みをいれる。

			　これは作戦なのだ。

			「ふぅん。 まあいいけど。あ、私は……」

			　ミカナはがっつり食べる気はないのか、飲み物だけ注文した。

			　腹が減っているのではなかったのだろうか。

			　話を中心にするために料理を頼まなかったのなら、その目論見(もくろみ)は崩れるぞ。

			　数分後、俺とレイヴンは来た料理をゆっくりと良く噛んで食べていた、喋(しやべ)る間がないぐらい。

			「……あんた達、私と喋(しやべ)る気ないでしょ」

			　ミカナは俺達の姿を見て呆れ顔になる。

			　俺は豪快に、レイヴンはマナーを守り食事している。しかし、俺もレイヴンも食事の手は止めない、なおかつゆっくり時間をかけ食べている。

			　これが俺の考えた作戦、食事中は喋(しやべ)れないから静かにね作戦だ。

			　我ながら完(かん)璧(ぺき)な作戦だと思う。

			　これならミカナと喋(しやべ)らずに時間をかけて食べ、解散できる。

			「ふぅ〜ん。そう、せっかくセシリアについて面白い話を聞かせてあげようと思ったのに」

			　ピタリとも止めない予定だった俺の手が止まった。

			　セシリアの話だと？

			　俺が知らないセシリアの話、聞きたい。

			　そう考え始めたら、もう止まらない。

			　ゆっくり食べる予定だったはずの料理を十品、二十分弱で完食してしまった。

			　煩(ぼん)悩(のう)に勝てなかった俺のせいで、作戦は失敗してしまった。

			「……ごちそうさまでした」

			　十品もの料理を完食したので、腹がいっぱいで苦しい。

			　レイヴンが呆れ顔で、腹を押さえている俺を見る。

			　言いたいことは分かる。だけど自分が知らない好きな子の話って知りたくなると俺は思う。

			　……作戦失敗の言い訳にしかならないけどな。

			「さて、剣士はまだ食事中みたいだし、あんたから話を聞かせてもらおうかしら」

			　ミカナは勝ち誇った顔をしているが、俺は自分のことは話してもレイヴンのことは絶対に話さないぞ。

			　レイヴンはそんな俺とミカナを交互に見ながら、料理を必死に食べている。

			「で、あの騒動から少しは僧(そう)侶(りよ)と何か進展があったのかしら。私はまずそれが知りたいわ」

			　飲み物をちびちび飲みながら、ミカナが俺に尋ねる。

			　レイヴンのことは後回しか。ならば俺の不幸話をしまくって恋愛トークなんてできない空気にしてやろう。

			　名付けて、込み入った話聞いてごめんなさい作戦だ。

			「ああ、実は何も進展がない。デートらしきこともお前の幼なじみに潰されたあれっきりだ」

			「はぁ!?　何もしてないって、あんた馬(ば)鹿(か)じゃないの。あの僧(そう)侶(りよ)がデートまでしたってことはあんたに少なからず好感を持っているはずなのに」

			　ミカナは驚きと呆れが混じった表情をし、はぁ……と大きなため息をつく。

			　正直心にぐさっと来たがこのまま一気にたたみかけよう。

			「それに最近俺が馬(ば)鹿(か)なことしたせいで、セシリアを怒らせてさ。母親に半月会うの禁止されちまったんだ」

			「うわ、あの僧(そう)侶(りよ)を怒らせるとか、あんたすごいわね」

			　ミカナは顔を少し青くした。

			　どうやら、セシリアが怒った時のことを思い出しているようだ。

			　この反応気になるな、詳しい話を聞いてみよう。

			　それに話題を恋愛から逸らせられるかもしれないし。

			「なぁ、俺はセシリアに何回も怒られたことがあるから、イマイチお前やレイヴンの反応が納得できないんだけど」

			「ということは、あんたまだ、僧(そう)侶(りよ)を本気で怒らせたことがないんじゃないの？」

			「いや、前回は本気で怒っていたはずだ。それだけ馬(ば)鹿(か)なことを俺はやらかしたからな」

			　セシリアが本気で怒っていたのは間違いない。

			　だけど、確かにセシリアのイメージには不釣り合いな怒(ど)気(き)を纏(まと)わせ、冷たい視線を送られたが思い出したら顔が青くなるほどではないぞ。

			「おかしいわね。ユウガがやらかした時の僧(そう)侶(りよ)の怒りっぷりは、すごかったはずよ」

			　レイヴンは次々に料理を食べながら首を縦(たて)に振り、ミカナに賛同している。

			　やっぱりやらかしたのはユウガか。

			　相当馬(ば)鹿(か)なことをやらかしたのだろう。

			　人のこと言えないけど、何をしたのか気になるな。

			「勇者はいったい何をやらかしてセシリアを怒らせたんだ」

			　聞いてはいけない気もするが、人間、今は魔族だけど好奇心には勝てない。

			　それにもうセシリアを怒らせたくないから参考までに知っておきたい。

			　俺がそう質問するとレイヴンは頭を押さえ、ミカナは顔を真っ赤にして俺に話しだした。

			「ユウガの馬(ば)鹿(か)はね、着替え中だった僧(そう)侶(りよ)の部屋に間違って入ったり、温泉で露天風呂の時間をユウガが間違って僧(そう)侶(りよ)と鉢合わせしたりと……そんなことが続いたのよ」

		

	
		
			[image: p043.jpg]
		

	
		
			「おい、今日勇者はどこにいるんだ。ちょっくら半殺し……いや殺してくる」

			　俺が席を立ち上がろうとするのを食事の手をいったん止め、押さえこんでくるレイヴン。

			　落ち着けとでかく書かれたメモを顔に押し付けられるが、落ち着いていられるかと思う。

			　どうやら奴はラッキースケベという能力を持っていたみたいだ。

			　さすが勇者という肩書きを持つ主人公野郎だな。

			　セシリアの着替えを見ただけでなく、風呂まで覗(のぞ)いたとなればいくらなんでも黙っていられん。

			　俺はレイヴンの制止を振り切り立ち上がる。

			　今の俺の顔は般(はん)若(にや)になっているだろうな。

			「ちょっと、落ち着きなさいよ！　あんたみたいな一般人がユウガを殺せるわけないでしょ！　それにまだ話の途中だから黙って聞いてなさい」

			「……ちっ、分かったよ」

			　舌打ちをして俺は席に座る。

			　レイヴンも座った俺を見てほっとしたのか、食事を再開した。

			　今の俺は人間のヨウキだったな。

			　魔王を倒した勇者が一般冒険者に倒されるなんて、問題になっちまう。

			　魔族ヨウキだったら、あんなハーレム勇者ボコボコにしてやるのに。

			「あんたの後ろから禍(まが)々(まが)しいオーラが見えるんだけど……ま、ユウガが男から恨みを買うなんて、今さら珍しいことじゃないわね。話の続きだけど」

			「それで、セシリアがキレたんだろ？」

			「ええ。だけど普通に怒る程度ね」

			「は？」

			「十分間の説教ぐらいかしら。……僧(そう)侶(りよ)は基本怒らずに説教するパターンが多いから」

			「そういえば俺の時も説教から始まったなぁ……ってあれ？　それじゃあそこまで恐れる必要ないんじゃないのか？」

			　今まで俺がセシリアに怒られた程度なら、確かに恐かった時もあったが思い出したら顔が青くなるまではいかない。

			「僧(そう)侶(りよ)はその説教だけでユウガを許したわ。人の間違いを怒(ど)鳴(な)らずに叱ることができるから、悔(くや)しいけど人間ができていると思ったわ。だからこそユウガが一度本気でやらかした時は本当にもう、目も当てられなかったわよ」

			　レイヴンも残り三品目に突入したところでうんうんと頷(うなず)いている。

			「いったい何をやらかしたんだよ」

			「ユウガは旅で寄った町や村で女の子を無意識に虜(とりこ)にしていった……私も虜(とりこ)になったその一人なんだけど」

			「別に何か問題あるのか」

			　勇者にハーレムなんて、前世の世界じゃ普通のありきたりな設定だ。

			　実際あんなイケメンで強くて名(めい)誉(よ)があったとしたら、どこでもフラグなんて立ってしまうだろう。

			　おまけに幼なじみフラグも立ってるし。

			「大ありよ！　行く先々で女の子と仲良くなりまくるから、同じ村や町に滞(たい)在(ざい)なんて三日が限度。それ以上滞(たい)在(ざい)したらユウガ目当ての女の子が泊まっている宿に押しかけてくるのよ！」

			「いやいや、全部勇者が悪いのだから、勇者に全部責任とらせれば別に問題っていうことにはならないと思うんだが」

			「そのユウガが馬(ば)鹿(か)だから、私達は迷惑を被(こうむ)ったのよ！」

			「どういうことだよ」

			「ユウガは僧(そう)侶(りよ)と違って無駄なところで優しいから、女の子の誘いを断れないのよ」

			「なるほど。つまりさっさと村や町から出ないと、たくさんの女性とデートの約束をしてしまい、旅の予定に支障が出てしまうと」

			　ミカナはこくりと首を縦(たて)に振る。

			　勇者なのに足を引っ張るような行動をしていたとはな。

			　魔物とかより、自分に惚れた女の子の方が旅の障害になっているとか笑えるな。どんな勇者だよ。

			「私が何回注意しても新しい町に着いて一日足らずで気がついたら、たくさんの女の子と知り合いになっているし」

			「……まさか、それが理由で？」

			　ユウガがたくさんの女の子と知り合ったから怒ったのか。

			　嫉(しつ)妬(と)が理由でセシリアがユウガに怒ったとしたら。

			「その表情、あんた勝手に勘違いしてない？　確かにそれが理由だけど僧(そう)侶(りよ)はユウガに気があったから怒ったわけじゃないわよ」

			「あ……そうなの」

			「だいたい僧(そう)侶(りよ)がユウガに気があるならあの二人、とっくの昔に付き合っているわよ」

			「確かに……そうだよな」

			「……まったく。話を続けるわよ？　それで旅がなかなか予定通り進まないし、立ち寄った村や町でも充分な休息がとれない。ユウガのせいでそんなことが続いたある日。ユウガがついに女の子達に捕まって旅の予定が大幅に遅れたことがあってね」

			　もうそれはセシリアだけでなく、ミカナやレイヴン三人掛かりで怒っても良かったと思う。

			　というかそうしろよ。レイヴンは怒りたくても口に出せなかったのか。

			「女性関係がだらしないってことで僧(そう)侶(りよ)が怒ったのよね。最初はいつも通り説教からだったのに、ユウガがよけいなことを何回も言うから」

			　

			　セシリアはユウガへの説教中、目も口も笑っていなかったらしい。 

			　ただ淡(たん)々(たん)とユウガに対して説教を二時間ほど続けたそうだ。

			　その時の様子を見ていたミカナとレイヴンはまったく動けなかったとか。

			「だから僧(そう)侶(りよ)を怒らせるのもほどほどにしないと……大変なことになるわよ」

			「お、おう」

			　考えてみたら俺はあの日、セリアさんに助けられたんだっけ。

			　セリアさんが部屋に来なかったら俺もユウガと同じ目にあっていたかも。

			　そうなっていたとしてもあの日は俺が全部悪かったから、セシリアの怒りを真っ正面から受けていたけどな。

			「さて、じゃあそろそろレイヴンの話を聞かせてもらいましょ」

			　ここでまた誰かの腹の音がなる。

			　俺は十品も食べたし、レイヴンも食事中だ、腹が鳴るわけがない。

			「……さっき腹を鳴らしていたくせに飲み物だけで済ませようとするからだ」

			「うるさいわね。ダイエットよ。ダイエット中なのよ。文句ある!?」

			　ミカナは顔を真っ赤にして俺に逆ギレをしてくる。

			　どうせ話をすることしか頭になくて自分が空(くう)腹(ふく)だったことを忘れていたのだろう。

			　しかし、良いタイミングで腹を鳴らしてくれた。

			　タイミングが良すぎて笑いが込み上げてくるが、ミカナにばれるとさらにうるさくなるので口元を手で隠し、笑いをこらえる。

			　ミカナが必死に腹の音について言い訳をしていると、レイヴンが一口も手をつけていない料理二品をミカナの方へ寄せた。

			　『もう無理だ』と震えた字で書かれたメモは、レイヴンが限界だということを物語っていた。

			　どうやら俺とミカナが話している間にレイヴンは一人でフードファイトをしていたらしい。

			　完(かん)璧(ぺき)な作戦がまさかこのような結果に繋がるとは……思いもしなかったな。

			「……食ってやってくれ」

			「う……じゃあ遠慮なく」

			　ミカナはすごいスピードで料理を平らげていく。それだけ腹が減っていたということなのだろうが。

			「レイヴン、大丈夫か？」

			　食べすぎで口と腹を押さえているレイヴン。

			　この世界に胃薬はないのだろうか。あったらすぐに買いに行くのだが。

			「……大丈夫だ。少し休めば多分な」

			「騎士なのに意外と小食なんだな」

			「いや、普段ならこれぐらいの量はなんともない。ただ、ミカナにハピネスのことがばれたらと考えると食欲がまったくわいてこなくて」

			「精神力弱すぎだろ。どんだけばれるの嫌なんだよ」

			「……ミカナにばれたらユウガにも話がいく可能性が高い。そうなると絶対ユウガがなんらかの行動を起こすだろう」

			「なるほど。確かに面倒なことになるな」

			　勇者イコール歩くフラグメイカーだからな。フラグってのは恋愛フラグだけでなく、面倒事のフラグとかもあるし。ハピネスを巻き込みたくないのだろう。

			「それに……単純に恥ずかしい部分もあるしな。自分が好きな子のことを話すって」

			　レイヴンは少し紅くなった頬(ほほ)を指でかき恥ずかしそうに語る。レイヴン……純情すぎ。

			　自分の恋愛も大事だけどレイヴンの恋がすごく応援したくなってきた。

			「ヨウキ、黙ったままだがどうした？」

			「レイヴン……頑張って幸せになってくれよ」

			「応援してくれるのは嬉しいが……いきなりどうした」

			「別に深い意味はないさ。応援しているぞって意味だよ」

			　戸(と)惑(まど)うレイヴンをよそに俺は勝手に会話を終わらせる。

			　こそこそと話をしているうちにミカナはもう食事を終えていたようだ。

			　俺達が話し終わるのを待っていてくれたらしい。

			「で……結局、剣士の恋愛話は」

			「なしで」

			「はぁ!?　なんでよ！」

			　腹が満たされたのだから、つんけんしないでほしいものだ。

			　俺は絶対にレイヴンのことは話さないぞ。

			「俺がレイヴンの純愛を守る！」

			　ミカナだけに聞こえるようにそう断言する。いつの間にかまた厨(ちゆう)二(に)スイッチが入っている俺であった。

			「……なんで私が勝手に悪役みたいになっているのよ！」

			「違うのか？」

			「違うわよ。私だって剣士の力になりたいと思って……それに」

			「それに？」

			「わ、私も最近ユウガのことでうまくいかなくてどうしようか悩んでいて。相談に乗ってもらおうかと……思って」

			「「…………」」

			　会話の最後になればなるほど声が小さくなり、最後の部分はかろうじて聞きとれるぐらいの声量だった。

			　おいおい、まさかの恋愛相談かよ。

			　俺もレイヴンも急な展開に思考が追いつかず固まってしまった。

		

	
		
			第２話　少女魔法使いの恋愛相談を受けてみた

			　

			　状況を整理しよう。

			　俺の隣には固まったレイヴン、前方には自分の言った言葉で勝手に恥ずかしがっているミカナがいる。

			　さっきまでレイヴンの話を聞き出してやる的な感じだったのに、あの勢いはいったいどこにいったのか。

			　ミカナって俺の考えていたようなキャラじゃないのかもしれない。

			　魔王城で会った時はビッチな気がしたが違ったし。

			　理(り)不(ふ)尽(じん)さはあるが意外と一途にユウガに恋しているっぽい。

			　こいつはユウガのハーレム一号とかそんなポジションの人間だと思っていたのだが。

			「……いったいなんで悩んでいるんだよ」

			　レイヴンの話にならないなら、こちらとしては好都合なので、ミカナの恋愛相談を受けることにする。

			「最近、じゃないんだけど、ある出来事がきっかけでユウガがあまり話をしてくれなくなってね」

			「でもこの前、二人でデートしてなかったか？」

			「この前の騒動があった時のデートは、私が無理矢理連れ出したのよ。天気が良いし昔みたいに買い物に行きたいって言って」

			　そういえば、あの日そんなことを話していたな。

			　それにユウガはセシリアを見つけたらミカナそっちのけでセシリアを連れて店に入っていったし。

			　ユウガがセシリアに惚れているとしても対応が冷たい気がする。

			「……嫌われているのは薄々気がついていたし、その理由も私知っているから」

			「ちょ、待て。理由が分かっているなら、何とかすればいいだろ」

			「自分で何とかできるならあんた達に相談なんてしないわよ！」

			　自分が好きな人に嫌われているという話をしたせいでイライラしているみたいで、逆ギレされてしまった。

			「自分で何とかできないって、何をしたんだ？」

			「……剣士なら何となく想像はついているんじゃない？」

			　ミカナは突然レイヴンに話を振る。

			　先ほどまで固まったままだったレイヴンがいつの間にか戻っており、首を縦(たて)に振り肯定の意を示す。

			「分かってないの、俺だけかよ」

			「あんたが分かるわけないじゃない。だって事が起こったのはあんたと知り合う前だもの」

			「もともと知り合った覚えがないんだけどな」

			　レイヴンとは友人関係だがミカナとは友人ではない。他人以上知り合い未満の関係だと思う。

			「……そういえばそうだったわね。じゃあ今から知り合いね」

			「ああ、今から知り合いな」

			　なぜか知り合いを強調してしまう。

			　普通、恋愛相談というと、友達同士でするものかもしれないが、ミカナとは知り合いのままでいい気がする。

			　友人になるのはちょっと、というのがミカナにもあるだろうし。

			　だったら相談するなよと思うかもしれないが、友人は無理でも恋愛に悩む仲間としてなら話を聞くのも悪い気がしないし。

			　こちらとしても参考になるかもしれないからな。

			「じゃあ話すけど……その前に聞くわ。あんた今から話すこと絶対口外しないって誓(ちか)うことができる？」

			「そりゃあ大事な話で、誰にも言うなって言うなら言わないさ。約束はしっかり守る方だ」

			「ふーん、ま、剣士にも一応確認するけど……信用してもいい相手よね？」

			　レイヴンは力強く頷(うなず)いた。レイヴンは俺のことを結構信用してくれているのだろうか。だとしたら嬉しいものだな。

			　この世界に来て初めてできた友人だし、俺もレイヴンのことは信用するようにしよう。

			　心の中でそんな決意をしていると、ミカナがユウガに冷たい態度をとられるようになったきっかけを語り出した。

			「正式に公開されていない情報だから、あんたは知らないだろうけど……私達、魔王城で何度も全滅しているのよ」

			「え、そ、そうなのか？」

			　ばっちり知っている情報……犯人は俺なので驚くことはないのだが、不(ふ)審(しん)に思われたらまずいので驚いた振りをする。

			　まさか、全滅させていたことが関係しているのか。

			「魔王相手じゃなくて、ただの魔族一人にね」

			　ミカナとレイヴンから哀愁が漂(ただよ)ってきた。何度もやられたことを思い出したのだろう。

			　ボコボコにしたのは俺なので、とても申し訳ない気持ちになる。

			「そ、そんなに強かったのかよ」

			　何か反応しないと怪しまれるので必死に驚いている振りをする。俺はなんてピエロなのだろうか。自分がやったくせに最低だと思う。

			「あいつは強かったわよ。なんで魔王城の中(ちゆう)盤(ばん)なんかにいたのか分からないくらいね。むしろあいつが私達にとっては魔王みたいな奴だったわ」

			　あの頃の勇者パーティーには俺が魔王に映っていたようだ。

			　本物の魔王はセシリア抜きで一回目の戦闘で討(とう)伐(ばつ)できているからな。

			　……セシリアも俺のこと魔王みたいだと思っていたのだろうか。今は関係ないから今度聞いてみることしよう。

			「私以上の攻撃魔法、僧(そう)侶(りよ)以上の回復魔法、剣士以上の身のこなし。ユウガ以上のバトルセンス。私達はたった一人の魔族に圧倒されたのよ」

			「ま、マジかよ。そんな奴がいたのか」

			　自分だって分かっているのが嫌だ。

			　何が悲しくて自分の最強伝説を聞かなければならないのだろうか。

			　完全に口から出る言葉が棒読みになっているが、俺の感想など気にも止めずミカナは話し続ける。

			「しかも私達は奴に完全になめられていたわ。最初にやられた時は死を覚悟したのに……気がつけばアタシ達全員近くの村に捨てられていたのよ。ご丁(てい)寧(ねい)に奴との闘いで負った傷が回復した状態でね」

			「へ、へぇ……そうなのか。なんというか、ずいぶん親切な敵だな」

			　どうしよう、目を合わせて会話ができない。気まずくてレイヴンからの視線すら逸らしてしまう。

			「ふん。私からしたらすごい屈(くつ)辱(じよく)だったわ。敵に情けをかけられたのよ！」

			「そ、そっか。そうだよな。こっちは本気で戦ったのに傷まで癒(いや)されて近くの村にポイだもんな」

			　目をだんだん逸らしながら、水をごくりと飲む。

			「感じたのは屈(くつ)辱(じよく)だけじゃないわ。一度闘っただけで圧倒的な力の差を見せつけられたのよ！　私達は大した抵抗もできないまま全滅させられた。今までそんな敗北の仕方は一度もなかったのに！」

			　ぎり……とミカナは歯ぎしりをする。

			　俺に負けまくったことはミカナにとってかなり悔(くや)しい思い出になっているらしい。

			　確か「フハハハ。そのような脆(ぜい)弱(じやく)な魔法など！」とか言ってミカナの放った魔法を簡単に相(そう)殺(さい)させたことも何回かやった記憶がある。

			　セシリアに会うたびにテンションが上がってたし、厨(ちゆう)二(に)スイッチが入っていたからな。

			「ものすごい強敵だったんだな。でも、魔王を倒したってことはそいつも倒したんだろ。そんな奴をよく倒せたな」

			　我ながら白々しいと思うが、聞かないと逆に不自然なので質問する。

			「……そうね」

			　ミカナだけでなく、レイヴンまで落ち込みどんよりした空気になる。

			　触れてはいけない話に触れてしまったという感じだ。

			「えっと、俺まずいこと言ったみたいだな……ごめん」

			　こんな空気になるほど、俺が好き勝手やっていた頃がトラウマになっているのか。

			　マジで二人に土(ど)下(げ)座(ざ)したくなってきた。

			「謝らなくていいわよ。ただそいつを倒した……というか退けた時のことを思い出したの」

			「あ、そうなのか」

			　まあ倒してはいないからな。

			　一応ミカナやレイヴン達はその場におらず、セシリアが一人で俺を倒したことになっているし。

			「そう。あの時のことが原因なのよ。私が最低なことをしたから。だからユウガは私に冷たいのかな」

			　ミカナは切なそうな表情で天井を仰ぐ。その目からはうっすらと涙が……ってなんだ、この空気は。

			　笑いなし、おふざけなしのシリアスなムードに言葉が出ない。

			　数秒間、感傷に浸(ひた)ったミカナは、涙を拭(ぬぐ)って俺を真剣な目で見てくる。

			「今から話すことを聞いたら、あんたは怒り狂うかもしれないわね。ユウガと同じ、僧(そう)侶(りよ)のことが好きなあんたなら……」

			「えっと……」

			「そいつはね。私達を魔王城の奥に通す代わりにある条件を突き付けてきたのよ。……僧(そう)侶(りよ)のみ奴の部屋に残せば、私とユウガと剣士だけは通すっていう条件をね。それで私はユウガや剣士に条件を呑むように説得したのよ」

			「え……!?」

			　二人は俺がミカナの告白に対して驚いているように映っているだろう。

			　しかし、俺が驚いている原因はまったく別のことだ。

			　ミカナがユウガに嫌われたのって、あの時のことが原因だったのか。

			　完全に俺のせいじゃないか、罪(ざい)悪(あく)感(かん)がやばいな。

			　あの時、告白の場を設けるためにセシリアを一人置いていかせたことのせいで、ユウガとミカナの関係に亀(き)裂(れつ)が生じてしまっていたとは。

			　しかも、その話を振られてどう反応すればいいものか。

			　ミカナやレイヴンから見たら、俺はその時のことを何も知らない部外者だと思っているはずだ。そんな俺にセシリアを一人見捨てたような感じの話を聞かせたのだ。

			　ミカナの言うようにセシリアに恋している俺は怒り狂うのが普通だろう。

			　しかし、その魔族は俺なのだ。

			　俺が原因でミカナは現在、冷たくされているというのに怒れるわけがない。

			　たとえ、心からの怒りでなくとも今のミカナには向けたくないな。

			　二人は俺の反応を待っているようだ。

			　あまり沈(ちん)黙(もく)が続いても不自然だし、冷静なふりして会話を進めよう。

			「……セシリアが死んでもいいとか考えて行動したなら、俺はお前を許さない。だけど、理由があったなら、聞かせてほしい」

			「理由……ね。私は、ユウガの名(めい)誉(よ)のために奴の提案に乗ることを勧めたの」

			「勇者の名(めい)誉(よ)？」

			　いきなりユウガの名前が出てきたので驚いた。

			　同時に疑問が浮かんでくる。どういうことなのだろうか。

			「私達は最初に魔王城に入る前にちゃんと計画を立てていたのよ。……勝てると思っていたの。だけど奴に挑んでは全滅し、回復してもらって村に捨てられて、また挑んで。それの繰り返し」

			「……計画ってなんだよ」

			「敵の情報よ。これまでの戦闘で得た幹部の魔族達や魔王の強さを計算した上で、勝てるはずだと……決して無(む)謀(ぼう)な挑戦じゃないはずだったわ」

			　考えてみたら、魔王城にいた幹部達。魔王ですら一度は外に出て戦いに出撃していたな。

			　……あの部屋に引き篭(こも)っていた俺を除いて。

			「もう勝利は目の前まで来ているって、クラリネス王国の国民達はみんなそう思っていた……私達もね。そんな中で登場したのが奴よ。今までの戦いになぜ出てこなかったのか分からないくらい、でたらめな強さを持っていて。まさか魔王があんな切り札を隠していたなんてね」

			　切り札じゃなくて、ただの引きこもりだよ、とすごく言いたい。もちろん言えるわけがないけれど。一度も外に出たことない奴の情報なんかあるわけないな。

			「……で、その話がセシリアの話とどう関係しているんだ？」

			「さっきも言ったけど私達だけでなく国民達も勝利を疑っていなかったのよ。それなのに結果は魔王にたどり着くどころか、城の半分ぐらいを進んだ場所にいた名も知らぬ魔族のせいで全滅……そんな報告なんてできなかったわ」

			「……なるほど」

			　考えられるのは国民の混乱に兵士達の士気の低下あたりか。

			　あとは……。

			「勇者パーティーの信用が失くなること……か」

			　ミカナは気まずそうに俺から目を逸らす。当たらずといえども遠からずといったところか。

			「……ヨウキ」

			　理由を考えていると、今までだんまりだったレイヴンが急に声をかけてきた。

			「なんだ？」

			「つまり、ミカナは勇者パーティーの信用を失わせないためにセシリアを……？」

			　そう解(かい)釈(しやく)するのが妥(だ)当(とう)なのだろうが、ミカナの最初の言葉と性格を考えると違うだろう。

			「たぶん、ミカナは勇者パーティーじゃなくユウガを守ろうとしたんじゃないか？」

			「どういうことだ？」

			「国民からの期待を背負った勇者パーティーが全滅。そんなニュースが国民に知られたら一番非難されるのは勇者であるユウガだからな」

			　それだけ勇者っていう肩書は重い。国の希望を背負っているようなものだしな。

			　それにユウガみたいなタイプは無意識に敵を作っている場合が多いし。熱狂的なファン達だって信じていたからこそ、失望感が大きかっただろうしな。

			「お前はユウガとセシリアを天(てん)秤(びん)にかけた。そうだろ？」

			「……そうよ」

			　気まずそうに目を逸らしていたミカナが、俺達に視線を戻す。

			「全滅が続いて気がついたら一ヶ月。限界だったわ。報告をごまかすにはね」

			「ごまかす？」

			「さっきも言ったでしょ。私達が全滅したことが知れたら大変なことになるって。だから、情報が漏(も)れないように情報操作していたのよ。でも一ヶ月も経ってくると、さすがに情報操作にも限界がきていたの。それなのに奴に勝てる気配はなかった……だからっ！」

			「それで、魔族の提案に乗るように勧めたのか」

			「ええ。奴から提案を出された時、思わず笑みを浮かべたわ。今日全滅すればもう後がないって時に出された甘い提案。何度も何度も挑んでも前に進めなくて、平静じゃなかった……なんて言い訳よね。私はパーティーを組んで苦楽をともにした僧(そう)侶(りよ)を置いていこうとしたのよ。殺されるかもしれないって分かっていた上でよ」

			　ミカナは話している途中から自分に対する情けなさからか、それともセシリアに対して申し訳なかったからか涙を流していた。
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			　レイヴンはそんなミカナを真っすぐに見つめて話を聞いている。

			　俺が告白の場を作るために行ったことがこんな悲劇に繋がるとはな。

			「……ヨウキ、ミカナだけを責めないでくれ。俺もその時に何も意見しなかった。俺にだって……非はある」

			　レイヴンがミカナを庇(かば)うように俺を説得してくる。

			　責めるも何もこんな状況になったのは完(かん)璧(ぺき)に俺のせいなのだから、もともと俺には誰かを責める権利なんてない。

			　セシリアに恋をしているのに怒らないというのは不自然だと思う。

			　しかし、俺はミカナを怒りたくない。

			ならば、怒る怒らないとは違う選択肢を使おう。

			「……今こうやって俺にその話をするってことは、罪(ざい)悪(あく)感(かん)はあったってことだろ？」

			　ミカナがセシリアを見捨てた後、どのような行動をとったか。

			　場合によってはそれで許すっていう選択肢ができる。

			「……当たり前じゃない！　魔王を倒した後、私は一目散に僧(そう)侶(りよ)を置いていった部屋まで走り出したわ。それまでの戦いで体力や魔力が空っぽだろうがね！」

			　早くセシリアの安否を知るために、疲れきった体に鞭(むち)打ち、走ったらしい。

			「それで、セシリアは無事だったのか？」

			「無事だったわ。僧(そう)侶(りよ)は私の顔を見るなり『ミカナさん、お疲れ様です』なんて言ってきたのよ。私は僧(そう)侶(りよ)を、仲間を見捨てるような行為をしたのに」

			　俺もレイヴンもただ黙ってミカナの話を聞く。ここで口を挟んではいけないとレイヴンも思っているみたいだ。

			「それから僧(そう)侶(りよ)は私の下に駆け寄ってきて、回復魔法をかけてくれたの。それでお礼を言おうとして、私は気を失ったわ……」

			　回復魔法は怪(け)我(が)とかは治るけど体力は回復しないからな。

			　俺がいた部屋以降の幹部達や魔王との戦いの疲れが貯まっていたのだろう。

			　それでセシリアの安否が分かった瞬間、気が抜けて気を失ったってとこだな。

			「それじゃあ、セシリアには何も言わなかったってことか」

			「ええ、それから気まずくて会いに行くこともせずにお礼も謝罪もできていないままよ。この前の騒動の時も何も言えなかったわ」

			「これからもお前はセシリアに何も言わずにユウガに嫌われたままでいるのか？」

			「分からない……どうしたらいいのかな」

			　幼なじみで大好きなユウガを守りたくて、俺の提案に乗るように勧めた結果……ユウガには嫌われ、セシリアには負い目を感じているってことか。

			　セシリアに謝るのが一番手っ取り早いのだが、ミカナの様子を見る限り無理だな。

			　まずセシリアに相談した方がいいかもしれない。

			　そのためにはあと半月経たないといけないけれど。無責任だけど今日俺にできることはもうないか。

			「少し考えてみたらいいんじゃないか？　本当に今のままでいいのかとかさ」

			「……分かったわ。少し考えてみて結論を出すわよ。それじゃあ私は失礼させてもらうわ。剣士の恋愛事情を聞けなかったのは残念だけど……話を聞いてくれてありがとね」

			　それじゃあ……と言ってミカナは店を出て行った。

			　テーブルに残された俺とレイヴンだったが、こんな空気になってしまい恋愛トークする気にもならなかったので、今日は解散することにして店で別れた。

		

	
		
			第３話　勇者に遭(そう)遇(ぐう)してみた

			　

			「フッフッフ……ついに明日で半月が経つぞ！」

			　俺は朝起きてテンションがマックスだった。

			　近くに誰かがいたらうっとうしいと思われるほど今の俺はテンションが高いだろう。

			　ミカナの相談を聞き、レイヴンとフードファイトをしてからあっという間に時はすぎて、気がつけば明日、セリアさんが決めた半月後だった。

			「この日をどれだけ待ったことかっ」

			　会わないのと会えないのでは、どれだけ違うのかが今回で分かった。

			　もうこんな想いはしたくないと切実に思う。だけど、それも今日で終わりだ。

			「クックック……俺は明日、神になるっ!!」

			　テンションが上がりすぎて鏡(かがみ)の前で着替え中に厨(ちゆう)二(に)な台詞(せりふ)を言ってしまう俺。

			　自重しなければいけないと分かってはいる。

			　しかし、ここは俺が借りている宿の部屋でプライベートな場所だ。

			　公共の場ではないのだから別にいいだろう。

			　存分に上がりきったテンションを解放することができる。

			　着替えを終え、脳内で浮かんだ俺的にグッとくる台詞(せりふ)を決めポーズをつけて言い放つという常人では理解不能なことをし始める。

			「俺は貴様という存在を否定する！」

			「我が魔法で朽(く)ちろ！」

			「俺が世界を救ってみせるっ！」

			「残念だが……お前では俺には勝てない」

			　発散するどころかどんどんどんどんテンションが上がっていき歯止めがきかなくなってくる。

			　やばい、止まらないな。

			「お前にとって今日は最悪な一日になるだろう……」

			「……さっきから何を言っているのだ、小僧」

			　なぜなら俺という存在に出会ってしまったからだと言おうとしたら、急に声をかけられる。

			　振り向くとかわいそうなものを見るような目で俺を見ているガイがいた。

			　……そう。俺はテンションが上がりすぎて、この眠ってばかりの石像のことをすっかり忘れていたのだ。

			「ああぁああああぁっ!?」

			　恥ずかしい、超恥ずかしい。

			　テンションが急降下して現実に戻り、ついさっきまでの自分を殴ってやりたい衝(しよう)動(どう)が起きる。

			　いくら明日セシリアに会えるとはいえ、調子に乗りすぎだろう。

			　俺のせいで部屋の中が変な空気になってしまった。

			　このまま部屋にいると悶(もん)絶(ぜつ)死しかねない。呆れているガイをよそに急いで部屋から出る。

			「……っうお!?」

			　しかし、扉を開けると少女が立っていたので、驚き身を引く。

			「こんにちは、お久しぶりです」

			　立っていた少女はティールちゃんだった。

			　いきなり部屋から出てきた俺に、まったく動じずに挨(あい)拶(さつ)をしてくる。

			　メイド服ではなく普段着を着ているので、今日は仕事が休みなのだろう。

			「ああ、久しぶりだな。今ちょうど出かけるところだったのだけど……何か用かな？」

			「奥様からの伝言で明日の昼、屋敷に来るようにとのことです」

			　半月後と言われたがジャスト半月経ったら、会っていいのか分からなかったので少し心配もしていたのだが。これで明日堂々とセシリアに会いに行けるな。

			「休みなのにわざわざ伝えにきてくれてありがとう……ところで、背中の荷物は何？」

			　先ほどから気になっていた大きな風呂敷のような物に包まれている荷物。

			　病弱なティールちゃんの体で、なぜこれだけ大きい物を背負えるのだろうか。

			「本です」

			「本か」

			「はい」

			「その荷物全部？」

			「そうです」

			「……」

			「……」

			　なんだろう、ティールちゃんの目が察しろよと俺に訴えている気がする。彼女は多分セリアさんの伝言はついででもともと宿に来る予定だったのだろう。あの眠ってばかりのロリコンガーゴイルに会うために。

			「えっと、俺は今から出かけるけど……入ってく？」

			「はい、ありがとうございます!!」

			　ティールちゃんはソフィアさん仕込みであろうキレのあるお辞儀で感謝の意を表す。

			　さっきとキャラ変わってねぇ!?　と言いたいが、俺はさっさとガイから離れたい。

			　入れ代わるようにティールちゃんが部屋に入り、俺は当てもなく外に飛び出した。

			「はぁ……。しばらく宿に帰れないな。いや帰りたくない」

			　あれは恥ずかしい、超恥ずかしすぎる。ああ、穴があったら入りたい。

			　朝起きた時はテンションマックスだったのに今はどん底である。だいたい勢いで飛び出してきたが今日は誰とも何の約束もしていない。

			　ギルドカードを部屋に忘れてきたので依頼も受けられない。

			　だからといって取りにも帰れない。

			　クレイマンと駄(だ)弁(べ)るという手があるが……あいつのサボりの口実になるのは嫌だし。

			「仕方ない。幸い金は持ってきたし適当にブラブラしようかな」

			　男一匹で暇(ひま)つぶしだ。たまにはこんな休日もありだろう。この時まで、俺はそう思っていた。

			　一人でブラブラして早数時間……結果は散々であった。

			　歩いていれば肩がぶつかり、相手はなんと強(こわ)面(もて)の獣人だった。睨(にら)まれてしまい、すごく怖い想いをした。

			　適当に店に入ればうっとうしいくらいイチャイチャしているカップルが、独り身の俺を指差してクスクスと笑ってきた。好きで独り身じゃねぇんだよ。

			　イライラしたので甘い物を食べて落ち着こうと、行きつけのケーキ屋に行ったら店員が筋肉ムキムキなナイスガイに替わっていた。フリフリな白いエプロンが破壊力抜(ばつ)群(ぐん)だ。

			　いつもいる店員の女の子が風邪で倒れてしまい、彼は彼女の兄で代わりに店番をしていたとか。

			　頼むからケーキ入れた袋を持ったままポーズをとらないでほしかったな。中身が少しぐちゃぐちゃになっていた。文句を言いに行きたかったが、またあの筋肉を見せつけられるのは面倒だったので我慢して食べた。

			　そして今は、俺とぶつかった拍(ひよう)子(し)に、串焼きを落としてしまった子供に泣きつかれたので、弁償するために露店で買い物中である。

			「なぜ俺は今日こんなについていないのだろうか……」

			「はいよっ、兄ちゃん串焼き二本」

			「あ、ありがとうございます……ほら」

			　俺はいまだに泣きついている子供に、サービスで二本の串焼きを渡す。

			「うぅ、ひっく……ありがとうお兄ちゃん」

			「これからはちゃんと前を向いて気をつけながら歩けよ。できないなら歩きながら食べないで家帰ってから食べな」

			「う、うん」

			「じゃあな」

			　そのまま、子供は串焼きを食べずに袋に入れたまま、走り去っていった。

			　家で食べることにしたのだろうか、今度はこけて串焼きを落とすんじゃないか心配である。こけて落としてもそこまでは面倒みきれんぞ。

			「にしても今日はついてないな。なんでだろ……って痛っ！」

			　そんな考えごとをしていて油断していた俺は、また人にぶつかってしまう。ぶつかってきた相手は何も言わずにそそくさと俺から離れていった。

			「なんだあいつ何も言わないなんて……怪しいな」

			　俺は嫌な予感がして、ポケットを探(さぐ)る。

			　すると、財布がなくなっていた。さっき串焼きの代金を払う時まではあったのに。

			「あの野郎っ！」

			　今度はスリかよ。

			　今日は本当についていないな。まだ遠くには行っていないはずだ。

			　俺は奴が去って行った方向に走り出して辺りを見渡す……いた。

			　こんなに早く気づかれるとは思わなかったのか、追いかけてきている俺に気づき逃げ出した。

			　スリは薄暗い裏道に入る。俺から逃れるためにこんな入り組んでいる場所に逃げたのだろうが甘いな。

			「《瞬(しゆん)雷(らい)》」

			　俺は脚力強化魔法を使い、一気に奴に詰めより跳(と)び蹴(げ)りをくらわす。

			「おらあっ！」

			「ぐへえっ!?」

			　間抜けな声を出しながら吹っ飛ぶスリ。

			　しかし、なぜか前からも人が飛んできて、俺が蹴(け)り飛ばしたスリと空中でぶつかり、ばたりと倒れた。

			「なんだ？　いきなり人が飛んでくるなんて。まあいいか。それよりも財布だ財布……」

			　俺はスリのポケットから盗られた財布を回収し、中身がちゃんとあるか確認する。ちゃんとあったのでポケットにしまう。

			　財布を取り返したらこんなところに長居は無用なので、とっとと表の通りに戻ろうと背を向ける。

			　すると急に殺気を感じたので飛びのく。臨(りん)戦(せん)態(たい)勢(せい)に入り、振り向くとそこには……。

			「おい、そこの君。今彼から盗んだ財布を返すんだ」

			　まさかの勇者ユウガが俺に剣を向けていた。傍(かたわ)らに見知らぬ少女を連れてである。

			　一番会いたくない奴に会ってしまった。しかも変な誤解をしているし。

			　一応、誤解を解くために説得してみるか。

			「こいつはスリでこれはスラれた俺の財布なんだけど」

			「そう、返さない気なんだね。なら力ずくでっ！」

			「いや、人の話聞けよ！」

			　説得に失敗したので、そのままユウガとバトルに突入してしまう。

			　黙ってやられるわけにはいかないので、抵抗しているうちにどんどん派手なことになってしまった。

			　結果、町民によって騎士団に通報され、俺とユウガは仲良く騎士団のお世話になることになった。

			　俺何も悪いことしてないのにな。騎士達に連行される最中、ふと朝、俺が中途半端に言った台詞(せりふ)が頭に流れてきた。

			『お前にとって今日は最悪な一日になるだろう……』

			　鏡(かがみ)の自分に向かって言ったあの台詞(せりふ)は見事に現実になったのである。マジでしばらく厨(ちゆう)二(に)は自重しよう。

			「本部で詳しいことは聞かせてもらうぞ」

			「さっき言ったことと変わんないっての……」

			　事情聴取する気満々な騎士にだるい感じで返答する。

			　どうせ勇者であるユウガの証言しか聞かないで俺が一方的に悪いことになるのだろう。

			　ユウガの方ををちらりとみると一緒にいた少女は恋する乙女の目をして、頭を下げていて騎士もご協力感謝しますとか言っているのが聞こえるし。

			　完(かん)璧(ぺき)に俺が悪者になっているっぽいし、もうどうでもいいな。

			　投げやりになってしまうのも仕方ないだろう。

			　諦(あきら)めモード全開で騎士と歩き、騎士団本部に着いた。

			「さあ、中で取り調べだ。初犯みたいだし、洗いざらい話せばすぐに出られるかもしれないぞ」

			「俺はただ、自分がスラれた財布を取り返しただけだっつーのに」

			「安心しろ。気絶していた二人からも証言は取るから」

			　こんな状況でどう安心しろというのか。

			　本当に厄(やく)日(び)だと思いつつ、騎士に連れられ騎士団本部に入っていく。

			　中に入った俺の目に映ったのは、レイヴンが血相を変えてこちらに向かって走ってくる光景だった。

			「レ、レイヴン団長!?　そんなにお急ぎとは、何かあったのですか」

			　騎士の問いにレイヴンは『何があった』というメモを見せる。

			　騎士から質問したのに、質問返しするとはな。

			　筆談だし、文を前もって書いておいたならこういうことも起きるだろう。

			　騎士もこういうことに慣れているのか、混乱せず、レイヴンの質問に答える。

			「実は広場で騒ぎがありまして。この者は現場で騒ぎを起こしていたと思われ重要参考人であります」

			　こちとら被害者で加害者になった覚えはまったくないのだがな。

			『詳しい話を頼む』とメモを見せ、レイヴンは俺と騎士を部屋まで誘(ゆう)導(どう)する。

			　そこからのレイヴンは早かった。

			　騎士と俺の話を聞き、騎士とともに現場に直行。

			　周りの人達の証言を集め、気絶していたスリを起こして罪を白状させた。

			　問題のユウガにも、レイヴンが公平な取り調べをし、俺がスリに襲われた被害者なのだと説明してくれた。

			　絶望的だと思われていた俺の無罪が確定したのだ。

			　もともと、悪いことはしていないのだけど。

			　その後、レイヴンの執(しつ)務(む)室に案内された俺は椅子に座りのんびりしていた。

			「散々な目にあったな」

			「本当にな。でも、レイヴンのおかげで助かったよ」

			　レイヴンが来なかったらどうなっていたことやら。

			　俺が何も悪いことをしていないにしても、こんなに早く解決はしなかっただろうな。

			「……本当にユウガが申し訳ないことをしたな。済まない」

			「謝らなくていいって。レイヴンのおかげで俺の疑いが晴れたようなものだし」

			　騎士に連行されていた時は、今日はついていないと自分自身を呪(のろ)っていたけどな。

			　結局、乱闘騒ぎを起こしたことには変わりないので、厳重注意という形にはなったが。

			　俺が起こしたわけではないのだが……という細かい話は気にしない。

			　レイヴンが来なかったらもっと面倒なことになっていただろうからな。

			「本当にありがとう。仕事中だったのにわざわざ駆け付けてきてくれて」

			「……窓から団員に連行されてきたヨウキが見えてな。何事かと思ったぞ」

			　レイヴンの仕事机にはたくさんの書類が積まれている。

			　仕事を中断してまで来てくれたようだ。本当に感謝しきれないな。

			「……で。勇者はどうなるんだ？」

			「ヨウキと同じ厳重注意という形になる」

			「誰が注意するんだ」

			「……団長である俺がすべきだと部下達に言われた」

			　腐(くさ)っていても勇者だ。英雄扱いされている勇者に厳重注意なんて恐れ多くて誰もやりたがらないのだろう……たぶん。

			　それに、勇者は悪くないみたいな感じで取り締まっていたし、公平な目で注意してほしい。

			　そう考えるとレイヴンしかいないが。

			「体よく押し付けられたな」

			「……はぁ」

			　レイヴンは深いため息をつく。大丈夫か、疲れが溜まっているんじゃ……違うな。

			「……レイヴンて勇者と喋(しやべ)れるっけ」

			「……無理だ。馬(ば)鹿(か)にされたわけじゃない。ただ、そんなこと気にする必要ないと言われて、それっきりだ」

			「なるほど」

			　本人が気にしていることをそんなこと扱いしたらダメだろ。

			　気にしているから悩んでいるんだからさ。ユウガに悪気はなかったのだろうけど。

			「じゃあ、どうするんだよ。……このまま何もなしに解放するのか？」

			「……筆談で何とかする」

			「そうきたか。でも筆談じゃ説得力ないと思うぞ」

			「大丈夫だ。パーティーを組んでいた時も筆談でユウガを何度か諭(さと)したことはある」

			「ならいいけど」

			「レイヴン！　隊長が騎士団に捕まったって聞いたんすけど、どこにいるんすか!?」

			　いきなりドアが開いたと思ったら、デュークが声を荒らげて入ってきた。

			　俺が連行されてきた情報を聞いて飛んできたみたいだ。

			「おいおい、落ち着けデューク。つーかレイヴンじゃなくて団長って呼べよ。上司なんだから」

			「騎士団に連行だなんて、何やらかしたんすか？　まさか、セシリアさんに振られすぎてついに非行に……」

			「走ってねぇ！　いいから俺の話を聞け」

			「本当っすかぁ？　ま、いいっすけど。あと、俺の上司は隊長だけっすから。まあ公の場ではレイヴン団長とは言っているっすよ……で、なんで連行されたんすか？」

			「最初に言っとくけど、俺は悪くないぞ」

			「はいはい。分かったっすよ」

			　イマイチ信用していなさそうなデュークが納得するように時間をかけて説明する。

			　その間にレイヴンはユウガを諭してくると言って、部屋から出て行った。

			　諭すって、厳重注意じゃないのか。

			　出ていく時の表情が見えたが、あまり良くなかった。頑張れとしか言えないな。

			「話を聞く限り、隊長は悪くないと思うっすよ。勇者が隊長の話も聞かずに襲い掛かってきたんすから」

			「だよな。俺悪くないよな？」

			「ま、隊長がただの人間に財布を盗られるなんていう失態を犯したことは嘆(なげ)かわしいっすけど。財布盗られなかったらこんなことになってなかったっす」

			　デュークも俺の無実が分かったみたいだが……なんだかやるせない。

			　デュークの言う通り、財布を盗られた自分が情けない。

			「冗談すよ冗談……なんでそんな悲しい顔するんすか？」

			「いやぁ……今日は本当に悲(ひ)惨(さん)な目にばかりあっているからさ」

			　今朝からの出来事を考えるとため息すら出ない。明日はセシリアと会えるというのに……なんなんだ今日は。

			　セシリアに会うための試(し)練(れん)なのだろうか……いや、ないな。

			「隊長、なんか、済まないっす」

			　自分のついてなさに悲しくなり落ち込んでしまう。そんな俺をデュークが慰(なぐさ)めてくれているとレイヴンが帰ってきた。まだ、数分しか経っていないのだが。

			「ずいぶん早いな」

			「本人は深く反省していた様子だったし。あらかじめ書いておいたからな。直接反省しろとメモを見せて注意文は置いてきた」

			「おいおい、それでいいのかよ。見ないでそのままとか」

			「……ないな。そんなことをしたらセシリアとミカナが二人がかりで説教だぞ」

			　旅をしていた時に同じようなことがあったのか。

			　いずれにせよ、少し甘い気がするぞ。

			「隊長、俺が行ってくるっすよ。勇者だろうがなんだろうが、関係ないっすから。びしっと言ってやるっすよ」

			「……デューク、ただでさえ騎士団で悪目立ちしているんだぞ。これ以上はさすがに」

			「ちょっと待て、今聞き捨てならないことを聞いたぞ。悪目立ちってなんだ。俺は聞いてないぞ」

			　ユウガのことは後回しでもいいから、じっくり聞かないといけない。元部下が何か粗(そ)相(そう)をしているなら隊長として注意せねば。

			「いや、悪目立ちなんて……してないっすよ」

			　あからさまに顔を逸らしている。明らかに怪しい、何か隠しているな。

			　詳しい話を聞こうと詰め寄ると扉をノックする音が聞こえた。

			　レイヴンが机の上のベルを鳴らす。

			　すると扉が開き、鎧(よろい)を着た少女が入ってきた。

			　……ベルが返事の代わりになっているのか。

			「だ、団長、失礼します」

			　レイヴンの部下だろうか。

			　執(しつ)務(む)室に入ると周りをキョロキョロと見回している。俺を見て一瞬目を細めたがすぐに目を逸らし、デュークを見ると一瞬むっとした表情になるが、すぐに安(あん)堵(ど)した表情に変わる。

			　そして、むんずとデュークの腕を掴(つか)み部屋の外まで、ぐいぐいと引っ張っていく。

			　仕種が微妙にかわいいな。

			「団長、失礼しましたー」

			　頭を下げて執(しつ)務(む)室から退室する。

			　デュークは何も言わぬまま去って行った。

			　まさかデュークまでロリコンになってしまったのだろうか。

			「レイヴン、今の少女は誰だ？」

			　元とはいえデュークは俺の部下だ。部下の過ちは隊長である俺が正さねば。

			「少女……ああイレーネのことか。デュークはイレーネと普段一番行動しているから、おそらく訓練中に抜け出してきたデュークを探してくるように言われたのだろう。あと、彼女はエルフだからな。幼く見えるだけで実年齢は……個人情報だから言えないが、少なくともヨウキが考えているような年齢ではないぞ」

			「エルフだと？」

			　異世界の種族といったらエルフとまで言われている、あのエルフか!?

			　言っているのは俺だけだが。

			　今日はついていないと思っていたけどエルフを見られるなんて、レイヴンに助けてもらえたことといい、運気が上がったかな。

			「でもエルフって魔法とか弓が主流なんじゃないのか？」

			「……そこも事情があるからな」

			　言えないと。

			　まあ、会ったばかりでまだ話したこともない女性の事情を聞くのも男としてダメだな。

			　それなら、デュークが騎士団でちゃんとしているか聞きたいが、机に積まれた書類が目にとまる。考えてみたらレイヴンは仕事を中断しているんだよな、俺やユウガのために。

			　俺への厳重注意も形的には終わっているし、もうここにいる理由がない。

			「ま、彼女からしたら俺は知らない人物だしな。それに好奇心だけで女性の事情を聞き出したりなんてしたら、またセシリアに説教される。レイヴン、俺そろそろ帰るよ。今日は本当に助かった」

			「……悪いのはユウガだからな。当然のことをしたまでだ。またな」

			「おう、デュークによろしく言っておいてくれ」

			　そう言ってレイヴンに別れを告げ俺は騎士団本部から出た……が。

			「あ、やっときた、君！」

			「げっ！」

			　なぜか俺を待ち伏せしていた勇者ユウガに捕まってしまった。

			「やっときた。あれ、君ってセシリアと一緒にいたよね。何回か会っているような」

			「何回も会っているぞ」

			「そうだよね。裏路地が暗かったせいで気づかなかったよ」

			　俺は普通にユウガと判別できたのに奴はそうではなかったらしい。

			　別にユウガが俺のことを認識していたとしても、向かってきたと思うけど。

			「用件がないなら、俺は帰るぞ」

			　面倒なことになる予感がしたので、そそくさとこの場から離脱する。

			　しかし、ユウガは許してくれなかった。

			「あ、待って。実は勘違いしたお詫(わ)びがしたいと思って、ダメかな？」

			　ユウガは女性を一発で落とせそうなキラースマイルを向けてくる。

			　もちろん俺にそっちの気はないので、効かない。

			　しかし、この誘いを断るとユウガが引かずにぐいぐい押してくるだろう。

			　騎士団本部の前で騒いではレイヴンにまた迷惑をかけることになる。

			　ここは我慢してユウガの誘いに乗るしかないな。

			「分かった。いいぞ」

			「本当!?　じゃあ、場所を移そうか。良い店を知っているからさ」

			「はいはい」

			　仕方なくという感じで前を歩くユウガに付いていった。

			　レイヴンが気を利かせてくれたのか、俺がレイヴンに貸した変装グッズをユウガに渡してくれたようで、町を歩いていて騒ぎにならなかったのが救いだ。

			　ダブルデートをした時は変装していたのに、今日は素で出かけていたのが理解できない。よく俺と乱闘になる前に騒ぎが起きなかったものだ。

			　ユウガの案内で店に向かって歩いている間は、お互いに終始無言だった。

			　ユウガは何か話したそうにしていたが、俺が話しかけんなオーラを出していたのが原因だろう。

			　十数分間、そんな最低な空気をすごしてやっと目的の店にたどり着いた。

			　そこは先日、ミカナが案内してくれた店であった。

			「着いたよ。ここはオシャレな雰囲気で店員さんがとても親切で。あと、料理もすごく美(お)味(い)しいんだ！」

			　最近どこかで聞いたような店の紹介だが……ほぼミカナの紹介文パクってるじゃねぇか！

			　ユウガもミカナとここに来たことがあるようだ。その時のミカナの言葉を覚えていたのだろう。

			「へー、そうなのか。楽しみだな」

			　一度来たことがあるくせに、我ながら白々しいと思う。でも一度来たことがあると言うのもなんとなく嫌なので黙っておこう。

			　野郎二人でこんなオシャレな店に来て何が楽しいんだこいつはと思う。

			　だが、来てしまったので仕方なく店に入る。

			「いらっしゃいませ、二名様ですね。こちらの席にどうぞー」

			　ミカナとレイヴンと一緒に来た時にいた店員に案内され席に座る。

			　ユウガはメニューを見て何を注文しようか悩んでいるようだが、俺は長話する気などさらさらないので食事などしない。

			　店員が去る前に適当に飲み物だけを注文する。

			「俺はこの店長オススメドリンクを頼む」

			「……ご注文は以上でよろしいですか？」

			「いや、あと連れがまだ選んでいるから少し待っていてほしいのだけど」

			　ユウガはまだメニューを見ている。

			　早く決めろよな。

			「いえ……お客様がです」

			「俺？　ドリンクだけで大丈夫です」

			「そうですか」

			　店員は不思議そうな顔をして首を傾(かし)げる。

			　その後ユウガも結局俺と同じ物を頼み、店員は去って行った。

			　後で聞いた話だが、先日、俺とレイヴンのフードファイトはこの店では場違いすぎた行動だったみたいで、かなり印象に残ってしまったらしい。

			　結果、俺がやたら食う客だと思われ、飲み物しか頼まなかったので不(ふ)審(しん)に思われたようだ。

			　非常にどうでもいい話だが。

			「それで、さっきは本当にごめん。僕が早とちりしたせいで迷惑をかけて」

			「いや、全然気にしていないから大丈夫だ」

			　飲み物が運ばれてくるまで気まずい空気が流れると思っていたが、予想していなかったユウガからの謝罪になぜか棒読みで返してしまう。

			　お詫(わ)びをするって本当だったのか。

			「勇者の僕が無実の一般人に怪(け)我(が)を負わせそうになるなんて、済まなかった」

			　本当に悪いと思っているのか頭を下げて謝罪してくる。

			　レイヴンから聞いたが、男に言い寄られて強引に裏道に連れていかれた女性を助けて俺と鉢合わせ、その男の仲間だと思ったみたいだ。

			　財布のこともあってか、それで俺に襲い掛かってきたらしい。

			　こっちは完全に私事なのにユウガは女性を助けるためとか。

			　これがチート持ちでも残念な俺とイケメン勇者との差か、むなしいな。ま、強さなら俺が上だし、怪(け)我(が)もせずに済んだからいいか。

			「怪(け)我(が)もしてないし本当に大丈夫だ。誤解もとけたみたいだし」

			「そっか、安心したよ。あと、話が変わって申し訳ないけど、君ってセシリアとどういう関係なの!?」

			　テーブルから身を乗り出して俺に質問をぶつけてくる。

			　さっきまで謝っていた人間の聞くことか。

			　お詫(わ)びはついでで、こっちが本題だったのではないだろうか。

			「普通の友達だけど」

			　変な言い方はせず、ありのままのことを伝える。

			　しかし、セシリアの友達ということですらユウガからするとショックだったらしい。

			「そんな、セシリアに男友達がいるなんて」

			　泣き言を言い、頭を抱え出した。

			　男友達ぐらいで何をそこまでと思う。

			「お待たせ致しました。店長オススメドリンクになります。ごゆっくりどうぞー」

			　ユウガが沈んでいると店員さんがドリンクを運んでくる。

			　店員さんナイスタイミングだ。俺は運ばれてきたドリンクをぐびぐび飲む。

			　柑(かん)橘(きつ)系の味がするさっぱりしたドリンクだ。ドリンクを飲んでいるとユウガが疑いの眼差しを送ってきた。

			「……なんだよ」

			「本当にセシリアとはただの友達なの？」

			「そんなに疑うなら、レイヴンに聞いてみてくれ。友達だからさ」

			　どうせ、ここで俺が何を言ったって納得しないだろう。

			　第三者の言い分なら信じると思ったので、レイヴンに丸投げする。

			「レイヴンとも友達なの!?　そういえばさっきレイヴンに叱られた時に、ヨウキって名前が何回か出てきていたけど、君の名前？」

			「そうだ」

			「そっか、ならレイヴンに今度聞いてみるよ」

			「そうしてくれ、その方が信用してもらえるだろ」

			　今回のことといい、レイヴンには世話になることが多い。

			　お礼をしないと、頭が上がらなくなるな。

			「うん、そうするよ」

			「じゃあ、もう用はないよな。俺はこれで……」

			　ドリンクを飲みほして席を立ち、お金を払い、店を出ようとする。

			「ま、待って！」

			　しかし、なぜかユウガに止められてしまった。嫌な予感がするが、一応用件を聞こう。

			「まだ、何かあるのか？」

			「じ、実は相談に乗ってほしくて」

			　ユウガからしたらほぼ初対面で恋敵かもしれない俺に相談だと？　いやいやおかしいだろ。

			「なんで俺に」

			「うっ……じ、実は」

			「実は？」

			「相談できそうな友人がいなくて」

			　イケメン勇者の悲しい事情を知ってしまい、少し泣きそうになってしまった俺である。

			「一応聞くけど、どんな相談だ？」

			「セシリアとどうすれば仲良くなれるのかなって……」

			　友人がいないからかわいそうだと、一応聞くだけならと。そんな思いで質問した俺が馬(ば)鹿(か)だった。こいつは何を言っているんだ。

			　どこまで鈍感、もはやアホだな。

			　普通恋敵かもしれない男に恋愛相談なんてしないだろ。

			　俺がセシリアとただの友達と言ったことを本気で信じて聞いてきたなら、驚きだ。

			　今は友達という意味なだけで、別に好意がないと言った覚えはないぞ。それぐらい察しろよ。

			　セシリアと仲良くなる方法を教えてほしいってこと自体がおかしい。

			　知り合って一緒にいた期間は俺より長いはずだろうが。

			「えっと……パーティーを組んでいたんだよな。悪いけど俺がセシリアと知り合ったのは最近だからさ。付き合いは勇者様の方が長いし、その辺は俺より知っているんじゃないか？」

			「この前会った時に、僕より君の方がセシリアと仲が良さそうに見えたからさ」

			　だからって俺に相談するなよ。正直、恋敵の恋愛相談なんて受けたくない。

			　このこともレイヴンに丸投げしてはダメだろうか。

			　葛(かつ)藤(とう)すること数秒。出した結果は、レイヴン、済まない。

			「なあ、それなら他の勇者パーティーの仲間に相談したらいいんじゃないか？」

			「……レイヴンにはさっき迷惑をかけたばかりだからね。初めてだよ、レイヴンにあんな長文で叱られたのは」

			　長文で怒られるって、イマイチ迫力にかける気がする。

			　でも、ユウガの様子を見る限りレイヴン的にはかなり叱ったのだろうな。

			　しかし、レイヴンがダメとなるとミカナだが。

			　多分、ミカナには相談しないと言うだろう。

			　ミカナ自身が「はぁ!?」とか言って断りそうだ。

			「ミカナは、ダメかな。ミカナはセシリアのことが嫌いだろうし」

			　心の中でミカナが断る様子を想像していると、ユウガがとんでもないことを言い出した。

			　ミカナがセシリアのことが嫌い、そんな話、ミカナからは聞いていない。

			「なあ、それ本人が言っていたのか？」

			「……君はミカナとも友達なの？」

			「いや、知り合いだ」

			「そっか。ミカナはね、僕の幼なじみでさ。昔からいつも一緒にいてくれて僕のことを支えてくれた。そんな彼女がセシリアを見捨てようとしたんだよ。僕は許せない、嫌いだからってセシリアを見捨てるようなことを勧めた……」

			「少し黙れよ」

			　その台詞(せりふ)を聞いた瞬間、俺のいらつきが最高潮にまで達した。

			　まったくミラーといいユウガといい……どうして勇者という肩書きを持っている奴は俺をここまで怒らせるのだろうか。

			　無知は罪とはよく言ったものだ。

			　お節(せつ)介(かい)かもしれないがユウガは知る必要がある。

			　そうしないとユウガを想っての行動をし、罪(ざい)悪(あく)感(かん)で苦しんでいるミカナが報われない。

			　元はといえば俺が蒔(ま)いた種だしな。

			　幸せな明日を迎えるためにけじめをつけておくべきだ。

			「き、君落ち着いてよ。僕、何か気に障(さわ)るようなこと言ったかな？」

			　俺の雰囲気が変わったのを察し、ユウガは慌てて俺を落ち着かせようとする。

			　どうして俺の雰囲気が急に変わったのか分からないらしい。

			「……分からないのか」

			「え、えっと。まだ急に襲い掛かったことを怒っているとか」

			　俺は大きなため息をつき、頭をわしわしとかく。

			　分かっていたことだが、かなりのアホらしい。

			　自分のどの言動で人を怒らせたか分からないとは質が悪い。

			　さっきの言葉は悪いことだと思っていないのか……いや、違うな。

			　こいつはミカナが悪いと思っている。

			　だから、そのことは悪いことじゃないと思い込んでいるのだろう。

			　アホを通り越して愚(おろ)かだな。

			「そんなことじゃねえよ！　……俺が腹を立てているのは、お前があまりにも身勝手なこと言ったからだ！」

			「僕が身勝手ってどういうこと？」

			　ユウガはキョトンとした目で俺に問い掛けてくる。

			「お前少しは周りを見る努力しろよ。さっきお前が俺に言ったことと最近の自分の周りの変化を照らし合わせたら分かるはずだぞ」

			「周りの変化って言われても分からないよ。旅が終わっても忙しい毎日は変わってないし……」

			　ユウガは困(こん)惑(わく)気味に話す。

			　はっきり言ってやらないと分からないみたいだ。

			　子供じゃあるまいし、少しは察してほしい。

			　相当甘やかされて育ったな、こいつ。

			　説明するしかないな。

			「先日、レイヴンとミカナとここにきた」

			「え、そうなの？　でもさっきは初めて来たようなそぶりを……」

			「魔王城で起こったことについて聞いた。情報にまったくなかった魔族に大苦戦した挙げ句、魔族の要求を呑んでセシリアを置き去りにしたんだってな」

			　ユウガの表情が歪(ゆが)む。
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			　俺にやられた記憶が蘇(よみがえ)ったのだろう。

			　ミカナもレイヴンも屈(くつ)辱(じよく)的な記憶になっているみたいだったからな。

			　その辺は本当に申し訳なく思う。

			「なんで二人はその話を……ミカナが四人だけの秘密にしようって言ったのに」

			　ミカナは耐えられなくなったのだ。

			　自分の好きな相手には距離を置かれて、セシリアに謝ることもできず。

			　どんどん罪(ざい)悪(あく)感(かん)だけが貯まっていき、爆発したのだろう。

			　俺達と会い、最初はレイヴンの恋愛相談を受けるつもりだったはずが……俺の妨害により、逆に恋愛相談を受けてもらう側にシフトしてしまい、あの話をしてしまったのだ。

			「さあな、だけどミカナはその話を泣きながらしていたぞ」

			「え……」

			　ミカナの名(めい)誉(よ)のために言いたくなかったが、ユウガには言った方がいいだろう。

			　こいつには自分の罪を分からせねばならん。罪を作らせる原因を作ったのは俺だ。

			　だから、この二人に生じた歪(ゆが)みは俺が解決しないとな。

			「あいつはセシリアに対しての罪(ざい)悪(あく)感(かん)でいっぱいだと、謝りに行きたいけど気まずくて行けずにいると言っていたぞ」

			「嘘(うそ)だ！　だってミカナはセシリアを……」

			「見捨てた……か？　確かにそうかもしれないが、それはミカナだけが悪かったのか？」

			　長年一緒にいた幼なじみをここまで疑うには、何かしらの理由があるはずだ。思い込みが激しいのもあるのだろうが……それだけじゃないだろうな。

			「だって、魔族の提案に最初に乗ろうってミカナが勧めてきて。だからっ……とにかく、ミカナが悪いんだ！」

			「ふざけんな！　レイヴンは言っていたぞ。止めなかった自分にも非はある。だから、ミカナだけを責めないでくれと、ミカナを庇(かば)っていたぞ！」

			　レイヴンはミカナがかわいそうとかいう理由だけでミカナを庇(かば)っていなかった。自分にも責任がある……そういう言い方をしていた。

			　こいつはミカナが悪いの一点張りで、自分を見ようとしていない。

			「なんで、だって勧めてきたのはミカナじゃないか。レイヴンはどうして……」

			「お前はどうだ。自分の幼なじみを、仲間を庇(かば)いはしないのか。本当にあいつだけが悪いのか？」

			「僕は……ミカナを……」

			　本当は分かっていると思う。自分にも非があると。口には出そうとはしているみたいだけど、言葉が出てこないのか。

			　だったら俺が言ってやろう。

			「簡単な話だろ。お前だって悪いんだよ。最終的に了承したんだからな。だけどそれを認めたくないから、ミカナが全部悪いって決めつけている。だからミカナを庇(かば)わない。我が身かわいさにな」

			「そんなことない！　僕がそんなことするわけない」

			　ユウガは頭を押さえて取り乱し始めた。現にしているくせに何を言っているんだこいつは。

			「現実を見て自分と向き合えよ。それができないなら……お前、相当格好悪いぞ」

			　好きな子を守れなかったことを幼なじみ一人に押し付けて自分の非を認めないとか、勇者のやることじゃないだろうに。

			　俺の言葉が応えたのか、取り乱すのをやめて俯(うつむ)いている。

			　肩も震えているが……もしかして泣いている？

			　勇者を泣かすってのさすがに……やばい、いろいろやばい。

			　俺は慌てて身を乗り出す。

			　ユウガの顔を見ると目から涙が流れ出ている。泣かしちまった。

			「僕は……最低な人間だ。全部ミカナのせいにして……責任から逃げて。セシリアを見捨てる状況になったのは、僕があいつに勝てなかったせいでもあるのに」

			　泣いている人間に追い撃ちをかけるようで忍びないが……あえて言おう。言ってやった方がこいつのためにもなるだろうし。

			「お前さ、初めての挫(ざ)折(せつ)っていうか……敗北だったんじゃねぇの？　だからこう……あれだよ。責任の取り方っていうものが分からなくて、楽になりたくてミカナに押し付けたんじゃないのか？」

			　ユウガは俺の言葉を聞き、涙を流し続ける。傍から見たら俺最低な奴だな。

			　勇者を泣かすとかクラリネス王国国民の半分以上は敵に回す行為な気がする。

			　そのまま数分ほど、声を押し殺して涙を流し続けるユウガを、俺はただ複雑な表情で見守った。

			「……ねぇ、君。少し僕の話を聞いてくれるかな？」

			　泣きやんだユウガが、小さな声で聞いてきた。

			　嫌だなんて言えない。このタイミングでする話だ。こいつが少しでも後悔していて反省しているとしたら、聞くに値する話かもしれない。

			「別にいいぞ」

			「ありがとう。じゃあ、話すよ……」

			　ユウガがぽつりぽつりと話し出したのはミカナについてだった。

			　幼い頃からずっと一緒で、どんな遊びをしてどこに行ったとか……他愛のない思い出話だ。

			「ミカナはね。僕が勇者に選ばれたらすぐに自分もついていくって言ってくれて……すごく魔法の勉強をしていたな。努力が実ってパーティーメンバーに選ばれたんだ」

			　その時点で自分に恋してるって気づけよ、この鈍感野郎、といって殴ってやりたい。震える右手を左手で押さえ、話を聞き続ける。

			　馬(ば)鹿(か)なことをやったら叱られ、好き嫌いをしては叱られなんてこともあったとか。

			　話を聞く限り、幼い頃からも叱られ続けているみたいだが。

			　もはや、弟の世話をする大変な姉の話にしか聞こえない。

			　エピソードを聞いていても、さっきからミカナに苦労をさせたっていう話しかないし。

			「……なぁ、結局何が言いたいんだ？」

			　少しと言ったくせに、かれこれ10分ほど思い出話を聞いている。そろそろ本題に入ってほしい。こいつはどうしたいのかを話してほしいのだ。

			「……僕はどうすればいいのかな。幼い頃から散々迷惑をかけてきて……最低なことをして……ミカナに対して僕は何をすればいいのかなって思って」

			　思い出に浸(ひた)って少しはミカナのありがたみを感じたか。なんで俺に聞かせたのかは分からんが要は何をすればいいのか分からないってことか。

			「なあ、叱ってくれる人ってさ、叱る相手を想ってくれているから叱ってくれると思うんだ」

			「え……？」

			「だからさ、お前が謝りに行って……いつも通りに叱ってもらってきたらいいと思うぞ。もし叱ってもらえなかったら……ま、別の手段を考えるしかないけどな」

			「分かった。僕ミカナに謝ってくる……そして、絶対に叱られてくるよ」

			　何も知らない奴が聞いたらこいつ何を言っているのかと思われるかもしれない。

			　でも、ユウガとミカナとの繋がりを戻すには、この方法が最適だと俺は思う。

			　確実に成功するとは言えないけど。

			「おう、頑張……」

			「でも一人じゃ不安だからさ。ごめん、付き合って」

			「はい？」

			　そこからのユウガの行動は早かった。

			　テーブルに二人分のドリンク代を置くと、俺の右腕を掴(つか)み、店を出て走り出した。

			　足に強化魔法でも使っているようなスピードで町を走り、気づけば一軒家にたどり着いていた。貴族の屋敷でもなければ、裏通りにあるボロボロの家でもない、二階建ての家だ。

			「はぁ、はぁ……。いきなり腕を掴(つか)んで走るな！」

			「いや、でも、一人じゃ勇気が出なくて。外で待っていてくれるだけでいいからさ」

			　俺はお前のなんだと言ってやりたい。友人とか言われたら嫌だから聞かないでおくけど。

			　まあ、二人の関係に亀(き)裂(れつ)をいれるきっかけを作ったのは俺だし待っているぐらいいいか。

			「分かったよ。ただし、ここにいるだけだ。中には入らんぞ、お前が家に入ったら俺は帰る」

			「それだけで充分だよ、ありがとう。……あ、そうだ。最後に改めて自己紹介しよう。僕はユウガだよ、よろしく」

			　家に入る直前に振り向き、言う。俺はよろしくする気はあまりないが、これで勇気が出るなら答えてやるか。

			「……ヨウキだ。よろしくな」

			「そっか。じゃあ、ヨウキくん、ありがとう。君のおかげで僕は自分の過ちに気づけたよ。今度お礼するね」

			　イケメンスマイルで……って更(こう)正(せい)した敵キャラが言うような台詞(せりふ)だな、おい。

			　ユウガは俺に礼を言い終えると再度振り向き扉の前に立つ。

			　しかし、この時俺は忘れていた。

			　ユウガが勇者で、主人公で……ラッキースケベという能力を持っていることを。

			　ノックもせずに開けてずかずかと家に入っていったユウガの目に飛び込んできたもの、それは着替え中のミカナだった。
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			　あいつやっちまったな。

			　瞬時に状況を理解した俺は、ミカナに気づかれる前に隠れて中の様子を窺(うかが)うことにした。

			「きゃ――……ってユウガ!?　あんたノックもせずにいきなり……」

			「ミカナ、ごめん！」

			　ユウガはミカナの両肩を掴(つか)み、真っすぐ顔を見て謝罪している。

			　ミカナ半(はん)裸(ら)だぞ、下手したら騎士団連行だよな。

			　……完全にアウトか。

			「いや、だから」

			「何も言わずに、僕の話を聞いてほしい！」

			　そこは言わせてやれよ。

			　ユウガってやっぱアホだな。仲直りする気あるのか、あいつは？

			「僕気づいたんだよ。僕がミカナに最低なことをしたって。気づかされたって言った方が正しいけどな」

			　現在もお前、最低なことしているけどな。

			　むしろ、ミカナの状態に気づけよ。

			　半(はん)裸(ら)の幼なじみ押さえつけて、ミカナが何か言おうとするたびに遮(さえぎ)っているし。

			「ミカナは僕のことを昔から支えてくれていたのに、本当にごめん。謝って簡単に許せるようなことじゃないと思う。でも、もし許してくれるなら……」

			ミカナがユウガの謝罪に少し顔を赤くしている気がする。

			　あれ、なんか良い雰囲気じゃね？

			　このままいけば許してもらえるかも。

			「僕のこと叱ってほしいんだ！」

			　あ、ミカナの顔色が戻って、むしろマイナスな方向に……って台なしじゃねぇか！

			　今俺は心の底から後悔している。あんないらない助言するんじゃなかったと。

			「ふ、ふふふ……叱られたいですって。着替え中、家にいきなり入ってきて両肩押さえつけて。謝罪の言葉を並べてきたと思ったら……何、マゾにでも目覚めたのかしら」

			「ちょ、ミカナ!?　違うよ、僕はミカナに謝りに……」

			　ミカナは不気味に笑いながら杖(つえ)を持つ。

			「言われなくても叱ってやるわよ、この変態ユウガ！」

			　家から爆発音が響き、俺は逃げ出した。

			　ドカンドカンと爆発音が、俺のせいじゃないよな？

			　まあ、ミカナの怒りが収まれば無事に和解できるだろう。

			　ミカナだって別に好きな相手だし半(はん)裸(ら)ぐらい見られてもそんなに怒らないだろうし、うん、大丈夫だ。俺は後ろから聞こえるユウガの悲鳴と助けを呼ぶ声を無視して走り出した。

			　

			　それから逃げるようにして宿に戻る。

			　部屋に入ろうとしたら中から声が聞こえるので扉を少し開けて覗(のぞ)いてみると。

			「守り神様……とても凛(り)々(り)しいお姿です」

			「おい娘、我(わが)輩(はい)にくっつきすぎだぞ。それに、ほお擦りもするな」

			　ティールちゃんがガイとじゃれていた。

			　そういえば家に来てたんだっけか、度重なる不運とユウガのせいですっかり忘れていた。

			　面白いので少し様子を見てみよう。

			「ああぁ！　すみません守り神様。無礼なまねをして、申し訳ございません。すぐに私が触れた部分を拭きますのでお待ちを」

			「別にそこまでしなくてもいい。……あまり体を動かすな。我(わが)輩(はい)を庇(かば)った時の怪(け)我(が)が完治していてもだ」

			「ですが……ごほっごほっ」

			　シークの薬で良くなってきているのではなかったのか。

			　治ってないなら、あんな重たい荷物しょったらダメだろ。

			「娘、お前は身体がもともと弱い。大人しくしていろ」

			「……はい」

			　ティールちゃんはシュンと落ち込み持ってきた本を読み出す。

			　とても悲しそうな顔をしているティールちゃんを見ていたたまれなくなったのか、ガイが一言。

			「あまりベタベタ触らぬのなら、我(わが)輩(はい)の近くに来ても構わんぞ」

			　ガイの言葉を聞くとティールちゃんは満面の笑みを浮かべ本が包んである風呂敷ごと移動する。

			　そして、ガイの隣にちょこんと座りこみ「ありがとうございます、守り神様」と言い、読書を再開した。

			　何このラブラブな雰囲気、絶対俺がいたら邪魔になるよね。

			　自分の借りている部屋なのに入れないという謎(なぞ)な状況に陥(おちい)った俺はティールちゃんが帰るまで町をぶらついていた。

		

	
		
			第４話　好きな子の家に向かってみた

			　

			「おわあぁっ!?」

			　俺は奇声をあげてベッドから飛び起きた。

			　周りを見渡すと、いつも通りの景色が広がっている。 

			　俺が借りている宿の部屋に間違いない。

			　ただ一つだけ、いつも通りじゃないものがある。

			「おいガイ……お前、俺に手をかざして何をやってやがる」

			　いつもなら部屋の隅で寝ているはずのガイが、ベッドの横にいる。

			　しかもガイの手に魔力を感じるので、俺に魔法をかけていたようだ。

			「む、もう起きてしまったのか小僧。せっかく良い夢を見せていたのだが」

			「見せんでいいわ！　やっぱりお前が犯人か！　なんつう夢見せんだ、このロリコン石像」

			　俺はガイになんでこんなことをしたのかと詰め寄る。昨日はこいつが部屋でティールちゃんとイチャイチャしていたから気を遣ってやったというのに。

			「小僧にはいろいろ世話になっているからな。ちょっとした礼だ」

			「はぁ!?　お前ってそういうことするキャラじゃ……」

			　ないはずだ。そうだ、おかしい。

			　ガイは普通こういうことをしないし、言わない。何かあったとしか思えない。

			『凛(り)々(り)しいお姿です』

			　ふと昨日のティールちゃんが言っていたことを思い出す。

			　確か……俺が適当に造形したにもかかわらず、なぜか評判の良いガイのことをティールちゃんも褒(ほ)めていたっけ。それで、ほお擦りとか寄り添ってもらったりとかされていたな。

			「おい、お前まさか……？」

			「娘にも我(わが)輩(はい)の新しい姿について好評をもらったのでな。その礼だ」

			　どうやら、ガイなりの礼で俺に《ナイトメアスリープ》をかけたみたいだ。

			　レイヴンに褒(ほ)められた時には何もしなかったくせに、ティールちゃんからだと話が別になるとかやっぱりこいつはロリコンだ、間違いない。

			　まず、こいつがロリコンなこともティールちゃんが大好きなことも別にどうでもいい。

			　人じゃないけど、魔物でも嗜(し)好(こう)なんてそれぞれだから、とやかく言うつもりはない……だが。

			「何が礼だ。人に勝手に魔法かけて、やばい夢見せやがって！」

			「……む、我(わが)輩(はい)は別に小僧がどんな夢を見たかは知らないが、少なくとも悪夢ではないはずだぞ。我(わが)輩(はい)は小僧の深層心理と欲望に働きかけて、とにかく一番やりたいことを夢の中で体験できるように」

			「ふざけんな！　異性にフラれまくっている男の深層心理とか、欲望とかに注目して魔法かけんじゃねぇよ。おかげで過激な夢見たわ！」

			　そう、俺が見た夢はいろいろとやばい夢だ。

			　フラれまくっている男とは実はいろんなものを心に溜め込んでいるわけだ。

			　それとともに欲望まで追加されたら、もうダメだ。

			　バスローブを着たセシリアと俺がベッドにいるという、プロポーズからさらにすっ飛んだ夢。

			　マジで起きなかったらやばかったと思う。

			「うむ……娘には力加減が上手くできたのだが、小僧にはできなかったようだな。そのせいで我(わが)輩(はい)の魔法が強く働きすぎて少々過激な夢を見せてしまったようだ」

			「何冷静に分析してんだよ。そもそも目のつけどころがおかしいだろう。それになんでティールちゃんには上手くできて俺には失敗すんだよ。お礼として魔法かけたなら成功させろや！」

			　最近常識人のセシリアがいないせいか、俺がツッコミに回っている気がする。

			　……セシリアに会いたい理由が増えたな。俺一人じゃもう限界だ。

			「……礼のつもりがどうやらよけいなことをしてしまったようだな」

			「よけいすぎるわ！　夢の中で絶対おかしいと思って自分の頭何回ひっぱたいたか分からないぞ」

			「なるほど。自分の意思で夢から目覚めたのか。我(わが)輩(はい)の魔法もまだまだのようだな」

			　自分の魔法に納得がいってない様子のガイは、首を横に振り反省する。反省するのは魔法の出来じゃないだろ。

			「そんなもん知るか！　まったく……俺は寝直すからな。もう《ナイトメアスリープ》かけんなよ」

			　昨日の度重なる不運とユウガの相談で疲れているのだ。まだまだ眠い。

			「ああ、分かった。む？　待て小僧。今日は確か……」

			　ガイの声が聞こえるが無視だ無視。

			　だいたい昨日の疲れはティールちゃんとイチャイチャしていたガイも少しは関わっている。

			　何度も宿に帰って部屋を覗(のぞ)いては、あてもなく王都を歩き回ることを繰り返したか。

			　最終的には二人仲良く寄り添って寝ているとか……これ、なんてリア充って話だよ。

			　ティールちゃんを起こさないようにガイだけ起こして、ガイにティールちゃんを起こさせて俺は外に待機してティールちゃんが帰るのを待つとか。

			　なんで自分が借りている宿に帰るだけでこんなに気を遣わなければならないんだと思ったな。

			「おい小僧、起きろ。このまま寝たら……」

			　ガイが何か言っているみたいだが聞こえない。

			　すでに俺は寝る一歩手前まで来ているのだから。

			　しかし、今日は大切な用事があるから、少しだけ寝てなるべく早く起きよう。薄れゆく意識の中で俺はそう決心し、眠りについた。

			　……まあ、こんなことをしたらのお約束は簡単に想像できる。

			　だが、俺は主人公ではない。

			　イケメンでもなければ勇者でもないただの転生者だ。寝坊などするはずがない。

			「……普通のラブコメならなんで起こさなかった！　……ってガイに怒るシーンだろうな」

			　俺はぶつぶつと独り言を言いながら出かける支度をする。二度寝はしたものの、いつも通りの時間に俺は起きた。

			「なんで、俺を起こすべきであるガイが寝ているんだって話だ」

			　俺は部屋の隅にいるガイに目を向ける。嫌みを言ってもまったく微動だにしていない。

			　完全に熟(じゆく)睡(すい)しているみたいだ。

			「起きんのはお前だっつーの」

			　眠る直前にガイが言っていた言葉を思い出して苦笑してしまう。

			　だいたい昨日疲れていようがなんだろうが、今日は大切な日だ。

			　寝すごすなんて間抜けなことを俺はしない。

			　セシリアへのプレゼントであるネックレスをポケットに入れる。

			　会いに行って渡そうとして忘れたなんて格好悪いからな。

			　俺なりの誠意ってやつを見せてやるぜ。

			　さあ行くか……と思ったら鏡(かがみ)が視界に入ってきた。昨日は確か鏡(かがみ)の自分に向かって馬(ば)鹿(か)なことを言っていたっけか。

			　チラリとガイを見ると、完全に寝ており、起きる気配もない。

			　少しテンションあげとくか。

			　俺は厨(ちゆう)二(に)スイッチを入れ、ポーズを決める。

			「この俺が宣言しよう……今日はお前にとって、最高の一日になるっ！」

			　鏡(かがみ)に映っている自分に向かい指差す。

			　昨日は最悪になると言ったら最悪になったので、今日は逆のことを言ってみた。これで今日は良い結果になる……はずだ。

			　もうやることはやったし、準備も終わったので寝ているガイはそのままで部屋から出てアクアレイン家に向かった。

			　昼までは少し時間があるので、朝飯代わりに買い食いをしてのんびり歩いて屋敷に向かう。

			　すると、その道中で様々なことがあった。

			　まず行きつけのケーキ屋の近くを通ったら、店員の女の子に呼び止められ、いくつかケーキを渡された。

			　いきなりなんだと思い、詳しい話を聞いてみたら、昨日の兄の接客を見ていたらしい。

			　風邪で寝ていたが、兄が心配で様子を見に行ったみたいだ。

			　それで、兄の無駄なポーズのせいで中身がぐしゃぐしゃになっていることが分かったので、お詫(わ)びのケーキを配っているらしい。素直に嬉しかったが、店内に問題の兄がいるのが見えた。

			　俺に気づいたのか、白い歯を輝かせ親指をぐっと立ててきた。

			　……もしかして俺、気に入られたとかないよね。

			　そんな可能性があるなんて考えたくなかったので、ケーキを持ってすぐに店から離れた。

			　店から離れると、今度は俺を馬(ば)鹿(か)にしていたイチャイチャカップルの男に声をかけられた。

			　どうやらあのあと彼女と喧(けん)嘩(か)して別れてしまったのだとか。

			　お互い独り身だね、よろしくとか言われた。

			　好きで独り身なわけではないし、別によろしくしなくてもよかったのだが……一応握手して別れた。なかなかな優(やさ)男(おとこ)だったので、どうせまたすぐに新しい彼女を作るだろう。

			　ああいうタイプの奴とは、友人になれる気がしないが、知り合いが増えるのは良いことだ。

			　次に会ったのは強(こわ)面(もて)の獣人さん。

			　狼の獣人で鋭い目や爪(つめ)に犬歯をお持ちのいかにも強そうな方なのだが……クレイマンの昔の友人だっていう話だ。

			　ぶつかった時は睨(にら)んでいたのではなく、俺からただならぬ気配を感じて観察していたのだとか。

			　魔族とばれたのかとひやひやしたが、単純に実力でという意味でだった。

			　今度一緒にギルドの依頼に行こうと誘われ、思わずよろしくお願いしますと言ってしまったが笑った顔が一番怖かった。

			　依頼に行くならクレイマンにもついてきてもらわないと無理だな。

			　今は執事服を着た人達に囲まれている。

			　……今度はなんだ？

			「先日は坊ちゃまが大変ご迷惑をおかけしました。私、執事の者でして旦(だん)那(な)様に代わり謝罪をしに参りました」

			「謝罪ですか……いったい何の？　あと坊ちゃまって誰のことですかね？」

			　執事さん達に事情を説明してもらうと今度は串焼きの子供がらみの話だった。どうやら、結構良いところのお坊ちゃまだったみたいだ。

			「我々が少し目を離した隙に……坊ちゃまが一人で行動してしまいまして。申し訳ございませんでした。これはお詫(わ)びです」

			「あ……ありがとうございます」

			「では、我々は失礼させてもらいます」

			　そう言って俺に少し大きめな袋を渡して、執事軍団は去っていった。

			　金持ちのお詫(わ)びだなんてなんだろう……と少し期待して開いて見る。

			　中には串焼きが二十本ほど入っていた。

			　……嬉しいけど、こんなに一人で食えない。

			「金持ちならもっとこう……何かあっただろうに。なんで串焼きを十倍にして返してくるかな。……っと、もうそろそろ昼になるな。行くか」

			　プレゼントであるネックレスとケーキと串焼きを携えて俺はアクアレイン家に向かった。

			　屋敷に着くと、門番にも話が通っているようで、俺の名前を言うとすんなり通してくれた。

			　そういえば以前に俺を門前払いした門番がいたな。

			　ソフィアさんの教育的指導があったみたいだけど、俺がこの屋敷で何かやばいことをやらかしたらどうなるのかな。

			　ソフィアさんから教育的指導があるのか？

			　やめよう、考えるだけで恐ろしい。

			　それよりも、なぜ使用人が一人もいないのか。

			　こんな大きな屋敷を一人で歩いているとなんだか不安になる。

			「……隊長」

			　不安を感じていると、いきなり後ろから声をかけられ振り向く。

			「ああハピネス。よかった……誰もいないから、少し不安になったぞ」

			「……なんで」

			　ハピネスは相変わらずの無表情で疑問をぶつけてくる。

			　これだけでかい屋敷だし、誰か来たら迎えがあるのかなと思ったからだ。ソフィアさんとかすぐに玄関で会うと思っていたのに。

			「いや、なんでって言われても、なんかこう……出迎えとかあると思うだろ、普通」

			「……何様」

			「いや何様って……ハピネスは俺を案内するために来たんじゃないのか？」

			「……正解」

			　無表情でボケてくるとかすごく反応しづらい。そういうことをするなら少しぐらいでもいいから、表情を変えてほしいものだ。

			　……レイヴンの奴、絶対苦労するだろうな。

			　ハピネスはプレゼントを渡されても無表情でお礼を言いそうだし。ハピネスの表情から感情を読むなんて芸当はできないだろうし……勝手に落ち込んだりしそうだ。

			「……案内」

			「ああ、頼むわ。俺一人でもセシリアの部屋に行けるけど」

			「……仕事」

			「ああ、取るなってことだろ？　分かっているよ。言ってみただけだ」

			「……ならいい」

			　そんなやり取りをして、俺は大人しくハピネスに案内してもらうことにした。

			　ちなみに俺はハピネスが無表情でも、ある程度の感情を読める。長い付き合いだからな。

			　基本ハピネスは何を考えているか分からないところがあるから、俺も全部は分からない。

			　シークの考えていることはもっと分からないけど。

			　そんなことを考えながら、ハピネスの後ろについて歩く。

			　会話もなく、屋敷の中を進んでいるとなぜか手汗が出てきた。もうすぐセシリアに会える、そう考えるだけで緊張してくる。やばいな、たった半月会わないだけでここまで緊張するなんてな。

			「……ヘタレ」

			　黙って前を歩いていたハピネスがこちらを少しだけ見て、ぎりぎり聞こえるような声で呟(つぶや)いた。

			「おい、こら待て。誰がヘタレだ」

			　ハピネスの肩を掴(つか)み振り向かせる。いきなりヘタレと言われて黙ってはいられない。

			「……何？」

			　俺から不自然に目を逸らすハピネス。

			　こいつ白を切るつもりか。

			「さっき俺のことヘタレって言ったろ!?　耳は良い方なんだ。ばっちり聞こえたぞ」

			　人は自分の悪口に敏感なんだよ。ま、俺は魔族だけど。

			「……自(じ)意(い)識(しき)過(か)剰(じよう)」

			「いやいや、自(じ)意(い)識(しき)過(か)剰(じよう)じゃねーよ。絶対言ってたわ！」

			　まったく、ここまで頑(かたく)なに否定する意味が分からん。いきなりヘタレと言われたこともそうだが。

			　俺がむきになっている様子を見て、ハピネスは少し安心したように、ふぅ……と息を吐いた。

			「……ほぐれた？」

			「何がだよ。つーか話を逸らすな……」

			「……緊張」

			　そう言われ俺ははっと気づく。

			　どうやらハピネスは俺の緊張をほぐすために、わざと俺を挑発してきたみたいだ。元部下に気を遣わせるとか……隊長失格だな。

			「悪いなハピネス。おかげでいつもの調子でいけそうだ」

			「……ならいい」

			　感謝の言葉を伝えるとハピネスはぶっきら棒にそう言って再び前を向いて歩き出した。なんだかんだで俺の元部下達って全員頼れる存在だとハピネスの背中を見て思う。

			　そんなハピネスのおかげで非常にリラックスした状態で俺はセシリアの部屋にたどり着くことができた。こんこんとハピネスが扉をノックする。

			「……お嬢様、隊長が来ました」

			　ハピネスがそう言うと「どうぞ」と扉の向こうから返事が聞こえた。

			　半月ぶりにセシリアの声を聞き、緊張が高まり深呼吸をしていると、ハピネスから肘(ひじ)鉄(てつ)を脇(わき)腹(ばら)にくらう。

			「゛うっ!?」

			　いきなりの痛みでおもわず変な声が出る。

			　ハピネスを見ると、目がしっかりしろと語っているのが分かった。

			　乱暴な処置だが感謝しておこう。ハピネスが扉を開けて入り俺も続いて入る。

			「お久しぶりですヨウキさん……とは言っても半月なので、それほどでもないですね」

			　部屋に入ると椅子に座りこちらを向いて、微笑(ほほえ)んでいるセシリアがいた。

			　今まで読書をしていたのだろうか。セシリアの近くに本が数冊積んである。

			「いや、俺は半年ぶりに会うような感覚なんだけど……」

			「ちゃんと半月ですよ。ヨウキさんは相変わらず面白いことを言いますね……立ち話もなんですからどうぞ座ってください」

			「ああ……ありがとう」

			　セシリアは今まで読んでいたのであろう本を閉じて、本棚にしまう。

			　読書の邪魔していないよね、と思う俺は小心者。

			　しかし、そんなネガティブなことを考えて、表情に出すと、ハピネスからまた肘(ひじ)鉄(てつ)がくるのでセシリアに会えたという喜びで、ネガティブ思考を上書きする。

			　……よし、俺は大丈夫だ。

			「……失礼します」

			　しかし、ハピネスはセシリアに挨(あい)拶(さつ)し部屋から出ていってしまい、セシリアと二人きりになってしまった。何か会話の種になるものがあればいいのだが、思いつかない。

			　とりあえず、お詫(わ)びとしてもらったお土産(みやげ)を渡そう。

			「あ、これお詫(わ)……じゃなかった、お土産(みやげ)」

			　俺はセシリアにケーキが入った箱と串焼き二十本が入った袋を渡す。

			「お土産(みやげ)ですか？　ありがとうございます、ヨウキさん……ケーキと串焼きが二十本？」

			　俺にお礼を言ってきたセシリアが中身を確認し、頭にはてなを浮かべる。俺だって変な組み合わせだし、串焼きの本数もおかしいと思う。

			「えっと、二人で串焼きはこんなに食べ切れないですよね。使用人の方々の分ということですか」

			　串焼きが二十本もあったせいか、使用人の分も買ってきたと思っているみたいだ。

			「ははは……串焼きもケーキもただでもらった物だからさ」

			「……詳しい説明をお願いできますか？」

			　セシリアに説明を求められたので、昨日と今日起こった出来事を話した。

			　面倒な話になる可能性が高いユウガのことは話してはいない。

			「……そんなことがあったのですか。結果的に良かったですね。交友関係が広がったじゃないですか」

			「う……まあ、そうだな」

			　これは俺に友達が少ないと思われていたということだろうか。

			　だとすると結構ショックなのだが。友達がいないぼっちだなんて好かれないよな。

			　そんな卑(ひ)屈(くつ)な気持ちになっていると、セシリアは俺がいじけ始めたことを察したようで、弁明する。

			「ヨウキさん、勘違いしないでください。私はヨウキさんがミネルバに溶け込んできたという意味で言ったのですよ」

			「……え？」

			「私やデュークさん達だけではなくミネルバの人達とも仲良くしているってことは……慣れてきたのですよね、この世界に」

			　セシリアの言葉を聞き、考える。

			　魔王城での引きこもり生活から脱出をしてもう三ヶ月ほど経っただろうか。最初の頃、異世界最高とか思っていたが、不安もあった。

			　しかし、セシリアとデートしたり、レイヴンの恋愛相談に乗ったり、帝国の勇者をボコボコにしたりといろいろなことがあった。そんな経験が俺を少しだけ成長させてくれたのかもしれない。

			「魔王城にいた頃のヨウキさん、死にたいって言っていましたよね……今はどうですか？」

			「そりゃあ……生きたいさ。今はいろいろ楽しいし、何より目標があるからな」

			　セシリアへの片想いの成(じよう)就(じゆ)である。あの日からセシリアは俺の生き甲(が)斐(い)になったのだ。

			　……大丈夫だ、ストーカーにはなっていないはず。

			　親であるセリアさんの許可はとっているからな、まだ友達以上にすらなっていない気がするけれど。

			「目標……良いですね。目標があれば生きる活力にもなりますし。私もヨウキさんを見習って何か目標を作りますね」

			「いや、俺なんか見習わなくても……」

			「そんなに謙(けん)遜(そん)しなくてもいいですよ？」

			　セシリアはニッコリと嘘(うそ)偽(いつわ)りのない笑顔を向けてくる。

			　その笑顔で俺は完全にノックアウトされ、セシリアの顔を直視できなくなってしまった。

			「えっと、その……ありがとう」

			　とりあえず礼を言っておこう。

			　……恥ずかしがるとか情けない姿は見せたくないし切り替えよう。

			「そんな……お礼を言われるようなこと言っていませんよ。せっかくですし、ケーキ食べませんか？　私、紅茶を入れますよ」

			「ああ、食べよう……ってセシリアって紅茶入れられるの？　そういうのって使用人の仕事じゃ？」

			「ソフィアさんに教えてもらいました。女性ならこういうことを覚えていても損はないなと思いまして」

			　笑顔で語りながら紅茶を入れるセシリアの後ろ姿を見て、セシリアが嫁(よめ)になったら幸せだろうなと思っていると、さらなる疑問が湧(わ)いてきた。

			「セシリアって料理とかは……」

			「できますよ……とは言っても一般レベル程度にですが。あと、旅をしていて野宿の時は私がたいてい作っていましたから」

			　マジでセシリアを嫁(よめ)にしたい願望が強くなった。

			　この話の流れだと家事とかほとんどできそうな気配がする。

			　……逆にセシリアができないことってあるのかな。

			　試しに聞いてみよう。

			「なあ、セシリアってできないこと、苦手なことってある？」

			「できないことですか？　そうですね……剣術とか、体術があまり得意ではないです」

			「そっか。まあ、セシリアは僧(そう)侶(りよ)だしさ。それは別に気にすることないんじゃないか？」

			　戦闘面での質問をしたわけではなかったのだが、予想外の回答に少し沈(ちん)黙(もく)してしまった。とにかくセシリアが高い女子力を持っているということを知れたので良しとしようかな。

			「……ですが、魔王を倒したとはいえ、まだまだ凶悪な魔物はたくさんいます。ヨウキさん、時間があればでいいので今度教えていただけますか？」

			「え、体術をってこと？」

			「はい！」

			「別に構わないけど、ほどほどにね」

			　ふとケーキ屋のマッチョ店員が頭に浮かんできた。

			　俺に任せろといいたげな感じで親指をぐっと立てている姿だ。

			　……絶対にないな、ありえない。

			　セシリアにはムキムキになんてなってほしくないので、強化魔法メインで教えよう。

			　そう固く心に誓(ちか)う俺であった。

			「ヨウキさん、紅茶が入りましたよ」

			「あ、ありがとう」

			　テーブルに用意された、ケーキと紅茶。

			　椅子に座って紅茶を一口飲む。

			「セシリアが入れた紅茶、美(う)味(ま)いな」

			　普段紅茶を飲まない俺でも分かる。セシリアが入れる紅茶は美(お)味(い)しいということが。

			　飲んでいると心が落ち着くし、ケーキと相性が良さそうだ。

			「まだまだソフィアさんが入れる紅茶には敵わないですけど……そう言ってもらえると嬉しいですね」

			　ケーキを食べながら俺に向かってはにかむセシリア。その仕種がとてもかわいいと思ってしまう。

			　恥ずかしいので口には出さないけどな。

			「こんなにのんびりと誰かと一緒にすごす休日は久しぶりな気がします」

			「ははは……俺も最近バタバタしていたからなぁ。すごく癒(いや)されるよ」

			　セシリアとゆっくり会話をしながらのティータイムはこの半月で溜め込んだ疲れやストレスを解消してくれそうだ。

			　……ところで今日俺って何しにきたんだっけ？

			　紅茶を一口飲んで考える。ティータイムも良いけど大切なことを忘れている気がしてならない。

			　テーブルの上にあるケーキと串焼き。

			　これだけじゃなく、セシリアに渡すものがあったような。

			　ポケットに手を突っ込み、ごそごそと探(さぐ)る。あ……思い出した。

			　今日はセシリアにネックレスをプレゼントして、セリアさんのいう誠意を見せにきたのだ。

			　危ない危ない、このまま呑(のん)気(き)にティータイムを楽しんで帰るところだった。

			　最近、誰かと昼をすごすとしたら、トラブル続きだったからな。

			　久しぶりに心地良い昼をすごして、つい目的を忘れるところだった。

			　今なら雰囲気的に渡しても問題ないはずだ。

			　ここでネックレスを渡して前回やらかしたことの落し前をつけよう。

			　セリアさんの言うしっかりした態度でな。しかし、ふと違和感が。

			　セシリアはともかく、ハピネス以外の使用人と会っていないのはやはりおかしい。

			　……またのぞき見、盗み聞きされていたりしないよな。

			　初めて女性にプレゼントを渡すという、俺にとってとても重要なイベントだ。

			　できれば二人きりで誰にも見られずに渡したい。

			　ならばまずこの部屋の会話を盗み聞きされていないかを探(さぐ)らねばなるまい。

			　人の位置が分かる……なんて便利な魔法はない。

			　気配を探(さぐ)るなんて何かの達人めいたこともできない。やることは、魔法で五感を強化する。

			　嗅(きゆう)覚(かく)、聴覚を強化して近くに人がいないかを調べる。女性の部屋で嗅(きゆう)覚(かく)強化とか……やべ良いにおいする。そんな変態みたいなことを考えつつ探(さぐ)るが、どうやら近くには誰もいないようだ。

			　しかし、外から聞いたことがある声が聞こえる。

			「ヨウキさん、どうかしましたか？」

			「……ちょっと風にあたろうかなと思って」

			　椅子から立ち上がり、部屋の窓を開ける。視覚も強化して門のところを見るとそこにはユウガとミカナがいた。

			　なんであいつらが屋敷に来ているんだよ。聴覚を強化しているので会話が聞こえる。何を話しているのか。

			「ミカナ、屋敷に着いたよ。早くセシリアに会いに行こう」

			「ちょっとユウガ！　あんたここに来た目的ちゃんと分かっているわよね？」

			「当たり前じゃないか！　僕は……僕達は仲間であるセシリアを見捨ててしまった。セシリアは生きていてくれたけど、それは変わらないことだ。だからセシリアに……叱ってもらいにきたんだよね!!」

			「違うわよ、この馬(ば)鹿(か)！」

			　ミカナは胸を張って力説するユウガの頭をひっぱたく。勇者に対して無礼……とかあの二人にはないのだろうな。それにしても……ユウガの奴は何を言っているんだ。

			「痛いじゃないかミカナ……でも、それは僕のために叱ってくれているんだよね。ありがとう、さすがミカナだね」

			　頭を叩いた仲間にイケメンスマイルでお礼を言う勇者なんて、あいつぐらいだろうな。

			「あーもう誰よ、ユウガに変なこと吹き込んだのは!?　見つけたらただじゃおかないわよ！」

			　叩かれた頭を摩(さす)るユウガに対して、ミカナは頭を抱えている。

			　やべえ、俺のせいだわ。

			　ユウガは思い込みが激しいところがある。まさか、あの部分だけを取るとはな。あれじゃあマゾに見えてもおかしくないぞ。

			「さあ、行こうミカナ。セシリアに……」

			「謝罪しにね。叱ってくれるかどうかは僧(そう)侶(りよ)しだいよ。許すかどうかもね」

			　脳天気なユウガと神妙な表情のミカナは屋敷に入っていった。この部屋に来るってことか。……面倒なことになるな、必ず。

			　少しの間でいいからセシリアと二人きりになりたい。そして、ネックレスを渡したい。

			　この部屋にはすぐあの二人が来るので、俺の願いは叶(かな)わない。ならどうするか、簡単な話だ。

			「セシリア、頼みがある」

			　俺は窓を閉めて、セシリアの方に振り向く。

			「なんですか？　紅茶のお代わりならありますよ」

			　確かにそれもぜひお願いしたいところだ。美(お)味(い)しすぎて全部飲んでしまったからな。

			　でも、今は呑(のん)気(き)にティータイムを楽しんでいる場合ではない。

			「いや、違う。悪いけど……ちょっと付き合ってくれ！」

			　俺はセシリアの手を握り、椅子から立たせて部屋を飛び出した。

			　セシリアが困(こん)惑(わく)しているのは、見なくても分かる。多少強引な行為だというのは分かるが、そこはあとで説明しよう。これだけ大きい屋敷なのだから、二人きりになれる場所くらいあるだろう。

			　長い廊下を走りセシリアの部屋から離れていくと、また聞いたことのある声が聞こえてきた。

			「はぁはぁ……ヨウキさん、いきなり走り出してどこに行こうとしているんですか？　それに屋敷内を走り回るとソフィアさんに怒られますよ」

			「いろいろごめん、セシリア。でも今は少しここで待っていてくれ」

			「え？　ちょっと待ってください、ヨウキさん」

			　セシリアの静止を聞かずに俺は声が聞こえた場所まで走る。

			　廊下の曲がり角に身を隠し、こっそりのぞき見ると、そこにはレイヴンとデュークがいた。

			　どうやら部屋の中に入ろうかどうか迷っているみたいだが……あの部屋は確かメイドの休憩室だったような。

			「いつまでここで突っ立っているんすか？　早く行って渡してくるっすよ」

			　デュークがイライラしながら、レイヴンに催促をする。

			　……ああ、ハピネスにプレゼントを渡しにきたのか。デュークはその付き添いみたいだ。

			「……いや、しかし、大丈夫だろうか。急にプレゼントなんか渡して、変に思われたりしないか」

			「さっきからそればかり言っているっすよ!?　男のくせにうじうじしすぎっす」

			「……だが、もし気に入ってもらえなかったら、俺はどうすればいいんだ。ダメだ、帰りたくなってきた」

			　プレゼントの髪(かみ)飾(かざ)りを見つめて悩んでいるみたいだ。せっかく一緒に買いに行ったのだから、俺としては成功してほしい。渡さずに帰るとか絶対に許さない。

			「はぁ!?　渡す時についてきてほしいとか自分で言ったくせに、帰るなんて俺が許すわけないっすよ。今日休みを合わせるために、昨日までお互いに仕事頑張ったじゃないっすか。あの苦労を台なしにする気なんすか!?」

			　昨日レイヴンの机に貯まっていた書類は、今日休みをとるために頑張っていたものだったのか……よけいな仕事を増やさせたのが、すごく申し訳なく感じる。

			「……確かにそうだな。よし、行くぞ」

			　覚悟を決めたのか、部屋の扉に手をかけるレイヴン。だが……そこで止まってしまう。よく見ると手が震えている。

			「あーもう！　このままじゃハピネスの昼休みが終わっちゃうっすよー」

			「……すまん」

			　デュークがレイヴンの体を揺さぶり嘆(なげ)いている。

			　このままどうなるのか成り行きを見たいが、俺にもやらなければならないことがあるからな。

			　俺は二人に気づかれないようにセシリアのところに戻る。

			「あ、ヨウキさん。いきなり待っていてくれなんてどういう……って今度はどこに行くのですかー!?」

			「ごめん、こっちじゃなかった」

			　セシリアに有無を言わさず手を握りしめ、二人きりになれる場所を求め走る。

			　中庭ならと思い、出てみると、そこにも先客がいた。

			「シークくん、聞いてください。昨日、守り神様のところに行ったんです。そしたらですね、守り神様がとても凛(り)々(り)しい姿になっていまして。もちろん前の姿も凛(り)々(り)しかったんですよ!?　ですが、昨日の守り神様はそれ以上に……シークくん聞いていますか!?」

			「……ぐぅぐぅ」

			　ガイのことを熱弁しているティールちゃんと、聞き疲れたのか鼻ちょうちんを作って寝ているシークである。鼻ちょうちん作っている奴なんて久しぶりに見たな。

			「シークくん、起きてください」

			　いつもの知的なティールちゃんに戻ったようで、シークを揺さぶり眠りの世界から強制帰還させる。

			「う〜、ティールちゃん、もう僕眠い……」

			「何を言っているんですか。まだ昼ですよ？　寝るには早い時間帯です……ですからもっと守り神様について話をしましょう！」

			　またスイッチを入れたみたいだ。

			　どうやらティールちゃんは俺の厨(ちゆう)二(に)スイッチより恐ろしいスイッチをお持ちのようだ。

			「僕もういいよ〜。ティールちゃん、そろそろお仕事に戻らないといけないだろうし〜」

			「大丈夫ですよ、私まだ昼休みありますから……では話しますね。昨日の守り神様が」

			　話の冒頭部分で、もうシークは頭をかくかくと動かして寝ようとしている。

			　ここもダメだな。

			　二人きりになるどころか、今出ていったら俺やセシリアもガイの話を聞かされることになる。

			「ヨウキさん、シークくんとティールちゃんが」

			「ここじゃない。次だ次！」

			「えっ？　せめて挨(あい)拶(さつ)ぐらいは……って今度はどこに」

			　畜(ちく)生(しよう)、どこに行けば……客間とかなら人がいないかもしれないな。いや、絶対にいないだろう。

			　脳内で勝手に思い込み、客間に向かう。

			　客間に着いたのだが、また先客がいるみたいだ。

			　部屋の中から話し声が聞こえる。

			　セリアさんとソフィアさんの声だな。

			　何を話しているんだ。扉を少し開けてのぞき見る。

			「ヨウキさん、ダメですよ、盗み聞きなんてしたら……あれ、お母様とソフィアさん」

			「しーっ。あの二人がどんな会話をしているか気になる。少しだけだからさ」

			　急いでいる身だが、気になるものは仕方ない。

			　セシリアも気になるみたいだが、盗み聞きはしないらしい。

			　さすがセシリア、俺とは違うな。さて、何の話をしているんだ？

			「ソフィア、そういえば娘さんは元気かしら？　しばらく顔を見てないから心配になっちゃった」

			　いきなり驚(きよう)愕(がく)の新事実を知ってしまった。クレイマンとソフィアさんに子供がいたなんて。

			「はい、間違っても夫のようにはならないように、私が教育をしていますので、大丈夫です」

			「あら、そうなの？　ソフィアの旦(だん)那(な)さんて面白いじゃない。別に旦(だん)那(な)さんに似てもいいんじゃないかしら？」

			「よけいなところまで夫に似てしまったら困りますので」

			　無表情で平然と自分の夫に毒を吐くな、ソフィアさんは。まあ、確かにクレイマンみたいに怠(たい)惰(だ)な性格になってほしくないのは分かるけどさ。

			「……ところで、先ほどから何をしているのですか、ヨウキ様」

			　ドアの隙間からソフィアさんと目が合う。やばい、最初からばれていたみたいだ。

			　元Ａランク冒険者だってこと、忘れていた。

			「逃げよう、ソフィアさんにばれた」

			「だから、覗(のぞ)きはダメだと。逃げても無駄な気が……って、また走るのですか」

			　いったいどこなら二人きりになれるのか。そう思いつつ屋敷内を走り回る。

			　そのたびに誰かと遭(そう)遇(ぐう)しそうになっては場所探しを繰り返し、気がつけば書斎のような部屋でセシリアと座り込んでいた。

			「はぁはぁ……くそ、見つからん」

			「ふぅふぅ……ヨウキさん、屋敷内を走り回って何かお探しなのですか？　私が案内しますよ」

			「何って……」

			　セシリアと二人きりになれる部屋だが……今二人きりじゃね？

			　もうだいぶ走り回って疲れたし、セシリアにも付き合わせて悪いことをしてしまった。

			　埃(ほこり)に塗(まみ)れている書斎だけど、ここでいいかな。

			「セシリア、これ……」

			　俺はポケットからネックレスが入った箱を取り出し、セシリアに渡す。

			「これ、開けてみていいですか？」

			「ああ……」

			　俺が返事をするとセシリアは箱からネックレスを取り出す。

			「確か勇者様やミカナさんと会った時に寄ったアクセサリーショップの……」

			「覚えているかな。あの時買うって言ったのに、勇者のおかげで騒動が起きて、買えなかったからさ。だから、それセシリアにプレゼント。これが俺なりの前回やったことに対してのけじめ……じゃなくてしっかりした態度というか……」

			「……ふふっ」

			　上手く言いたいことがまとめられず、あたふたしてしまう。

			　そんな俺を見てセシリアが小さく笑った。

			「ヨウキさん、ありがとうございます。ネックレス、大切にしますね」

			　セシリアはどうやら喜んでくれているみたいだ。

			　俺は小さくガッツポーズをとる。

			　……主人公なら告白までいくのだろうなあ。

			　そんな考えが頭をよぎった瞬間、書斎の扉が開けられる。

			　そこにはユウガやミカナ、デュークといったメンバーがなぜか全員いた。

			　やっぱりこうなるよな。

			「やっと見つけたよ、セシリアって、あれ。なんでヨウキくんと二人きりでこんなところに……ヨウキくん、いったいセシリアと何を」

			「ユウガ、言いたいことは分かるけど今は落ち着きなさい。一般人、あんたやるじゃない。ちょっと見直したわよ」

			　ミカナは騒ごうとしたユウガの顔に手を当て強制的に黙らせる。

			　ナイスブロックだ、俺も見直したぞ。

			　後ろではレイヴンがいじけていて、デュークが背中をさすって慰(なぐさ)めている。

			　俺はまだ……とか言っていじけているのだろうな。

			　あ、ハピネスがレイヴンに寄っていった。

			「……体調不良？」

			　具合が悪いのかと勘違いされているな。

			　レイヴンが手を横に振って違うとジェスチャーしている間にデュークがそっとその場から離れた。

			　ナイス判断だ、あとは二人でごゆっくりということだろう。

			　レイヴンは捨てられた子犬のような目でデュークを見ていたけどな。

			「騒ぐのなら、中庭でお願いします」

			　ソフィアさんの一言により、中庭に移動した。

			　屋敷内で騒ぐことは許されないらしい。

			　せっかくなので、みんなに串焼きを配った。

			　串焼きを配り終えると、ユウガとミカナがセシリアと話していた。

			「セシリア、僕は自分の過ちに気づいたよ。だから僕のこと叱って……痛いっ！」

			　言いかけたところで、ミカナに頭を叩かれるユウガ。

			　あいつ、以前より質が悪くなったのではないだろうか。

			「ふぅ……まったく馬(ば)鹿(か)なんだから！　さてと」

			　ユウガを黙らせてミカナはセシリアと向かい合う。どうやら決着をつけるみたいだな。

			「率直に言うわ……ごめんなさい」

			　ミカナがセシリアに頭を下げる。

			　セシリアは最初どうして謝罪されたのか分からなかったみたいだが、何のことか察したようでミカナに言葉をかける。

			「ミカナさん、あの時のことなら大丈夫ですよ」

			「でも私は仲間のあんたを……」

			「あの時はああする以外方法はなかったですし……何より私は生きていますから。もう、謂(いわ)れのない罪を背負わなくていいですよ」

			「あ、ありがとう……えっと、セシリア」

			　ミカナの奴、セシリアのこと僧(そう)侶(りよ)って呼んでいたはずなのだが。

			　まあ、セシリアも気にしていないみたいだし、これでミカナの件は解決だな、良かった。

			　ホッとしていると服の裾(すそ)をぐいぐいと引っ張られる。

			　誰かと思い振り向くと、髪(かみ)飾(かざ)りを手に持ったいつもの無表情ではない、多少困(こん)惑(わく)した表情が混じったハピネスがいた。

			　どうやらレイヴンは無事にプレゼントを渡せたみたいだ。

			「……これ」

			「髪(かみ)飾(かざ)りじゃないか。どうしたんだよ、これ」

			　知っているくせに知らないふり。

			　悪いことだが、ハピネスがどう答えるか知りたい。

			「……もらった」

			「誰からだよ」

			「……」

			　俯(うつむ)いて赤面するハピネス。そんなに難しい質問をしたつもりはない。

			「まあ、答えられないならいいさ。せっかくもらったんだし、つけたらどうだ？」

			「……うん」

			　つけようか迷っているのか。

			　いや、単に恥ずかしいだけか。

			　しかし、つけないとなるとレイヴンがかわいそうだが、無理につけさせるわけにもいかないしな。どうするか。

			「わあ〜ハピネス姉、髪(かみ)飾(かざ)り持ってる〜」

			　串焼き二本を頬張り、ご機嫌なシークがやってきた。

			「僕それ似合うと思うよ〜。つけてみてよ〜」

			　さすが駄(だ)々(だ)っ子シークだ。こうなったシークはもう手がつけられない。

			　ハピネスもそれを感じとったのか、一度周りを見渡して何かを確認してから髪(かみ)飾(かざ)りをつけた。

			　……たぶん、レイヴンが周りにいないかの確認だろうな。

			「……どう？」

			「似合うよ〜。ずっとつけていたらいいと僕思うな〜」

			「だってよハピネス。俺もそれ似合うと思うぞ。良いものもらったじゃないか。良かったな」

			　何も知らないシークに乗っかり、褒(ほ)める。

			　実際似合っているから嘘(うそ)はついていない。

			「……お礼」

			　ハピネスは何かお礼をするみたいだな。

			　良かったな、レイヴン。

			　さっき、落ち込んでデュークに慰(なぐさ)められているのを見かけたが……まあ、楽しみがなくなるだろうから、このことは内緒にしておこう。
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			「ヨウキさん」

			「あれ、セシリア。もう話は済んだのか？」

			「ヨウキさんですよね。ミカナと勇者様に助言したのは」

			　どうやらばれたみたいだ。

			　隠していたわけじゃないから、別にいいけどさ。　

			「俺のせいで関係がぎくしゃくしちまったみたいだったからさ。相談に乗ったり説教したり、いらんこと言ったりだ」

			「ミカナのことは助かりました。勇者様は少しおかしなことになっていますが……ミカナが嘆(なげ)いていましたよ」

			　思い込みが激しいユウガが悪い。俺はあの時普通に説教をしていただけで、あんな壊れるなんて思わなかった。別に害があるわけではないし。

			「ま、良いだろ」

			「良くないですよ……勇者様があれでは」

			「どうしてもってなったら任せてくれ、良い案を考えるよ」

			「それなら構いませんが……それにしても、賑(にぎ)やかですね」

			　セシリアが周りを見渡して呟(つぶや)く。賑(にぎ)やかって言えるのか、この状況は？

			　ただ串焼きを食べて雑談をしているだけだぞ。

			「ヨウキさんと会ってから楽しいことや、面白いことばかりですよ。これからもよろしくお願いしますね、ヨウキさん」

			「え……あ、うん。よろしく」

			　今のセシリアの言葉が長年連れそっている夫婦の台詞(せりふ)に聞こえた。

			「なーんてな……本当になれれば良いけどさ」

			　アホなことを考えて一人呟(つぶや)く。

			　昼に来たはずだったのにずいぶんと走り回ったせいか、もう夕方だ。

			　そろそろ帰らないといけないのかと思うと寂(さび)しいが、また会えると考えれば大丈夫。

			　盗み聞きした罰でソフィアさんに軽くお仕置きされた後、セリアさんに一応合格もらったし。

			　また、この屋敷に――セシリアに会いにこよう。

			　そんなことを考えながら俺は串焼きの最後の一口を食べた。

		

	
		
			第５話　守り神の願いを聞いてみた

			　

			　セシリアに会いに行ってから十数日が経った。

			　あれからセシリアと会うことが解禁されたので、何度か会ったりはしている。 今日は会わずにギルドで仕事をこなして、クレイマンに報告をしにきていた。

			「なあ、俺ってあとどれくらい仕事したらＡランクに上がるんだ？」

			「あぁん、なんだいきなり？」

			　面倒臭そうな顔で俺の仕事の処理をしているクレイマンが聞き返す。

			「いや、だってさ。ＦランクからＢランクまでは順調に上がったのに……俺もうＢランクの仕事結構やったろ？」

			「贅(ぜい)沢(たく)言うんじゃねぇよ。半年も経たずＢランクになることだってあまり見ねえことなんだぞ」

			「俺は早くＡランクに上がりたいんだけど」

			「無理なもんは無理だ。だいたい考えてみろ。Ａランクになるといろいろ面倒な仕事が増えてくる。その分面倒な処理も増える。結果俺の仕事が増えて、俺が面倒になる。分かったか？」

			「とりあえず、クレイマンが相変わらず仕事に対して怠(たい)惰(だ)だっていうことが分かったよ」

			　こいつ……自分の都合も考(こう)慮(りよ)して俺のランクを上げないとか、副ギルドマスターのくせにそんなんでいいのかよ。

			　その後、少しの間粘ってクレイマンに交(こう)渉(しよう)したが、のらりくらりと話を逸らされてしまい、結局Ａランク昇格についての話をすることができなかった。

			「くそぅ……早くＡランクの仕事がしたい」

			　ギルドから宿までの帰り道で、俺は一人呟(つぶや)く。

			　クレイマンは面倒な処理が増えるとは言っていたが、それだけが理由じゃないだろう。

			　クレイマンは半年でＢランクに上がることはあまり見ないことだと言っていた。なら、Ａランクに上がることはもっと少ないだろう。絶対に目立つこと間違いなしだな。

			　クレイマンは俺の身を考えてＡランク昇格を認めないのかもしれないな。

			　……本当に面倒なことが増えるから、やらないだけかもしれないけど。

			「さて、今日はこれからどうするかなー」

			　宿に入り自分の部屋を目指して歩き、今日の予定を考える。

			　ギルドで仕事は却下だ……仕事する気なら宿に帰ってこないし。だからといって今日誰かと会う約束もしていない。何をしようか決められず、悶(もん)々(もん)としながら部屋に入る。

			「帰ったぞーって誰もいない……いや、いるか」

			　今では訪ねてくる人すべてから高評価をもらっている石像が。

			　先日《ナイトメアスリープ》をかけてやばい夢を見せた仕返しに、適当に姿を変えてやったら絶賛の嵐だった。

			　これでは仕返しにならない。

			　どうしたものかと思うが良い案が浮かばなかったので泣き寝入りしたんだったな。

			「ガイ、起きているか？　つーか起きろー」

			　今日をどうやってすごすか決まらないので、暇(ひま)を潰すためにガイを起こす。石の体を軽く叩くと低い声が部屋に響き渡る。

			「む……なんだ小僧、今日はずいぶんと早い帰りだな」

			「まあ、出掛けたもののやることがなくなったというかなんというか」

			　ギルドランクを上げるためにクレイマンと交(こう)渉(しよう)して失敗し仕事もせずに帰ってきた……なんて言えない。

			「ふっ、用がないのに外出するとはな……ということは小僧、暇(ひま)であろう、話さねばならないことがあるのだが」

			「別にいいけど。何かあったのか？」

			「説明する前に見てもらった方が早いか……むんっ！」

			　ガイが力んだ声を出した瞬間、ガイの表面を覆(おお)っていた土が爆(ばく)散(さん)し部屋の中を土(つち)煙(けむり)が舞う。 

			「うおいぃ!?　お前いきなり何やってんだ！」

			　俺は爆風で襲ってくる土(つち)煙(けむり)から顔を腕で守りつつ、この惨(さん)事(じ)を引き起こしたガイに文句を言う。

			　もうもうと立ち込める土(つち)埃(ぼこり)がなかなか晴れないので、窓を開けて換気する。

			　窓の外へ土(つち)埃(ぼこり)が出ていくのを見届けて、ガイになぜいきなりこんなことをしたのか問いただすために振り向く。

			「なっ……!?」

			　そこには久しぶりに見るガイ本来の姿があった。ガリス帝国勇者ミラーによって両翼と片腕を失った悪魔像である。

			　しかし、今俺の目に映っている悪魔像は失った両翼や片腕の部分からひびが広がっている。

			「……あの時のダメージが予想以上に大きかったようでな。我(わが)輩(はい)の身体は少しずつ崩(ほう)壊(かい)してきているのだ」

			「なんでもっと早く言わなかった。気づいていたんだろ!?　ティールちゃんは知っているのか？」

			「言ってどうなるというのだ？　悲しむ期間が長くなるだけだ。ならばいっそのこと、ぎりぎりで打ち明けた方がいいと判断したまでのことだ」

			　ガイは自分の死を恐れていないのか、いつも通りの表情、口調でまるで他人事のように話す。

			「何か身体をなおす方法があるかもしれないじゃないか。ティールちゃんだってセシリアの屋敷で働きながら、必死になおす方法を探しているんだぞ！」

			「ふ……残念だが、もう我(わが)輩(はい)に残されている時間はほとんどない。あと五日もしないうちにひびは広がり、我(わが)輩(はい)の身体は砕け散るだろう。だから小僧。ティールのことをお前に頼みたいのだ」

			　自分がもう五日ほどで死ぬという状況で、ティールちゃんのことを心配しているなんて。

			「ガイ、お前……」

			「勘違いをするなよ〝ろりこん〟とやらが原因ではないからな」

			「いや、分かっているよ」

			　ガイはぎろりと俺を睨(にら)みつける。

			　普段なら言っていただろうが、さすがに今はそんなボケはしない。

			「ならばいい。では単刀直入に言わせてもらおう。おそらく、ティールはいつ倒れてもおかしくない状態になっている。だから、助けてやってほしい」

			　死がすぐそこまで迫っているガイは真剣な眼差しで俺を見て、頭を下げてきた。

			「ティールちゃんが……ってマジかよ!?」

			「幼少の頃からティールを見てきた我(わが)輩(はい)には分かるのだ。最近ここに来た時に明らかに様子がおかしかった」

			「幼少の頃からって、お前ティールちゃんのこと何歳の時から知っているんだ」

			「ティールの祖母が我(わが)輩(はい)のことをあの村の守り神だと信じていたからな。幼いティールを連れてよく我(わが)輩(はい)のところに来ては食べ物を供え物として置いていき、手を合わせてお祈りをしていった。我(わが)輩(はい)はあの村に住み着いているただの魔物だというのに」

			　過去を懐かしむように語るガイの顔は、なんだかとても寂(さび)しそうに見える。俺にとってガイはただの居候(いそうろう)のようなものだ。しかし、ガイがいなくなるのは困る。

			「……ティールちゃんのことは任せてくれ。セシリアやシークに容態を聞いてみるよ」

			「そうか、済まないな。これで我(わが)輩(はい)に思い残すことは……」

			「だが、俺はお前のことも助けてみせるっ、絶対にだっ！」

			　シリアスな雰囲気から一転、俺は得意げな笑みを浮かべ、いつものポーズを決めた。

			　厨(ちゆう)二(に)スイッチをオンにした俺を見て、ガイが固まる。そういえばガイは厨(ちゆう)二(に)スイッチが全開になった俺を見るのは初めてだったか。ならばちょうど良い、文句を言ってきたら押し切ってやろう。

			「小僧、急にどうしたというのだ。頭でも打ったか。 いや……そんなことよりも我(わが)輩(はい)を助けるだと？　あと五日ほどしか我(わが)輩(はい)の身体はもたないのだぞ。無理に決まっている」

			「無理かどうかなんてやってみなくちゃ分からないだろ!?　そんなありきたりな言葉を俺に言わせないでくれないか、ガイ」

			　やれやれといった感じで、俺は首を横に振る。

			「小僧と話すのが一気に面倒になったが……確かにその通りかもしれないな。しかし、あと五日で我(わが)輩(はい)の身体をなおす方法を見つけられるというのか？」

			　からむのが面倒だと言われてしまったが、厨(ちゆう)二(に)スイッチが入っている俺のメンタルは並じゃない。

			「ああ、任せてくれ……お前までいなくなったら、ただでさえ寂(さび)しくなったこの部屋がさらに寂(さび)しくなる。それに俺の芸術作品としてまだまだ付き合ってもらわないと困るからな。絶対になおす方法を見つけてきてやる」

			「ふっ、まあ期待せずに待っていることにしてやろう。我(わが)輩(はい)はもう寝ることにするぞ。動かずにいれば少しでも身体の崩(ほう)壊(かい)を防ぐことができるからな。小僧、我(わが)輩(はい)の身体をなおす方法が見つからなくても悔(く)やむなよ……ティールのことは頼んだ」

			　そう言い残し、ガイは眠ってしまった。

			「さてと、どうするかな……魔物のことだとデュークに聞くのが一番かな。今日は騎士団の仕事で町の見回りをやるとか言ったっけか」

			　この前ちらっと見たエルフ騎士かレイヴンと一緒にいるかもな。

			「まずは、どこにいるか探さないといけないな。エルフ騎士は一緒にいたらいたで適当な理由つけてデュークだけ引っ張って話をすればいいだろ……っと、その前に」

			　俺は誰かに見られてもいいよう、眠ってしまったガイの姿を土魔法で変える。

			　今回は適当ではなく、俺が凛(り)々(り)しくてカッコイイと思う武士をイメージして造ってみた。

			「次起きたら楽しみにしていてくれよ」

			　返事が来ないと分かっているが、俺はガイにそう言って部屋を出た。

			　扉を閉める瞬間振り向く。隙間から見えたのは武士の姿に変わったガイ。

			　そして……。

			「げっ!!」

			　砂と土(つち)埃(ぼこり)にまみれ、荒れ果ててしまった部屋だった。帰ったら掃除しよう。

			　とりあえず、デュークに会わねばなるまい。

			「どこにいるか分かんねぇ」

			　この世界には特定の人物を探す便利な魔法がない。

			　先日セシリアの屋敷で行った五感の強化をして探すというのも、街中なんかでは無理だ。

			　犬じゃあるまいし、人が多すぎてかぎ分けられん。

			「翼を生やして、飛んで探すのが一番手っ取り早いが……」

			　街中が大騒ぎになるから却下だ。

			　むしろ騎士団総出で、俺を討伐するためにデュークも来るかも……ってアホか。

			「こういう時にレイヴンがいてくれればなぁ」

			　そう思い後ろを振り向く。そこには人や亜人の入り混じったごみごみした通行人達が見える。

			「そんな都合よくいるわけないよなぁ。仕方ない、地道に自分の足で探すか」

			　どこにいるのか皆(かい)目(もく)見当もつかないが、ガイの命がかかっているのだ。

			　多少の苦労など屁(へ)でもない。

			　俺は前を向きデュークを探すため走り出した。王都を駆け回ること三時間。

			　見回りをしているはずのデュークにまったく会えない。

			　見回りに出ているのはデュークだけではないようで、別の騎士には出会うのだが。

			　出会うたびにデュークが見回る予定の場所を聞き、そこに向かうが……なぜか会えない。

			「ぜーっ、ぜーっ……マジでどこにいるんだあいつは!?」

			　ずっと走り回っていたので、いったん立ち止まり呼吸を整える。

			　周りをキョロキョロと見渡すが、目当てのデュークはいない。

			　一向に見つからないのでイライラしてきているが、ぐっとこらえて冷静に考える。

			　これだけ探しても見つからないのだから、どこかの建物の中にいるかもしれない。

			「昼飯でも食っているのか……いや、もう昼すぎだしな。だったら騎士団本部か」

			　考える時間がもったいないので、とりあえず騎士団本部に行くことを決めて走り出す。

			「最悪レイヴンに頼んでデュークが帰ってくるまで待たせてもらうしかないな」

			　ぼやいているうちに目的地である騎士団本部に着いたので、中に入る。

			「あっ！」

			　受付の方を見るとデュークが何か話している。

			　横には前回見たエルフ騎士の姿もある。俺はつかつかとデュークに近づき肩を叩く。

			「ん……なんだ隊長じゃないっすか。どうかしたんすか？」

			「どうもこうもねぇよ。散々探させやがって……」

			「探していた？　俺に何か用っすか。なら少し待っていてほしいっす。まだいろいろ報告が残っているんで」

			　そう言い残し、デュークは受付の人との会話に戻る。すぐに終わりそうな話ではなさそうなので、近くにあったソファーに座り待つことにする。三時間も王都を走り回っていたので、疲れたためソファーにもたれ掛かる。

			「あー……疲れた」

			「あの……」

			　だらしない感じでソファーに身体を預けていると声をかけられた。デュークと一緒に行動していたエルフ騎士だ。

			「えっと。確かデュークと一緒にいた……」

			「あ、わ、私はイレーネといいます。デュークさんの知り合いの方ですよね？　デュークさんにはいつも……今日もお世話になっていまして」

			　自己紹介だけでなぜかテンパりまくる彼女。俺が怖いとかでテンパっているのか？

			　彼女の素なのかもしれないが、どちらにしろ、からかいがいがありそうな感じの娘だ。

			　ちょっとからかってみよう。

			「ああ、俺はヨウキだ。よろしくな。デュークとは元部下と上司の関係で俺は隊長をしていたんだ」

			「た、隊長ですか!?　ヨウキさんってすごい方ですね。と、ところで何の隊長をされていたのですか……？」

			「それは言えない。言ってしまえば君も命を狙われることになってしまう」

			「えっ……」

			「デュークも君の前から姿を消さなくてはならないことになってしまうだろう」

			「えぇーっ!?」

			　先ほどよりテンパり出す彼女を見て、必死に笑いをこらえる。

			　デュークもこんな逸(いつ)材(ざい)と一緒に行動していたなんて隅に置けない奴だな。

			「隊長待たせたっす……ってどうしたんすか？」

			「あっ、デュ、デュークさん……私っ、デュークさんのこと何も聞いてないですから。だから、私の前から消えないでくださいね！」

			　デュークの腕を取りぶんぶんと振っているのを見て、笑いをこらえることができなくなりそうになり、口を押さえる。

			「隊長、イレーネのことからかったっすね。いったい何を吹き込んだんすか？」

			「……ばれたか」

			「そんなにわざとらしく笑いをこらえているのを見たら嫌でも気づくっすよ。何年一緒にいると思っているんすか」

			　兜(かぶと)でデュークの顔は見えないが、間違いなく呆れた顔をしているんだろうな。デュークの言う通り、何年も一緒にいるから俺にも分かる。

			「ははは……まあ、そうだよな。悪い悪い。ちょっと悪ふざけがすぎたよ」

			「まったく……聞いたっすか、イレーネ。隊長が何を言ったか知らないっすけど、全部嘘(うそ)っすよ」

			「え……そうなんですか。デュークさん私の前から消えないですよね。よかったです……あれ、じゃあ隊長っていうのは？」

			「あだ名みたいなものっすよ。気にしないでほしいっす」

			　デュークがテンパったイレーネさんをなだめて、俺の悪ふざけを説明し出した。

			　話が終わると、イレーネさんは俺に頭を下げてどこかに行ってしまった。

			「一応、報告書を書くのがまだ残っていたんで、席を外してもらったっすけど。この方がよかったっすよね？」

			「まあ、な。話の内容が内容だからさ。確かデュークって魔物の生態に詳しかったよな？　……ガイについて聞きたいことがある」

			「俺に分かる範囲のことならいいんすけど、何があったんすか？」

			　心の中でデュークの知識でガイを助けることができるように祈りつつ、今朝起きた出来事を説明する。

			「……というわけだがデューク、ガイの身体のなおし方、知らないか」

			「簡単なことっす。魔(ま)鉱(こう)石(せき)を食わせれば問題解決っすよ」

			「そうか……え!?」

			　説明してすぐに解決策があると言われてしまい、思わず声が裏返る。

			「何変な声出しているんすか。それにしてもひびが入るまで症状が進んでいるのは、確かにやばいっすね。些(さ)細(さい)なことで、一気にひびが入ってもおかしくないっすから」

			「じゃあ、さっさと魔(ま)鉱(こう)石(せき)とやらをガイにやらないとまずいってことだな」

			「その通りっす……それにしても不思議っすね。ガーゴイルなら魔(ま)鉱(こう)石(せき)のことぐらい知っているはずなんすけど」

			「あいつはずっとダンジョンと村の社で寝てすごしてきた奴だからな。知識をつけることを怠(おこた)ったんじゃないか？」

			　何もせずに寝てばかりの生活をしてきたから、知識のつけようがなかったのだろう。ダンジョンにいた時に他のガーゴイル仲間がいなかったのだろうか。いたら、そいつらと少しでも知識を共有できたろうに。

			「魔物の生態って言ってもこれぐらいは知っておいてほしいっす。隊長も勉強不足っすよ」

			　まさかの俺に対する愚(ぐ)痴(ち)が始まった。魔王城にいた時に勉強する時間は腐(くさ)るほどあったものの、その辺の知識はデュークやハピネスが知っていればいいと思い、まったくやらなかったからなあ。

			「うっ……そ、それにしてもティールちゃんが必死になって探していたガイの身体をなおす方法が、こんなに簡単に見つかるなんてな。ガイの身体もなおる見込みができたし良かった、良かった」

			「隊長、話を逸らそうとしているっすね。ま、人間が魔物の身体のなおし方なんて調べても分からないのは当然っす。誰が敵の身体をなおすっすか。知られているとしても魔物の生態とか調べている研究者とかしか知らないと思うっすよ」

			　またデュークは呆れた顔をしているのだろうなと想像しつつ、苦笑する。

			　真面目に勉強しとけばデュークに会うために三時間も王都を走り回らなくて良かったのにな。

			　初めからデュークに聞けばガイがここまでの状態になる前になおせたのではないか。

			　すぎたことだし、ティールちゃんの苦労を馬(ば)鹿(か)にするようなものなので、本人には言わないが。

			「……そういや、お前ずっとここにいたのか？　今日は見回りするとか言っていたから、王都を三時間も駆けずり回ったぞ」

			「ああ……そうだったんすか。今日は確かに見回りだったっすよ。多分、すれ違いになったっすよ」

			「いくらなんでもなりすぎだろ！　途中で会った他の騎士にお前の見回る場所を聞きながら走って探したんだぞ」

			　そこまで不運なことが続くなんて、今日は鏡(かがみ)に向かってアホなことを言った覚えはないんだが。

			「実はイレーネが行く先行く先でごろつき達に絡まれて……そのたびに連行して、見回り時間がだいぶずれちゃったんすよ。それがすれ違いの原因っすね」

			「いやいや、騎士が絡まれてどうするんだよ。絡まれている住民を助けるための騎士だろ」

			　そのための見回りなはずだろうに。

			　イレーネさんは何となく絡まれ率が高そうな気がしないでもないけどさ。さっき俺もからかっちゃったし。

			「確かに隊長の言う通りっすけど、イレーネ本人はちゃんと仕事をやっているし。彼女は悪くないっすよ」

			「まあ、仕事は真面目にこなしそうな感じの娘だったからな。悪いな、なんだかデュークの相方を馬(ば)鹿(か)にしたみたいで」

			「さっき普通にからかっていたじゃないっすか……俺も結構からかったりするっすけどね」

			　最後の台詞(せりふ)はぼそりと小さな声で呟(つぶや)くデューク。

			　お前も人のこと言えないじゃねぇかと思うが口には出さない。

			　ガイの身体をなおす方法が見つかったのだから、これ以上の長話は無意味だ。

			　デュークもまだ騎士団での仕事が残っているみたいだしな。

			「ま、そういうことでありがとな、デューク。イレーネさんに謝っておいてくれ。騎士団の仕事頑張れよ」

			「分かったっす。隊長もいろいろと頑張るっすよ」

			　別れの挨(あい)拶(さつ)を済ませて俺は騎士団本部から出る。ガイの身体をなおすために魔(ま)鉱(こう)石(せき)とやらを手に入れないとな。

			「つーか、魔(ま)鉱(こう)石(せき)ってどこで手に入るんだ。そもそも魔(ま)鉱(こう)石(せき)ってなんだ？」

			　騎士団本部から出て気づいた。俺、魔(ま)鉱(こう)石(せき)のこと何も知らないんだがどうしよう。

			　カッコつけて別れたからには、戻ってデュークに聞きに行くのは恥ずかしいが、しょうがないか、などと考えていると、見たことがある馬車が、こちらに向かってきた。

			　馬車は俺の前で止まり、扉が開くとそこには焦(あせ)りの表情を浮かべたセシリアが、俺に手を差し延べていた。

			「やっと見つけました。ヨウキさん、急いで乗ってください！」

			「何かあったのか？」

			「説明は移動中にします。とにかく今は馬車に！」

			　セシリアに急かされ馬車に乗ると、すぐに馬車は発進した。

			「何があったんだ？　俺も今忙しいんだけど」

			「ティールちゃんの容態が悪化しました。今はシークくんが傍についていて、念のためにヨウキさんを呼んでほしいとシークくんに言われ、探していたんです」

			「マジか……ティールちゃんもかよ」

			　ガイの次はティールちゃんとはな。二人は運命共同体なのか。

			　いや、今はそんなことどうでもいい。ティールちゃんの容態の確認、あとガイのことをセシリアにも相談しないとな。

			　アクアレイン家に向かう道のりで、俺はセシリアから何があったのか、説明を受けた。

			　仕事をしている最中にティールちゃんの姿が見えなくなり、不思議に思ったハピネスが屋敷内を探していると、箒(ほうき)を持ったまま倒れているティールちゃんを発見したらしい。

			　身体を揺すったり、声をかけても起きなかったので、ハピネスはティールちゃんの身に何かあったと知り、急いでセシリアとソフィアさんに知らせてティールちゃんを部屋に運び込んだのだという。

			「私ではティールちゃんを治療することができませんでした」

			　がっくりとうなだれるセシリア。勇者パーティーに選ばれたセシリアほどの僧(そう)侶(りよ)でも治療不可となると……。

			「ティールちゃんは持病で倒れたのか」

			「おそらくそうだと思います。ミラーに受けた傷は、確かに私とシークくん、ヨウキさんで治療しましたから」

			「アクアレイン家でメイドをしていて怪(け)我(が)をしたなんて考えられないし、したとしても倒れるほどじゃないよな」

			「はい。ですからティールちゃんの持病が悪化したとしか思えなくて。屋敷の庭で遊んでいたシークくんに頼んで診てもらったのですが」

			「じゃあ、シークだけで大丈夫じゃないのか？」

			　病気とかそういった類のものはどんな高度な治療魔法でも治せない。たとえ俺の魔法でもだ。シークの薬しか手はないと思うのだが……なぜかシークは俺を呼んでいると。

			「シークくんがとにかくヨウキさんを呼んできてほしいとのことでしたので。ところでヨウキさんの方は何があったんですか？」

			「俺の用事も似たようなもんだよ。ガイ……ガーゴイルがさ、かなりやばい状況になっていて」

			「やばいということは……ティールちゃんと同じような状況になっているということですか？」

			　俺の口ぶりから察したみたいだ。

			　まあ、分かりやすい言い方だったので当然か。

			「ああ、あと余命五日な状態だ」

			「余命五日!?　まったく残された時間がないじゃないですか！」

			　時間のなさに相当驚いたらしく、セシリアらしからぬ動揺を見せている。……俺もガイ本人から知らされた時にかなり驚いたから、無理もないが。

			「いや、さっきデュークにガイの治療方法について聞いてきた。魔(ま)鉱(こう)石(せき)とやらがあれば何とかなるらしいんだよ」

			「よかった……治療方法は分かっているんですね」

			　セシリアはほっとした様子で胸を撫(な)で下ろす。

			　セシリアも最初はガイのことを悪い魔物だと疑っていた時期もあったんだけどな。

			　ティールちゃんとのやり取りを見ているとガイには魔物としての危険性がないと気づいたんだろう……別の意味で危険があるかもしれないが。

			「ああ。だから、魔(ま)鉱(こう)石(せき)とやらを手に入れればガイの方は大丈夫だ。問題はティールちゃんだよ」

			「そうですね。無事に容態が回復すると良いのですが……」

			　そこからは重苦しい空気になってしまい、会話するタイミングが掴(つか)めなくなってしまった。

			　窓から見える景色を眺めていると、ほどなくしてから屋敷が見えてきた。

			「セシリアお嬢様、お連れ様、到着致しました」

			　馬車が止まり御者からの声が聞こえ、俺とセシリアは馬車から降りて屋敷に入る。……どうでもいいけど御者の人、いい加減俺の名前覚えてくれないかな。毎回会ってもお連れ様なんだよな。

			「ヨウキさん、どうかしましたか？　何かを納得していないような表情をしていますが」

			「あ、いや。なんでもないよ」

			　セシリアに突っ込まれてしまったので笑ってごまかす。

			　御者の人に悪気はないだろうし、初めて来た時にいた門番の二人ほどではないしな。

			「そうですか……ではティールちゃんが寝ている部屋まで案内しますね」

			「ああ、頼むよ」

			　

			　相変わらず広い屋敷の長い廊下をセシリアと歩いているとメイドさんと何度かすれ違う。

			　全員セシリアと俺に頭を下げていったが、動きが若(じやつ)干(かん)ぎこちなく、そわそわしている。そして……どことなく元気がないような気がした。

			「なあ、セシリア。使用人の人達表情が暗くないか？　あと、失礼かもしれないけど動きが固いっていうか」

			「……おそらくティールちゃんが倒れたということが屋敷内に広まっているんでしょうね。ティールちゃんの身体が弱いことは、使用人の方々も知っているので」

			「え、そうなの？」

			「はい。身体が弱いはずなのに働き者だって皆さん褒(ほ)めていましたから。もちろんソフィアさんも」

			　あのソフィアさんが褒(ほ)めていたと言うのだ。

			　ティールちゃんは相当頑張っていたのだろう。

			　ハピネスが説教されているところを見てしまい、恐怖から無理をしていたとかな。

			　危ない考えをするのはやめよう。ソフィアさんは読心術が使えるからな。俺が説教をくらってしまう。

			「使用人の人達に安心してもらうためにもティールちゃんには元気になってもらわないとな」

			「ええ、そうですね」

			　そんなやり取りをしつつ、セシリアの案内でティールちゃんの寝ている部屋にたどり着いた。

			　扉をノックしてから部屋に入る。部屋にはベッドに寝ているティールちゃんと、椅子に座り珍しく難しい顔をしたシークの姿があった。

			「あ、隊長、やっと来たね」

			　口調もいつもの抜けた感じがない。

			「遅くなって悪かった。ちょっと俺の方でもいろいろとあってさ……セシリアから聞いたよ、ティールちゃんの容態はどうだ？」

			「応急処置はしたけど。手持ちの薬草じゃ完治は無理。薬を調合するのに重要な薬草がいくつか足りなくて」

			　シークは困り顔で俺に言う。

			　この時点で、こいつがなぜ俺を呼んだか分かった。

			「なるほど。俺にその足りない薬草を集めてこいと」

			「さすが、隊長」

			「いいぞ。シークはティールちゃんから離れられないっぽいし」

			「うん。今ある薬での応急処置は一時的なものだからね。僕が離れるわけにはいかないから」

			「シークくん、ティールちゃんと仲が良かったですから……心配なんですね」

			「……うん、まあ、ね」

			　セシリアの言葉に頷(うなず)くシーク。

			　歳も近いしティールちゃんとよく話をしていたからな。

			　主にガイについてだったが。

			　何はともあれティールちゃんが倒れて一番心配しているのはシークなのかもしれない。

			　本当は薬に必要な薬草も自分で採取しに行きたいのだろう。

			「シーク、任せろ。お前の代わりに俺が必要な薬草全部集めてきてやるからな！」

			　ティールちゃんだけでなく、シークにもカッコイイところを見せてやるため、親指を立ててアピールする。

			「いいえ、ヨウキさん。薬草は私が集めます」

			「え？」

			「セシリア姉が？」

			　しかし、まさかのセシリアから横(よこ)槍(やり)を入れられてしまう。シークも驚いているみたいだし、俺だと問題でもあるというのか。

			「ヨウキさん、お忘れですか？　ガーゴイルさんのことを」

			「忘れてないさ。でも魔(ま)鉱(こう)石(せき)があればガイは……」

			　なおる……そうなおるんだ。

			　だけど魔(ま)鉱(こう)石(せき)が簡単に手に入るかはまだ分からない。どこにあるのか、売っているのか、高価な物なのか一切の情報がない。

			「なあ、シーク。足りない薬草ってどれくらいある？」

			「えっとね、隊長が来るまでの間にリストを作っておいたから……はい」

			　そう言われ、リストを手渡される。リストには俺が聞いたことがない名前の薬草がちらほらと書いてある。

			　十種類もないが二日、三日で集められるか分からない。

			「くそっ……俺一人じゃきついか」

			「ねぇ、ガーゴイルがどうって……何の話？」

			「まだシークに話していなかったな。実はガイがやばい状況になっている。五日以内に魔(ま)鉱(こう)石(せき)とやらを手に入れないといけなくて」

			「……その話は本当、ですか？」

			　いきなりか細い声がベッドから聞こえ部屋にいる全員の視線が集まる。

			　どうやら俺達の会話が原因でティールちゃんが眠りから覚めてしまったみたいだ。しかも、一番聞かれたくなかったことを聞かれてしまった。

			「だ、ダメだよ〜ティールちゃん。寝てないと」

			　ティールちゃんを安心させるためか、いつもの口調に戻ったな。

			「シーク、くん。心配かけてすみません。ヨウキさん、先ほどの話は本当ですか？」

			　正直に話すか悩みどころだが、この状態のティールちゃんに嘘(うそ)をつくのは酷(こく)だろう。下手に嘘(うそ)をつくよりも真実を教えた方が良い。

			「ああ、だけど……」

			「だったら私のことは大丈夫ですから早く……早く守り神様を助けてください！」

			　俺は涙を流しながら懇(こん)願(がん)するティールちゃんに言葉が詰まってしまう。
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			　ティールちゃんにとっては自分の身体は二の次で、ガイが一番みたいだ。

			　だけど、そんなことはできない。ティールちゃんのことも何とかすると口にしようとしたが。

			「大丈夫ですよ、ティールちゃん。ガーゴイルさんはヨウキさんが絶対に何とかしてくれますから」

			　セシリアに口を封じられてしまう。

			「本当、ですか。良かった、です」

			「はい。でもダメですよ、自分は大丈夫なんて嘘(うそ)を言っては。ティールちゃんのことは私とシークくんがついていますから。だから、安心して今は休んでいてください」

			　そう言ってセシリアはティールちゃんの頭を撫(な)でる。すると安心したのか、シークの薬の効果か、再びティールちゃんは眼を閉じて眠ってしまった。

			　そんな光景をただ呆(ぼう)然(ぜん)と見ているとセシリアが不意に振り返る。

			「ヨウキさん。先ほど言ったことはティールちゃんを安心させるために言ったのではありませんから」

			「えっと、マジだったの？」

			「はい。それに治癒や治療は私の仕事でもありますから。任せてください」

			　ここまで言われたら俺がやるなんて言えないな。情けない話だけどどちらにしろ俺一人じゃ無理っぽいし。

			「じゃあ、セシリア、薬草探し頼むな。シークもティールちゃんのことしっかりな。力になれなくてすまん」

			「ティールちゃんのことは私達に任せて。ガーゴイルさんをお願いします」

			「ティールちゃんは僕がしっかり看ているから、任せてよ」

			「じゃあ、俺は魔(ま)鉱(こう)石(せき)とやらを探しに行ってくるわ」

			　そう宣言してアクアレイン家の屋敷から出ていく。

			　あと五日で、魔(ま)鉱(こう)石(せき)とやらを何とか見つけねば。

			　とりあえず商業ギルドか鍛(か)冶(じ)ギルドに足を運んでみよう。

			　飛び出してすぐになぜセシリアにどんな物か聞かなかったのだろうと後悔したが、戻るのも格好悪いと思ったので戻らなかった。

			　

			「おお……」

			　商業ギルドに着いた俺は中に入り言葉を失う。

			　いつも俺が行っているギルドとは違い内装が広く、豪華な装飾が多い。

			　従業員は人間だけでなく亜人達もたくさんいて賑(にぎ)わいを見せている。

			「お客様、何かお探しですか？」

			　ぼけっと一人で突っ立っていたら、後ろから声をかけられた。

			　振り返るとそこにはギルドの商人であろう男が立っていた。良い物を食っているのであろう、肥えた体形をしている。

			「ん、まあ、ね」

			「どのような商品でしょうか。このタリボーク商業ギルド。自慢ではございませんが、様々な商品を取り揃えておりますゆえ、お客様の望んでいる商品もあるかと」

			　揉(も)み手をしながら営業スマイルでそう言って迫る商人。

			　正直胡(う)散(さん)臭(くさ)いし、店の名前からして金がかかりそうな気がするな。でも、友人の命がかかっているので多少の出費は仕方ないか。

			「じゃあ、魔(ま)鉱(こう)石(せき)ってありますか？」

			　俺がそう言った瞬間、商人の営業スマイルが消え、客には見せてはならないだろう素の顔になる。

			「……失礼、お客様は鍛(か)冶(じ)ギルドから来た方でしょうか？」

			「いや、違うけど」

			「申し訳ございません、お客様！　只今魔(ま)鉱(こう)石(せき)の品(しな)薄(うす)状態が続いておりまして。一般のお客様にお売りできなくなっているのです」

			「何!?」

			「誠に申し訳ございません……」

			　商人はそう言って頭を下げるが、俺としては納得いかない。

			「いやいや、さっきまでの勢いはどこにいったんだよ。ないならないでどこかから調達とかできないのか？」

			「えっとですね……その、ただいま調達の目(め)処(ど)がたっておらず」

			　冷や汗をかきながら俺の質問をはぐらかすような姿勢を見せる。

			　どうしようか、ここにはなさそうだし鍛(か)冶(じ)ギルドでも訪ねて分けてもらえないか聞いてこようか。

			「……お前、こんなとこで何やってんだ？」

			　急に声をかけられ振り向くと相変わらず眼が死んでいるクレイマンが立っていた。

			　商人に食い下がって交(こう)渉(しよう)していたので、気づかなかった。

			「うん？　ああ、クレイマンか、何って買い物だよ。見れば分かるだろ？」

			「なんか揉(も)めているように見えたからな……商品の値引き交(こう)渉(しよう)でもしてんのか？　結構稼いでいるくせに守(しゆ)銭(せん)奴(ど)なこった」

			　商人が困った表情をしているのを見て、俺が商品を値切ろうとしていると思ったらしい。

			　確かに前世では店で値引き交(こう)渉(しよう)はしていたが、店員がこんなに冷や汗だらけになるまで交(こう)渉(しよう)したりはしなかったぞ。

			　クレイマンの言う通り、それなりに稼いではいるから、そこまで粘(ねん)着(ちやく)する理由もないし。

			「俺がそこまでケチな奴に見えんのかよ。ただの買い物だっつーの」

			「ふーん……まあ、どちらにしろ俺には関係のねぇことか……で、商人さんはギルドに提出する依頼書はでき上がってんのか？」

			「は、はい、お待ちしておりました、クレイマン様。書類の方はもうでき上がっております。ただいまお持ちいたします」

			　クレイマンは仕事で来たらしく、俺が交(こう)渉(しよう)していた商人と何かを話し出した。

			　いつもの怠(だる)そうな態度のクレイマンに対して、商人のあわてっぷりったらないな。頭をかきつつあくびをするクレイマンに商人は何度も頭を下げる。

			　客や商人もクレイマンのことをじろじろ見て、驚きの声をあげているのが見受けられる。

			　だらけていても副ギルドマスターの肩書は伊(だ)達(て)ではないらしい。

			　こんな風景を見ていると、クレイマンて実は知名度が高いんだなと痛感する。

			「大変お待たせしました、クレイマン様。こちらが依頼書になります」

			　クレイマンは商人が汗だくになって持ってきた書類を「おう」と一言返事で受け取り目を通す。あまり良い内容ではなかったのか渋い顔をして書類を見る。

			　いかにも面倒臭いと思っていそうな、そんな感じだ。

			「おいおい。前回来た時よりも依頼の内容が面倒になっているじゃねーか」

			「はい……ですが、その分報(ほう)酬(しゆう)も上乗せしていますし、タリボーク商業ギルドの総意でもございまして」

			　なんだか話を聞く限り、あまり良い依頼じゃないっぽいな。

			　商人が依頼の説明をしているみたいだけど、クレイマンは舌打ちしまくっているし、あくびもしている。

			　副ギルドマスターなのに、あんな態度でいいのか。

			　いや……考えてみたらギルドでもあんな感じか。

			　周りを見るとだらけたクレイマンに目を輝かしている人がちらほらいる。

			　あの姿を見て、どうしてそんな視線を向けられるのか。

			　というかクレイマン、早く仕事の話終わらせてくれないかな。そんなことを考えていたら、いきなりクレイマンが俺の方を見てにやりと笑った。そのまま俺を手招きし呼び寄せる。

			　嫌な予感がするな。

			「おい、ヨウキ。お前、ちょい依頼手伝えや」

			「断る」

			　今はガイのために魔(ま)鉱(こう)石(せき)探しで忙しいので、呑(のん)気(き)に依頼なんてやってられない。

			　それに、クレイマンの先ほどの笑みは確実に何かを企んでいる顔だったし、怪しすぎるわ。

			「あー……じゃあ、あれだ。耳かせ耳」

			「はぁ!?　だから俺は無理だって……」

			「いーから、いーから」

			　無理矢理肩を掴(つか)まれ、耳を貸す姿勢をとる。

			「俺、今は忙しいって」

			「まー、聞けや。ほら、今朝Ａランクなりてえ、Ａランクなりてえって言っていただろ。あれ俺の権限で何とかしてやっから」

			「怪しすぎるわ。あの面倒臭がりなクレイマンが俺にそんなことしてくれるはずが……それに俺は魔(ま)鉱(こう)石(せき)探さねぇと」

			　こんな無駄話をしている場合じゃない。ここがダメなら違う店に行くまでだ。

			　それでもなかったら、最終手段で直接取りに行くしかない。

			「魔(ま)鉱(こう)石(せき)？　なら、ちょうどいいじゃねーか。なんで魔(ま)鉱(こう)石(せき)なんかを欲しがってんのかは知らねーが、俺の依頼は魔(ま)鉱(こう)石(せき)絡みのもんだ。付いてくるなら分けてやんぞ？」

			「マジか!?　……でもなあ」

			　今一つクレイマンのことが信用できない。すぐに終わるかも分からんし。

			「……いいから手伝えって。急いでんなら明日にでも依頼先まで出発すっからよ」

			「明日か」

			　クレイマンの話を信用するとなると、今から別の商業ギルドで探すよりも依頼を手伝う方が確実に手に入るか。五日の猶(ゆう)予(よ)しかないことも考えるとなりふり構ってられないしな。

			「分かったよ。そのかわり依頼が終わったら、絶対に魔(ま)鉱(こう)石(せき)よこせよな」

			「よし。交(こう)渉(しよう)成立だな。依頼達成したら魔(ま)鉱(こう)石(せき)はちゃんと渡すから安心しろ」

			　話が終わったのでクレイマンは俺と肩を組むのをやめる。

			「あ、あの〜。結局依頼は受けていただけるのでしょうか？」

			　内緒話をしていたので、すっかり忘れさられていた商人が、心配そうに声をかけてきた。

			　まだ、冷や汗は止まっていないらしく、いつの間に出したのかハンカチで汗を拭(ぬぐ)っている。

			「ああ、受けるぜ。ま、期待に添えるように精一杯頑張らせてもらうわ」

			　心にもないことをさらっと言いつつ、依頼書を受け取るクレイマン。

			　クレイマンの辞書に頑張るなんて言葉は載ってないだろうに。

			「ありがとうございます、クレイマン様」

			「んじゃ、依頼が達成できたらギルドの誰かが報告に来るだろうから、楽しみにしていてくれや」

			「あ、待てよ、クレイマン」

			　ひらひらと手を振り、タリボーク商業ギルドから出ていくクレイマンに続き、店から出る。

			「……ん、まだ何か用があるのかよ」

			「何か用かじゃねぇよ。都合上仕方なく引き受けたけど、俺依頼の内容何にも聞いてねぇぞ」

			「簡単に言えば魔(ま)鉱(こう)石(せき)の採取だ。お前の事情を尊重してさっき言った通り、依頼先の出発は明日だ。朝方ギルドの前に集合な、以上」

			　そう言ってクレイマンは去っていった。

			　簡単に言えばってのがひっかかる。

			　でも、そこまでクレイマンも悪い奴じゃないし。俺を嵌(は)めるなんてことはしないだろう。

			　どちらにしろガイの命がかかっているのだし、選択の余地なんてなかったしな。

			「セシリアもシークもティールちゃんのために頑張っているし、俺も頑張らないといけないか」

			　とりあえず魔(ま)鉱(こう)石(せき)入手の目(め)処(ど)は立ったので、次の日に備えて宿に帰り、ガイの安否を心配しつつ床についた。

			　

			　翌日、支度をして約束の時間に着くように宿を出てギルドに向かう。

			　道中、面倒臭がりのクレイマンは、時間にもルーズそうだよなぁと、妙な先入観を抱いていたのだが杞(き)憂(ゆう)だったらしい。

			　ギルドが見えてくると、ギルドの前には馬車が止まっており、俺に向かって手を振る人影が見えた。俺も手を振り返す……が。

			「クレイマンて俺に手を振るようなキャラじゃなくね？」

			　違和感がバリバリで思わず口に出してしまった。近づいてみると人影はクレイマンではなく、セシリアだった。馬車もよく見るといつも乗っているアクアレイン家の馬車だ。

			「おはようございます、ヨウキさん」

			「おはよう……って、なんでセシリアがいるの？」

			「私だけではありませんよ」

			　セシリアは手で馬車を指す。

			　馬車の荷台を見ると、そこには優雅にお茶を飲むソフィアさんとぐったりした姿のクレイマンがいた。

		

	
		
			第６話　夫婦の秘密を聞いてみた

			　

			　今俺はアクアレイン家の馬車に乗っている。

			　隣にはセシリア、向かいの席にソフィアさんが座っており、クレイマンはソフィアさんにひざ枕(まくら)をしてもらっていた。

			「どういう状況だ、これは」

			　なんでセシリアとソフィアさんがいるのか、どうしてクレイマンはボコボコで気絶中なのか。

			　まったく状況を理解していないうちに、セシリアに背中を押され馬車に乗ってしまったので、説明を求めたい。

			「何から説明しましょうか」

			　俺の頭からクエスチョンマークが出まくっているのを早く何とかしてほしいと切実に願っていると、セシリアが口を開いた。

			「昨日、ヨウキさんが帰った後、シークくんに足りない薬の材料を聞き、集めていたら手に入らない物がありまして」

			「ふんふん、それで？」

			「魔力が充満している場所にしか咲かない特殊な薬草なのですが、私が直接取りに行くと言ったら、ソフィアさんが付いてきてくださると」

			「屋敷のメイドの危機となれば、メイド長である私が動かないわけにはいきませんから」

			　平然とカッコイイこと言っているけど、絵面が……ボロボロの中年をひざ枕(まくら)しながら言われてもな。

			「私も一人では少し不安だったので、ソフィアさんのご厚意に甘えることにしたんです」

			「屋敷のことは多少不安がありますが、ハピネス達に任せてきました。もちろん、奥様からは許可をいただいております」

			　セリアさんのことだから、すぐに了承したのだろう。

			「じゃあ、なんで俺達と一緒に？」

			「昨日、夫が依頼で、魔力が充満しやすい鉱山に行くと言っていたので、ちょうどいいかと思いまして、相談したのです」

			「なるほど、それで……」

			「最初は少し反対していましたが、言い聞かせました」

			「え……そうなのか？」

			　なんでクレイマンはソフィアさん達と一緒に行くことに反対したのか。

			　そんなに危険な依頼なのか。

			　ガイをなおすためなので、多少の危険はやむを得ないと思ってはいたけど。

			　まあ、それはいったん置いといて。

			「セシリア達がいる理由は分かったけど、なんでクレイマンはボロボロなんですか？」

			　いまだにソフィアさんのひざの上で寝ているクレイマン。本当に何をやっているのか。

			　時々聞こえてくるクレイマンの寝言に腹が立つし。ソフィアのひざ柔らかい〜とか、アホか。

			「朝方、だるいと言ってなかなか起きてこなかったので、無理矢理引きずってきました」

			　うん、何も言葉が出てこない。セシリアも顔が引きつっているし。

			　俺とセシリア二人でクレイマンに冷めた視線を送っていると、クレイマンが急に目を覚ました。

			「ん……やたら寝心地がいいと思って寝てたら、ソフィアのひざ枕(まくら)だったのか」

			　クレイマンはさらっとアホなことを言い、起き上がって伸びをした。

			「……ずいぶんと、回復が早いな」

			　俺が来た時にはぼろ雑(ぞう)巾(きん)のようになっていたはずだ。

			　馬車に乗る時はソフィアさんに首根っこを掴(つか)まれて投げ入れられていたっけ。

			　あの時は俺もセシリアも笑っていいのかどうなのか分からなくて困(こん)惑(わく)したな。

			「ん、俺、結構寝てたんじゃねーのか？」

			「まだ、出発してから三十分も経ってねぇぞ。あの状態でどうやってそんなに早く起きられるんだよ……」

			「私とヨウキさんが回復魔法をかけたというわけでもないのに、驚異的な回復力ですね」

			　馬車に乗る際にセシリアが回復魔法をかけようとしたのだが、ソフィアさんが必要ないと言ったのが分かるな。

			　クレイマンは腕を回して、首をこきこきとならしているし……さっきまでぐったりしていたのが嘘(うそ)みたいだ。

			「ま、俺にとっちゃソフィアに触れているのが一番の回復魔法ってこった」

			　よく平然とそんな簡単にのろけられるものだ。

			　隣に座っているセシリアが少し俺の方へ寄ってきた。セシリアの正面にはクレイマンがいるからな。今のクレイマンの発言に少し引いたみたいだ。

			　俺としてはラッキーなのだが、クレイマンはドンマイといった感じだ。

			　とにかく、クレイマンが起きたなら依頼の確認をしないと。

			「起きて早々悪いけど、依頼の説明を頼む」

			「ああ、そういえば話してなかったな。今回の依頼は魔(ま)鉱(こう)石(せき)が採取される鉱山に住み着いちまった魔物退治だ」

			　案外普通の討伐依頼のようだ。

			　クレイマンが付いてこいと頼んでくるから、てっきり裏があると思ったのに考えすぎだったか。

			「鉱山の中にいる魔物の強さは？」

			「ほとんどＣランクぐらいの魔物だって報告を受けているが……どうだかな」

			　言葉を濁(にご)してはいるが、やはり普通の依頼に聞こえる。

			　俺と一緒に行くどころか、クレイマンがわざわざ出向かなくてもいいような依頼だ。

			　絶対何かあるな。

			「ご安心ください、ヨウキ様。鉱山には私とお嬢様も同行致しますので」

			「そうですよ、ヨウキさん。私も頑張りますから」

			「……この面(めん)子(つ)なら何があっても大丈夫か」

			　最強メイド長のソフィアさんに勇者パーティーの一人であるセシリアがいるからな。クレイマン以上に頼もしい二人がいるし、問題ないだろう。

			　クレイマンに向けていた疑いの眼差しを止め、他に気になる点がないか考える。

			「そういえば依頼はどれくらいの日数がかかるんだ？」

			　かなり重要なことを聞くのを忘れていた。

			　タイムリミットは今日を入れて残り四日しかないのだ。

			　依頼を達成しても四日以内に帰らなければガイが砕け散ってしまう。

			「上手くいけば行って帰って三日か四日ってとこだろ。まあ、ソフィアやアクアレイン家の令嬢がいれば確実だな」

			「そうか……」

			　ギリギリ間に合うかどうかといったところだ。

			　最悪、魔(ま)鉱(こう)石(せき)を見つけたら俺だけ飛んで帰るという選択をするしかないな。

			「まあ、俺はギルドに一週間かかるとか言ってきたけどな」

			「どうしてですか？」

			「そりゃ、早めに依頼終わらせてのんびりするために……」

			　セシリアの疑問に答えていたクレイマンが消えた。

			　いや、本当に消えたわけではない。

			　気がついたら馬車の床にクレイマンが横向けに倒れていた。

			「あなた、お嬢様にはちゃんとした接し方をしてください。あと、依頼が終わり次第ちゃんと仕事に行ってくださいね」

			「お……おう。分かったぜ……ソフィア」

			　床に横たわったまま、手で了解のアピールをするクレイマン。

			　そんな二人にますます顔が引きつる俺とセシリア。

			　頼むからこの狭い馬車の中でそういうことはやらないでほしい。

			「あ、あの、ソフィアさん。今は私も皆さんと同じ依頼を受ける仲間の一人なので……できれば普通に接してもらいたいのですが」

			「そうは言われましても」

			「まあまあ、ソフィアさん。セシリアがそうしてほしいっていうことだし、多少は要望に応えてあげてもいいんじゃないかな」

			　クレイマンに敬語が使えるとは思えないし。

			　セシリアがそれを察して提案をしたのかは分からないけど、ナイスだ。

			　ソフィアさんとクレイマンにとっては、日常的なスキンシップなのかもしれないけど、俺とセシリアはついていけない。

			「お嬢様の要望となれば仕方ありませんね」

			「ありがとうございます、ソフィアさん」

			「ですが、私はいつも通りの口調で接しますので」

			「そうですか……残念です」

			　がっかりしているセシリア。

			　うーむ、何とかしてあげたいけどソフィアさんは決めたことは曲げなさそうだしなあ。

			　立場上ってのもあるだろうし。

			「せめて、名前で呼んであげるってのはどうだろうか？」

			　俺の微妙な提案にソフィアは少しの間考える。名前で呼ぶだけでも、だいぶ違うと思うんだよな。

			「それぐらいなら……構いません。では、セシリア様とお呼びさせていただきます」

			「本当ですか!?　ありがとうございます、ソフィアさん」

			　名前で呼んでもらえることが嬉しかったのか、ソフィアさんに抱き着いたセシリア。

			　……提案したの俺なんだけどな。

			「ふっ、ソフィアに負けたな。まあ、しゃあねぇだろ」

			　いつの間にか復活したクレイマンが俺の肩を叩く。慰(なぐさ)められると惨(みじ)めな思いをするので止めてほしい。そんな残念な俺をよそに進み続ける馬車。

			　そこからは風景を見ては雑談を繰り返し、依頼先である鉱山のある町に着いたのは日が暮れた後であった。

			　今はクレイマンとソフィアさんが宿の手続きをするという非常に珍しい光景を見ている。

			　二人が済ませてくれると言ったので、俺とセシリアは少し離れた場所で雑談をしている。

			「……そういえば」

			「どうかしましたか？」

			「ソフィアさんて、明日メイド服を着たりしてこないよなと思ってさ」

			　いつもメイド服のイメージがあるからな。魔物が出る鉱山に行くのだからそれなりの装備で来ると思うが。

			「ギルドに入っていた頃の装備品があるのではないでしょうか。それを着てくると思いますよ」

			「ご心配には及びません」

			「うおわぁ!?」

			　いきなり後ろからソフィアさんが現れる。さっきまで受付で宿の店主と話していたはずなのに、今はクレイマンが一人で対応している。

			「どうかなさいましたか、ヨウキ様？」

			「いえ、いきなり後ろから現れたものですから。それよりも」

			「ソフィアさん、明日着ていく装備はあるんですか？」

			　俺より早くセシリアが質問する。

			　よっぽど心配なのだろう。俺は少しメイド服以外の服装をしているソフィアさんに対する好奇心があるけど。

			「もちろん、ありますよ。オーダーメイドの物が」

			　ソフィアさん専用にわざわざ作ってもらった物があるみたいだ。

			　セシリアもソフィアさんの言葉を聞いてほっとしているみたいだ。

			　これで安心……したいのだが、一応気になることを聞いておこう。

			「ちなみにどんな装備ですか？」

			「そうですね……見た目は今着ているメイド服と大差ありません」

			　あ、セシリアが固まった。まあ、俺も固まりかけたけどさ。そこはちゃんとした装備品にしてほしい。

			　わざわざオーダーメイドで戦闘用のメイド服作らなくてもいいと思う。

			「なんで普通の防具にしなかったんですか？」

			「夫は私がメイド服を着ている姿が好きだと言うので」

			「……」

			　セシリアに続いて俺も固まってしまった。

			　そのあと、ソフィアさんが何か言っていたけど覚えていない。

			　クレイマンが宿の部屋カギを持ってきたらセシリアが俺の後ろに隠れた。

			　クレイマンは首を傾(かし)げていたが、ドンマイとしか言いようがなかったので、とりあえず肩を叩いてやった。まさか、クレイマンがメイド萌(も)えだったとはな。

			　次の日に備えるため、俺はベッドに潜(もぐ)り込んだ。

			　

			　翌日、支度を済ませて俺達は依頼先である鉱山に向かった。

			　宿を出る際にセシリアがクレイマンを避(さ)けていたことを見て、なんだか切なくなったりはしたが。ソフィアさんは昨日の宣言通りメイド服で参戦していた。

			　本当に昨日着ていたメイド服と大して変わらないように見える。

			　大丈夫なのだろうか。

			　そして、クレイマンはセシリアに避(さ)けられている理由が分からないようで少し気にしているっぽい。

			　ちなみに、俺は人の趣味は人それぞれと割り切った。

			　今は薄暗い鉱山の中をセシリアの魔法で照らしてもらいつつ、進んでいる。

			「なあ。俺、アクアレイン家の令嬢に避(さ)けられている気がするんだが……」

			「ああ、うん。まあ、気のせいじゃないかな」

			　曖(あい)昧(まい)な返事をして俺は前列で鉱山内を照らしているセシリアを見る。

			　前衛がセシリアとソフィアさんで、後衛が俺とクレイマンで探(たん)索(さく)をしている。

			「気のせいじゃねぇだろ。昨日、俺が宿の手続きをして戻ってきてから、ずっとあんな感じじゃねぇか」

			「あははは……」

			　おもわず苦笑いをしてしまう。

			　うーむ、このままぎくしゃくしているのもなんだか嫌だし、昨日あったことを話すか。

			　俺はこそこそとクレイマンに昨日した会話の内容を説明した。

			　一応、セシリアとソフィアさんに聞こえないように小声で話した。

			　……ソフィアさんには聞こえていたかもしれない。

			　俺が話し始めたら、こっちの方に視線を一度向けてきたからな。

			「あ〜、なるほどな」

			　クレイマンは俺の話を聞き、どうして自分が避(さ)けられているのか納得したみたいだ。

			「なあ、本当にクレイマンてメイド萌(も)えなのか」

			　正直、俺はクレイマンがメイド萌(も)えとはあまり思えない。

			　ソフィアさんなら、どんな姿でも良いっていうのがクレイマンだと思う。

			「メイド萌(も)え？　なんだそりゃ。よく分かんねえが、俺はただ……ソフィアがあの服を着ているのを見ると、普通の仕事をしているんだなって実感がわくんだよ」

			「なるほど。ちゃんとした理由があったのか。俺はてっきりメイド萌(も)えだと」

			「だから、萌(も)えってなんだ萌(も)えって。言っとくが俺は好きだと言っただけでソフィアに強制はしてないからな」

			　クレイマン曰(いわ)く、そういうのはお互いにしていないみたいだ。

			　でも、ソフィアさん、わざわざオーダーメイドで作ったメイド服ではあるんだよな。

			　言わなくてもお互いの要望にはできる限り応えているのではないだろうか、この夫婦。

			「なんだか羨(うらや)ましいな。そんなに仲が良いなんてさ」

			「なんだ、いきなり。言っとくがソフィアはやらんぞ。いまだにラブラブだからな」

			　そんなつもりで言ったわけではないのに何を言っているのか。

			　やらんぞって父親の言い方だろうに。

			「そういえば、クレイマンて子供いるんだよな」

			「おう、娘と息子がいるぞ。最近俺とソフィアに似てきたんだよな」

			　そう言って笑うクレイマンだが……息子？

			　確か以前ソフィアさんとセリアさんの話を聞いた時は言っていなかった気がする。

			「なあ、息子もいるのか」

			「だからいるって……ああ、お前ソフィアから話を聞いたろ。ソフィアはクインの話はあまりしないからなぁ……すっかり自分に似ちまったからなのかもしれないが」

			　どうやらあの時会話に出ていなかっただけみたいだな。

			「息子がソフィアさんに似たということは、娘は？」

			「今ソフィアがいろいろと教育しているみたいだが……俺と遊んでいるうちに、俺に似ちまったみたいでよ」

			　笑いながら話すクレイマンだが、俺はすぐにソフィアさんの苦労が水泡となって消えている現状を知ってしまった。

			　セリアさんの前では教育しているとは言っていたけど。

			　愛する夫に似ちまったなんて言えなかったのだろう。

			　クレイマンに似たというのはだいたい想像できるし。

			　ソフィアさん似の息子にクレイマン似の娘ね。実際に会ってみたいものだ。

			「ヨウキ様、あなた。無駄話もそろそろ終わりのようです」

			　ソフィアさんに言われ、前を見ると黒い無数の影がこちらに向かってきている。おそらく魔物の群れだろう。

			　クレイマンの情報ではＣランク程度の魔物がいるとか。

			　セシリアが光の魔法で鉱山内を照らしてくれているので、魔物の容姿が見えてくる。

			　どうやらロックリザードとロックゴリラみたいだ。

			　身体の表面が岩のような固さを持っている魔物だ。

			　さすが鉱山内だな、関係あるのか知らんけど。

			　物理的な攻撃は通りづらそうに見える。俺は魔法メインだから関係ないな。

			　とっとと倒そうと思い、魔法を唱えようとしたら、セシリアの隣にいたはずのソフィアさんが真っ先に魔物に向かっていく。

			　空中で一回転し、そのままロックリザードに踵(かかと)落(お)としを決めて粉(ふん)砕(さい)してしまった。

			「おー、さすがソフィアだな。メイドをしていたっていうのにまったく鈍ってねぇ。キレッキレな動きしてんなあ」

			　魔物に遭(そう)遇(ぐう)してもクレイマンはマイペースで、ソフィアさんの戦いぶりをじっくり見ている。その間にソフィアさんは淡(たん)々(たん)と一体ずつ確実に魔物を仕留めている。

			「いや、というか俺も行かないと」

			「あー、お前は一応令嬢の守りについとけ。俺とソフィアが何とかすっから」

			　そう言ってクレイマンは俺とセシリアの前に出る。

			　確かにセシリアは今、完全に無防備なので守りについた方がいいか。

			　

			　それにしても、クレイマンはどんな戦い方をするんだ？

			　武器を持っているようには見えないし、俺と同じ魔法メインかな。

			　しかし、クレイマンは俺の想像を裏切る戦い方をしだした。

			「なあ、セシリア。あれ何？」

			「勇者パーティーとして各地を旅していた時に見たことがあります。あれは式神というものですね」

			　前世の漫画に出てきたなあ、そんなの。使うのはお坊さんとかだっけ？

			　……なんか違う気がする。まあ、そんな細かいことはどうでもいい。

			　クレイマンはその式神っぽいものを使って戦っているのだが。

			「式神ってあんなんなのか？」

			「いえ、私も使い手の方を何人か見たことがありますが」

			　セシリアも首を傾(かし)げる。

			　どうやら、セシリアが見たことある奴とは違うみたいだ。まあ、そりゃそうだろう。

			「セシリアが見たことある奴ってさ、人とか獣とかだったんじゃないかな」

			「はい、そうです。ヨウキさん、本当は知っているのではないですか」

			「いや、それはまあ、察してくれ」

			　戦っているとはいえ、クレイマンやソフィアさんの前で前世がどうだのという話ができない。

			　俺はちらりと二人の方に視線を移す。

			「……すみません。そういうことですか」

			　セシリアは俺の意図がなんとなく分かったのか、こくりと頷(うなず)いてくれた。

			　さすがセシリアだな。

			　話が逸れてしまった。結局何が言いたいのかと言うと。

			「あれ、ただの折り紙が戦っているようにしか見えないんだけど」

			　襲ってきている魔物の群れに向かって、人型の紙が、折り紙で折って作ったような剣や槍、杖(つえ)などの武器を持って、戦っているのだ。

			　しかも、そいつらがまあ、強い。

			　ロックリザードの爪(つめ)や牙(きば)の攻撃をなんなく受け止め、ロックゴリラの猛(もう)襲(しゆう)をなんなくかわしている。

			　折り紙の剣は岩肌をなんなく切り裂き、槍は貫(つらぬ)き、杖(つえ)からはファイアボールなど魔法が飛びだしている。

			　そんなシュールな光景を作りだしたクレイマンはただ立っているのみ。

			　式神を操るのに集中しているのかと思いきや、そうではないようで。

			　時々飛んでくる石をうっとうしそうに手で弾いている。

			「ふぁ〜あ」

			　あまつさえ呑(のん)気(き)にあくびをしだしているし。

			　そんな、だらけていて本当に戦っているのかと疑いたくなるようなクレイマンを見ているうちに、戦闘は終了した。

			　式神はすべて小さくなりクレイマンの下に帰ってきた。

			　ソフィアさんもメイド服を叩き土(つち)埃(ぼこり)を落としている。

			「よし、先に進むか」

			「いやいや、待て待て。クレイマン、さっきのあれなんだよ」

			「お前、知らねぇのか。仕方ねぇな。いいか、あれは式神っていう……」

			「それはさっきセシリアから聞いたよ」

			　俺が聞きたいのはそんなことじゃない。

			「あの……なぜクレイマンさんの式神は、あのような姿をしているのでしょうか？」

			　俺の代わりにセシリアが質問する。

			　ちゃんとした式神を見たことがあるから気になるのだろう。

			「セシリア様、それは夫が面倒臭いと言って式神の形を考えなかったからです」

			「は!?」

			　セシリアは驚いているが、俺は納得してしまった。

			　そういうことかと。

			　どうやらクレイマンは武器も魔法も一通り使える天才だったらしい。

			　しかし、面倒臭がりなクレイマンはいかにして楽に戦闘ができるかを考えた。

			　調べていくうちに見つけたのが式神だったようだ。

			　異国の技術だったらしく、覚えるのに難儀したみたいだ。

			　しかし、才能かそれとも面倒臭がりの執念か、クレイマンは式神を使えるようになった。

			「ですが、夫はそこでいつもの怠(なま)け癖(ぐせ)が出てしまい、式神はあのような姿のままで使っているというわけです」

			「……ではその気になれば先ほどの式神は人や獣のような姿で戦えるのですか？」

			「はい」

			「……」

			　セシリアは納得していないのか首を傾(かし)げているが……俺はどうでもいい。

			　クレイマンらしいっちゃらしいし、別に戦えるならいいだろう。

			　正直もうクレイマンネタで突っ込むのは疲れたしな。

			「時間が惜しいし、先に進もう」

			　ガイやティールちゃんのためにも早くしないと手遅れになってしまう。

			　俺は全員にそう促すと、セシリアが再び前を照らして鉱山内を進み出す。

			「そういえば、魔物って普段も現れたりしているんだよな」

			「そうだぜ。それがどうかしたのか？」

			「いつもこうやって討伐依頼を出しているのかなって思ってさ」

			「んなわけねぇだろ。鉱山で働いている奴らは意外とランクが高いからな。この辺の魔物はいつも自分達で戦っているはずだ」

			　鉱山内はしっかり整備もされているようだし、できることは自分達でやっていたというわけか。

			　ということは絶対に何か厄(やつ)介(かい)な敵がいるということだな。

			　Ｃランクの魔物を倒すような人達が束になっても勝てない奴が。

			　まあ、クレイマンの態度から面倒な依頼だろうと覚悟していたので今さらだが。

			　魔(ま)鉱(こう)石(せき)のこともあるし、ティールちゃんの薬の材料のこともあるしな。

			　撤退なんて文字はない。

			　セシリアの光を頼りに俺達は鉱山の奥に進む。

			　一度目の魔物の群れとの戦闘後。

			　坑道の奥に進んでいくと魔物にたびたび襲われたが、苦戦などまったくせずに倒し、先に進む。

			　ソフィアさんとクレイマンが強すぎて俺の出番がないのが少し残念だ。

			　坑道を照らしているセシリアを守るためというが、二人は魔物を一匹もこちらに向かわせておらず、すべて倒しているのだ。

			　俺もセシリアも楽をさせてはもらえているが……なんだか何もしていない感じがしてこれはこれで嫌だなと思う。

			　坑道は普段働いている人達が整備しているようなので、通りやすいし事前に地図ももらっているので迷うこともない。

			　かなり進んだように感じるが、肝心の討伐依頼の魔物とは遭(そう)遇(ぐう)していない。

			　先ほどから同じような魔物と遭(そう)遇(ぐう)してはソフィアさんやクレイマンが倒している。

			「なあ、かなり奥に進んだと思うんだけど……まだ討伐対象の魔物に遭(あ)わないってどういうことだ？」

			「ああ、あとちょっとで採(さい)掘(くつ)場になっている広い場所に出るからな。多分そこにいんだろ」

			「ふーん……」

			　適当なことを言っているんじゃないかと疑い、こっそりと五感を強化し確かめる。

			　すると、クレイマンの言う通り、今まで会った魔物とは違うような臭いを感じた。

			　しかし、何かをかみ砕いている音も聞こえるな。

			　ボリボリと何か食べているような音だ。

			　なんとなく嫌な予感がするが進まないわけにはいかないので、先に進んでいく。

			　すると、目的地であった採(さい)掘(くつ)場にたどり着いた……が。

			「おいおい、あれが討伐対象の魔物かよ」

			　なかなかでかい魔物がいた。ロックリザードの巨大版のような容姿をしている。

			　しかし、岩肌の色が違う気がするな。

			「あれはロックイーターですね。岩を主食にする魔物でしたが……食べているのは普通の岩ではないようです」

			　ソフィアさんが冷静に分析し、解説してくれる。

			　岩を食べる魔物のようだが、食べているのは岩じゃないってどういうことだ。

			「……奴が食っているのは魔(ま)鉱(こう)石(せき)だ」

			「なんだって!?」

			　ロックイーターをよく観察してみると器用に壁を削り、出てきた魔(ま)鉱(こう)石(せき)をボリボリと食べている。

			「どうやら突然変異か何かで魔(ま)鉱(こう)石(せき)を食うようになったらしい。普通のロックイーターは岩しか食わないからな」

			「いやいや、そんな話し合いする前にさっさと倒そうぜ！」

			　あんなお菓子感覚で魔(ま)鉱(こう)石(せき)を食われては、ガイをなおすために使う分がなくなっちまう。

			　俺はいつもの肉体強化魔法をかけ突撃しようとするが、クレイマンに阻まれる。

			「待てや。まだ話は終わってねーんだよ」

			「はあ!?　どういうことだよ」

			「依頼の条件やら奴の特徴とかまだ説明してねーだろ。なんでそんなに急いでんのかは知らねーが落ち着け」

			「……分かった」

			　クレイマンになだめられ、いったん話を聞くことにする。

			　焦(あせ)ってミスをしてしまえば、セシリア達に迷惑がかかる。

			「んじゃ説明すんぞ。まず奴の特徴についてだが、情報によると魔(ま)鉱(こう)石(せき)を食いまくったせいか、魔(ま)鉱(こう)石(せき)の性質が体質になったみてぇだ」

			「えっと、確か魔(ま)鉱(こう)石(せき)は魔力を吸収する性質を持っていましたよね……ということは」

			「魔法が効かねぇ……とまではいかないが、効果は薄いみたいだ。お前らにとっては天敵だな」

			　クレイマンが俺とセシリアを指差す。

			　そして、その指をソフィアさんが無理矢理上に向かせる。

			　俺はともかく、セシリアも指しちゃったからなぁ。

			　セシリアは目を丸くする。まあ、なかなか見れないよな。奥さんが夫の指を折っている光景って。

			「ソフィアさん、やりすぎでは……」

			「大丈夫です。夫はそんなにやわじゃありませんから」

			　ソフィアさんの言う通り、クレイマンは少し悶(もん)絶(ぜつ)したが、すぐに何もなかったかのように話を再開した。

			　クレイマンの回復力恐るべしだな。

			「効かないわけじゃないなら、俺が上級魔法をぶっ放せば倒せるんじゃないのか？」

			「確かに倒せるだろうが、そりゃ無理だ。そんなもんここで発動したら坑道が崩れちまうかもしれないからな。それに依頼主のタリボーク商業ギルドが厄(やつ)介(かい)な注文してきやがった」

			「厄(やつ)介(かい)な注文？」

			「おう、それはな……」

			　クレイマンの説明によると、突然変異したロックイーターの皮は珍しい素(そ)材(ざい)になるらしく、できれば傷つけずに倒してほしいとのことらしい。

			　マジでふざけていると思う。

			「なんでそんな無茶な依頼の条件を呑んだのですか、あなたは」

			「ソフィア、話はまだ終わってねぇ……ってかギブギブ！」 

			　ソフィアさんがクレイマンにヘッドロックをかけだした。

			　骨が軋(きし)むような音がしているぞ。セシリアはこのような状況に慣れたのか、心配せずにちょっと笑っている。俺も笑っているけど。

			　だいたい、クレイマンの奴ギブギブとか言って腕はソフィアさんの腰に回しているし。

			　……そういうことは家でやってくれ。

			　ソフィアさんは気が済んだようで、ヘッドロックを解除した。

			「いてて……でだ、俺は何も考えないで条件を呑んだわけじゃねぇ。ちゃんと作戦はある」

			　自信満々に言っているが、あまり良い予感はしない。

			　確実に自分は楽なポジションにいられるような作戦を考えていそうだ。

			「どんな作戦だ？」

			「作戦はいたって単純だ。俺の式神でお前の身体を包んで、奴の身体に入って内部から倒す。どうだ、完(かん)璧(ぺき)だろ」

			「ふざけんな！」

			　こいつそのために俺を依頼に誘いやがったな。俺をロックイーターのウイルスにでもするつもりか、冗談じゃない。

			「クレイマンが行けばいいだろう」

			「俺は式神を操んなきゃならねーから無理だ。ほら、行ってこい。おそらく、大丈夫なぐらいに包んでやるから」

			「そこは絶対って言えよ！」

			　クレイマンのいい加減な発言にツッコミを入れつつ、ロックイーターを見る。

			　あの中に入って暴れる。肉体強化をすればやってやれないこともない。

			　しかし、いくらクレイマンの式神で身体を守ってくれるとはいえ……うん、きついな。

			　ガイやティールちゃんのためと思えばいけるか？

			「その役目、私がやりましょう」

			「何!?」

			　俺が葛(かつ)藤(とう)しているとソフィアさんがウイルス役に立候補しだした。

			　これにはクレイマンも驚いているようで……いつもは死んだ魚のような目をしているのに今は大きく見開いている。

			「いやいや。ソフィアさんには頼めませんよ」

			「ヨウキ様は魔法が主体ですので、近接戦闘が得意な私の方がいいかと」

			「ま、まあ確かにそうかもしれないけど」

			「そもそもこの作戦自体が危険ではないのですか？」

			　セシリアがもっともなことを言う。

			　逆に食われる場合も考えられるからな。

			　相手は鉱石をお菓子感覚でかみ砕いているような奴だし。

			「セシリア様、心配は無用です。夫の式神はそんなにやわな物ではありません。ですよね、あなた」

			「いや、まあ、そうだが。しかしな」

			「それにヨウキ様とセシリア様にはロックイーターの動きを魔法で止めてもらわなければなりません。私が内部で攻撃をすれば相当の痛みが襲うと思いますから。ヨウキ様の方が私より強力な魔法が使えるでしょうし。適材適所というやつです」

			　ロックイーターに暴れられて鉱山が崩れてはいけないからな。

			　魔法がまったく効かないわけではないらしいし、拘(こう)束(そく)系の魔法を使えば動きを制限することはできる。

			　俺の方が強力な魔法を使えるからソフィアさんの言うことに間違いはないけども。

			「おい、ソフィア……」

			「ではあなた、準備をお願いします。信じていますよ」

			「お、おう、任しとけ！」

			　結果ソフィアさんに推(お)されてクレイマンは何も言えずに決まってしまった。

			　式神を用意しているが、ものすごく集中している。

			　俺が食われる役だったら、あんなに集中しなかっただろうな。

			「適材適所とはいえ、なんでソフィアさんは自ら危険な役を志願したのかな」

			「……私にも分かりません」

			「お答えしましょうか」

			　ひそひそと話していたつもりだったが、ソフィアさんには丸聞こえだったみたいだ。

			　クレイマンは入念に式神を準備していて、こちらの会話に気づいていない。

			「俺が駄(だ)々(だ)をこねたからでしょうか」

			「違います」

			　即答された。

			　まあ、ソフィアさんは駄(だ)々(だ)をこねたからといって動くような人ではないか。

			　容(よう)赦(しや)なく行ってらっしゃいませとか言ってロックイーターの口の中に投げ入れているだろう。

			「なかなか、失礼なことを考えているようですね」

			「あ、すみません、すみません」

			「何を考えていたのですか」

			　セシリアに呆れ顔をされてしまった。

			　ソフィアさんが読心術を使えることをすっかり忘れていたな。

			　よけいなことは考えずに、素直に聞こう。

			「なぜ、危険な役を？」

			「先ほど言った通り適材適所だからです。それに、危険ではありませんよ。私は夫を信じていますから」

			　ソフィアさんの視線は真剣な表情で式神を準備するクレイマンに注がれていた。

			　理由はそれだけですとのこと。

			　この夫婦はどういう絆(きずな)で結ばれているのか。

			　何も言えなくなった俺とセシリアは作戦実行まで、二人を交互に見ていた。

			　クレイマンの準備が整ったので、セシリアが坑道を照らしていた魔法を解除し、代わりに松明(たいまつ)を使う。

			「よし、行け！」

			　クレイマンの合図で、俺とセシリアが飛び出した。

			「《アースロック》」

			「《セイントチェーン》」

			　俺とセシリアは地と光の中級魔法を発動。

			　地面が隆(りゆう)起(き)しロックイーターの脚の自由を奪い、光の鎖(くさり)が身体を拘(こう)束(そく)する。

			　いきなり食事の邪魔をされたからか、じたばたと暴れ出した。

			　すると動きを止めていた鎖(くさり)がばきばきと音を立てて壊れ始め、岩もひびが入り出した。

			「おいおい、今発動したばかりだぞ」

			「重ねて魔法を唱えないと動きを止められませんね」

			　ちょっと甘くみていたな。本気を出して拘(こう)束(そく)系の魔法を連発する。

			「《セイントチェーン》《アースロック》《アクアプレス》《ブリザードゲイル》」

			　光の鎖(くさり)と岩の刺で拘(こう)束(そく)して、水の魔法で凍(こお)らせて自由を奪う。

			　セシリアもどんどん魔法をかけているが相手はしぶとく、完全に拘(こう)束(そく)できていない。

			「ヴォォ―――――――！」

			　思ったように動けずに苛(いら)立(だ)ったのか、ものすごい雄(お)叫(たけ)びをあげる。坑道に反響して耳がおかしくなりそうだ。

			　だが、でかい口を開けてくれるとは、こちらにとってはラッキーだ。

			　雄(お)叫(たけ)びをあげた瞬間、クレイマンの式神を纏(まと)ったソフィアさんがロックイーターの口の中に入っていった。ロックイーターはすぐに何かが自分の身体に入りこんだと気づいたようだ。

			　必死に吐き出そうとしているが、それは叶(かな)わない。少しの間、悶(もだ)えているといきなり強く暴れ出した。

			　ソフィアさんがロックイーターの体内で行動を始めたのだろう。

			「こいつ、結構暴れるなあ」

			「相当苦しいのでしょう。少しかわいそうですね」

			　セシリアはロックイーターに同情している。俺も魔族だし、同情してないとは言い切れないが、割り切らないとガイを助けられない。

			　暴れているロックイーターを拘(こう)束(そく)することに集中する。

			「おらぁ、暴れんな！」

			　クレイマンの怒号がしたと思ったら、ロックイーター並の大きさの式神が現れ、奴を押さえつけだした。

			　それも一体だけじゃなく四体もだ。

			　こんなにやる気を出しているクレイマンは初めて見る。

			「ソフィアさんが体内に入っているからな。絶対俺だったらあんなに頑張ってなかっただろうな、クレイマン」

			「どうでしょうか。案外ソフィアさんの前ですから、それはそれで奮(ふん)闘(とう)していたかもしれませんよ」

			「……確かに、その可能性もあるな」

			　セシリアもこの短期間でクレイマンがどういう人物かが分かってきたみたいだ。もうメイド服の件については吹っ切れたのかな？……いや、話を蒸し返すのはやめよう。

			　せっかくいい感じに溶け込めてきたんだし。

			「二人とも、奴が動かなくなるまで気を抜くなよ！」

			「はい」

			「分かったよ」

			　ロックイーターも暴れようとはしているが、これだけ拘(こう)束(そく)されたら満足に動けないらしい。

			　ソフィアさんが遅い仕事をするはずもなく、ものの数分でロックイーターは地面に倒れ動かなくなった。

			　完全に倒したことを確認し、魔法を解除する。

			　セシリアは若(じやつ)干(かん)疲れたようだが、俺はまだまだ余裕なので近くに駆け寄る。

			「セシリア、お疲れ」

			「お疲れ様です、ヨウキさん……ずいぶんと余裕ですね」

			「俺は規格外って奴だからな」

			　そんな他愛のない会話をしているとロックイーターの口がもごもごと動き、ソフィアさんが出てきた。

			　クレイマンの式神が解除されると、どこも汚れておらず無傷だ。

			　声をかけようとセシリアとともに近づく。

			　しかし、俺達より早くクレイマンがソフィアさんの下に走っていき、抱き着いた。

			「ソフィア、無事だったか。良かった」

			「はい。この通り無事ですので離れてください。ヨウキ様とセシリア様が見ています」

			「別にいいだろ。見られても減るもんじゃないしよ」

			「ダメです。離れてください。まだ依頼は終わっていませんし、私は薬の材料を探さねばなりません」

			「うっ……分かった」

			　渋々といった感じでクレイマンがソフィアさんから離れた。

			　今のやりとりを見ていて思ったことを言うと。

			「ラブラブだな……」

			「ですね」

			　俺とセシリアは顔を見合わせ、お互いに顔を赤くしてしまった。

			　なんで赤くなってしまったのかは分からない。

			　あんな夫婦を見て何かを感じとってしまったのかもしれない。

			「おーい、二人とも何そこで突っ立ってんだ。お互いに目当ての物があんだろーが。さっさと探して帰るぞ」

			「あ、悪い。今行くよ」

			「私も探します」

			　こうして坑道の探(たん)索(さく)が始まった。

			　ロックイーターがめちゃくちゃ食い散らかしたので、かなり荒れている。

			　だが、全部の魔(ま)鉱(こう)石(せき)を食べきってはいなかったようで簡単に見つかった。

			　問題はセシリア達の方で、そこら中に石や鉱石が散乱しており、薬草を探すのに手間取ってしまった。

			　目的を達成して鉱山を出ると外は真っ暗だった。

			「くそ、これじゃあ今日は帰れないか……」

			「夜道は危険だからな。馬車を走らすわけにはいかねぇだろ。ま、明日のんびり帰ろうぜ」

			「俺はのんびりしてられないんだよ」

			　時間が残っているとはいえ、ガイのことが心配だ。俺は持ってきたかばんを見る。

			　中には先ほど拾った魔(ま)鉱(こう)石(せき)が詰まっている。

			　これがあればガイの身体はなおるのだから、一刻も早く渡してやりたい。

			「ヨウキさん、どうかしましたか？」

			「なあ、俺だけ先に飛んで帰ったらダメかな」

			　セシリアにこそこそと相談する。

			　別に夜だろうが空を飛べば関係ない。俺なら馬車よりも早く王都に着くことができる。

			「それはまずいですよ。確実に後で怪しまれます。それに万が一飛んでいるところを人に目撃されたらどうするのですか？」

			「リスクの方が高いか……しかしなぁ」

			「どうかしましたか」

			　二人で悩んでいるうちにソフィアさんが来てしまったので、慌ててごまかす。

			「あはは……ただ、セシリアと疲れたなって話していただけです」

			「そうですか。私も久しぶりにギルドの仕事をしましたので多少疲れました。今夫が鉱山で働いている方々にロックイーター討伐と素(そ)材(ざい)の解体について報告をしに行っていますので、帰ってきたら今日は宿でゆっくり休みましょう」

			「あ、はい、分かりました」

			　ソフィアさんの手前でよけいなことは言えないのでおとなしく従うことにした。

			　ほどなくクレイマンが帰ってきて昨日泊まった宿に直行した。

			　夜に宿を抜け出して王都に向かおうかと考えたが、セシリアの言葉を思い出し、ベッドに潜(もぐ)り込む。

			　しかし、まったく寝ることができない。

			　クレイマンが寝静まっても俺は意識を手放せずにいた。

			　目を閉じると、部屋に残してきたガイの、あの身体中にひびが入った姿が、脳裏に浮かんでくる。

			　そして、苦しみながらもガイの心配をしていたティールちゃんの姿もだ。

			　別に魔法で姿を消していけば誰かに見られることはないだろう。

			　全速力で飛び、朝までに宿に帰れば怪しまれる心配もない。

			　いつのまにか、俺は寝ずに王都へ向かうことを考えていた。

			「よし、久々に飛ぶか」

			　ベッドから起きて、クレイマンがちゃんと寝ているか確認する。

			　念のために《ナイトメアスリープ》をかけておこう。起きられたら困る。

			　今回は世話になったので幸せな夢を見させておいてやるか。

			　《ナイトメアスリープ》をかけるとすぐに気持ち悪いくらいの笑顔で、ソフィア〜と寝言を言い出した。どんな夢を見ているのか容(よう)易(い)に分かる。

			　そんなにやけ面をしつつ、布団を抱きしめだしたクレイマンを残して俺は部屋を出る。

			　しかし、宿を出るためには一度受付を通らなければならない。

			　夜になったとはいえ、そこまで遅い時間帯ではないので宿の店主は起きているだろう。

			　どうやって突破しようかと考えつつ、隠れて受付の様子を窺(うかが)う。

			「あれ、なんで……？」

			　受付にあるソファーになぜかセシリアが座っている。テーブルにはお茶が置いてあるし、誰かを待っているのだろう。気になるし、声をかけてみよう。

			「セシリア、こんなところで何をしているんだ？」

			「何をって……ヨウキさんを待っていたんですよ」

			　俺を待っていたとはどういうことだろう。

			　セシリアは座っていたソファーから立ち上がり、袋を渡してきた。
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			「今日採ってきた薬草が入っています。シークくんに渡してください」

			「え、でも……」

			「シークくんには口裏を合わせるように頼んでおいてくださいね。あと、意識を取り戻したらティールちゃんにも」

			「あ、ああ、分かった」

			　セシリアから袋を受け取り、魔(ま)鉱(こう)石(せき)が入ったかばんに入れる。

			「ソフィアさんは久しぶりの依頼でお疲れみたいで、すぐに寝てしまいました。多分、何もない限りは朝まで起きないと思います」

			「朝までには何とか帰ってくるよ」

			「そうですか。店主の方には何かあれば呼びますと言って、夕食を食べに行ってもらいました。出かけるなら今ですよ」

			　店主の方も何とかしてくれたみたいだ。それにしても、この手際の良さはすごいな。

			「分かった、ありがとう。でも、なんでこんな準備をしていたんだ。さっき俺は……」

			「ヨウキさんなら行くかなと思いました。実は店主の方に席を外してもらったのもこれで三回目でして……さすがに次は怪しまれてしまうので、ヨウキさんが来なかったら部屋に戻ろうと思っていましたよ」

			　少し笑いつつ、話すセシリアを見て、俺はもっと早く行動を起こせば良かったと思う。

			　セシリアも二人が心配で、俺が行くという可能性を考えてサポートしてくれていたのだ。

			　……本当に感謝しないといけないな。

			「いろいろありがとう。じゃあ、行ってくるわ」

			「誰かに見られないように気をつけてくださいね」

			「分かっているよ、それじゃ」

			　セシリアに別れを告げ、俺は宿を出た。

			　そのまま、姿を見えなくする魔法《バニッシュウェイブ》を自分にかけて村を出る。

			　村から完全に離れたところで俺は魔族の姿に戻る。

			「全速力を出すなら、この姿じゃないと。ま……できることなら戻りたくはなかったけど仕方ないよな。緊急事態ってことで」

			　誰もいない草原で独り言を呟(つぶや)き、俺は翼を羽ばたかせ空を飛ぶ。

			　そこからは無言でひたすらミネルバを目指して飛び、俺は借りている宿にたどり着いた。

			　もちろん、姿を隠してから宿に入り部屋に潜入する。自分が借りている部屋なのになぜ、こそこそしながら入らなければならないんだと思う。

			　今の姿が姿なので、仕方ないか。

			　ガイを見るとまだ無事なようだった。

			　ひびは出かける前より広がってはいるが、崩れ落ちてはいない。

			　まだ、助かるだろう。

			　俺はなるべく振動を与えないようにし、ガイを起こそうと試みる。

			「おい、ガイ起きろ！」

			　しかし、ガイは起きない。相当深く眠っているのか、それとも……。

			「手遅れだったのか……!?」

			　身体が崩れていないだけで、もうガイは死んでいるのかもと考えてしまう。 いや。まだ、二日くらいは猶(ゆう)予(よ)があったはずだ。

			「おい、寝てないで起きろって。あ〜もう、この動くロリコン石像！　助かる方法を見つけたんだ。あとはお前がこの魔(ま)鉱(こう)石(せき)さえ食えばいいんだよ！」

			「………………！」

			　ぴくりとガイの身体が動くのが見えた。

			　どうやら、少し反応したらしい。

			　これなら声をかけ続ければ起きるかもしれない。

			「いい加減に起きろや！　言っておくけどな。俺はあんないたいけな女の子をたぶらかしたまま死ぬなんて許さねぇぞ。だから……」

			「えぇい、うるさいわ！」

			　俺がすき放題愚(ぐ)痴(ち)を言ってやろうと思った矢先、ガイの両目が開いた。

			　やっぱりまだ、くたばってなかったみたいだ。

			「良かった、間に合ったか」

			「何が良かっただ、小僧。我(わが)輩(はい)にとって最期になるかもしれない睡眠を邪魔しおって。しかも、我(わが)輩(はい)が寝ているのをいいことにずいぶんと好き勝手なことを言ってくれたな」

			「え、聞こえてたのか。起きなかったからてっきり」

			「起きていたわ！　ただ、身体がもう限界でな。動かすのに時間がかかっていただけだ」

			　全部聞いていたらしい。

			「よし、ならとにかくこれを食え！」

			　起きていたなら先ほどのなおす方法を見つけたという話も聞いているはずだ。

			　詳しい説明をする時間も惜しいので、かばんに入れていた魔(ま)鉱(こう)石(せき)を無理矢理ガイの口にねじ込む。

			「おい小僧、いきなり何の真似……むぐっ!?」

			「説明は後だ。いいから食え、早く！」

			　ガイも仕方なくといった感じでボリボリと音を立てながら食べだした。

			　俺はガイが食べ終えるよりも早く魔(ま)鉱(こう)石(せき)を口の中に突っ込んでいく。

			「む、むっぐ、んぐう」

			　ガイが俺の前に片手を出して何かを訴えている。

			「なんて言ってんのか分かんね……って、あ！」

			　その出してきた腕を見ると、先ほどまであったひびがなくなっている。

			　魔(ま)鉱(こう)石(せき)のおかげでなおってきているみたいだ。

			「む!?　むぐが……」

			　ガイも自分の腕を見て驚いているようだし、魔(ま)鉱(こう)石(せき)の効力に気づいただろう。

			　そのまま、かばんの中身が半分になるぐらいまで魔(ま)鉱(こう)石(せき)を食わせ続けると、身体のひびが完全になくなった。

			「半分も余ったか……それにしてもこれで完全に安心だな」

			「……おい、小僧。無理矢理口に詰めるな。我(わが)輩(はい)も腕のひびが消えているのを見て、この石の効果は分かったわ！　もう少しゆっくり食わせろ」

			「ああ、悪い悪い。早く食わせないとまずいと思って焦(あせ)っちまった」

			「ふん、分かればいい……まだ余っているではないか。どうせなら全部食わせろ」

			　ガイは俺からかばんを引ったくり、残り全部を口の中に入れる。

			　気に入ったのだろうか、ガーゴイルの味覚など分からんからなんとも言えない。

			　ガイはロックイーターのようにボリボリと魔(ま)鉱(こう)石(せき)を食べ、全部飲み込んでしまった。

			「おいおい、食いすぎだろうに。大丈夫かよ」

			「ふむ……なかなか美(う)味(ま)かったな。ぜひまた持ってきてほしいものだ」

			　どうやら魔(ま)鉱(こう)石(せき)を気に入ったらしい。

			　もう、取りになんていかんぞ面倒臭い。ガイからかばんを受け取り中を確かめる。

			　中にはまだ、薬の材料となる薬草が入っているはずだ。

			「ん……？」

			　薬の材料が入った袋以外にも、かばんの奥に何か入っている。

			　気になって取り出してみると、爪(つめ)のようなものが出てきた。

			　魔(ま)鉱(こう)石(せき)と同じような色をしているが。

			「む、まだ余っていたのか、よこせ！」

			「あ、ちょっと待て」

			　ガイは俺の制止を無視し、口に含んでしまった。

			　たぶん、あれは魔(ま)鉱(こう)石(せき)じゃなくて突然変異したロックイーターの爪(つめ)だろう。

			　戦いの最中で取れたものを間違って持ってきてしまったようだ。

			　……爪(つめ)ぐらいならばれないかな、心配だ。

			「これは一段と違う味が……なんだ、身体が熱いぞ!?」

			「だからちょっと待てって言っただろ。それ魔(ま)鉱(こう)石(せき)じゃねぇんだよ！」

			　いったい何が起こるのかと思い、ガイを見守る。

			　すると、失ったはずの片腕と翼の部分がゆっくりと隆(りゆう)起(き)していく。

			　ガイは熱い熱いとのたうちまわっているが、俺はその現象をまじまじと見ていた。

			　やがて、隆(りゆう)起(き)が終わると完全に腕と翼が再生していた。

			「……」

			「……」

			　お互いに言葉を失ってしまった。ガイも俺も先ほどまでなかったはずの片腕と翼を見る。

			「……深く考えるのはやめよう。時間がないし俺、まだ行くとこあるから、じゃあな」

			　戸(と)惑(まど)いつつ、まだ何が起こったのか理解できないガイを残し、俺はこっそり部屋を出た。

			　そして、同じように姿を隠し、アクアレイン家の屋敷に潜入。

			　嗅(きゆう)覚(かく)を強化してシークを見つけた。

			　ティールちゃんが寝ている部屋で椅子にもたれかかるようにして寝ている。

			　容体が悪化したらすぐに処置できるようにか、それとも心配からか。

			　どちらにしろ、偉(えら)いぞシーク。

			　心の中で褒(ほ)めつつ、薬を調合してもらうために叩き起こす。

			「う〜痛いよ……誰？」

			「静かにしろ。俺だ俺」

			「あれ、隊長その姿は……ってまだ夜中だよ〜お休み」

			「寝るな！」

			　寝ぼけていないかとてつもなく不安だったので水をかけ、強制的に目を覚まさせて事情を説明する。

			　眠そうに目を擦(こす)ってはいたが、材料を持ってきたことを伝えると薬を調合してくれた。

			「調合できたよ」

			「よし、飲ませよう。一刻も早くだ」

			　俺は念のために姿を消して、シークがティールちゃんに薬を飲ませる。

			　心なしか表情が穏やかになった気がするな。

			「シーク、俺は怪しまれないように帰るからな」

			「うん。ティールちゃんに聞かれたら、さっきの薬は栄養剤だって言っておくから。バイバ～イ」

			　俺は魔法で姿を消して、空を飛び、急いでセシリア達が泊まっている宿に戻る。

			　村から少し離れたところに降りて、角と翼を処分し、いつもの姿になると、もう日が昇りそうになっていた。

			「やべっ、急がないと！」

			　姿を消して気づかれないように宿に入る。

			　部屋に入ると、まだクレイマンは布団を抱きしめて寝ていた。

			　そんなクレイマンを尻目にベッドに潜(もぐ)りこむ。

			「疲れた……ようやく寝られる……」

			　すぐに俺は夢の世界に旅だっていった……が。

			「ヨウキ様、ヨウキ様。起きてください」

			「う〜ん、あれ？　ソフィアさんがなんで俺達の部屋に……」

			「ヨウキ様と夫がなかなか起きてこないので、起こしに参りました。早くミネルバに帰りたいとのことでしたので、馬車の準備もできております」

			　昨日そんなこと言っていたな、俺。

			　もう急がなくていいのだが……事情を説明するわけにもいかないので急いで仕度をする。

			　ちなみにクレイマンは普通に叩き起こされていた。

			　寝ぼけてまだ夢の世界にいると思ったのか、ソフィアさんに抱き着いていたな。すぐに吹っ飛ばされていたけど。

			　何はともあれ、すぐに馬車に乗って出発したのだが。

			「ヨウキさん、大丈夫ですか」

			　セシリアの声が聞こえる。隣に座っているのだから当たり前か。

			　馬車の揺れによって俺の首がかくかく動いているのが分かる。

			　理由は簡単、眠いからだ。

			「おいおい、昨日ちゃんと寝なかったのか？　何夜(よ)更(ふ)かしなんかしてんだ、まったく」

			「寝坊したあなたが言えるのですか」

			　クレイマンとソフィアさんが夫婦(めおと)漫(まん)才(ざい)をしているが、それを見ても笑えないしツッコミも入れられない状況だ。

			「ごめん、寝かして……」

			　俺はそのまま横に倒れて寝てしまった。

			　目が覚めるとセシリアの顔が上にあることに気づいた。

			　寝起きで意識がまだはっきりしてはいないがとりあえず、起き上がる。

			「ようやく、起きましたね。もうミネルバに着きますよ、ヨウキさん」

			　どうやらだいぶ馬車の中で寝ていたようだ。

			　まあ、昨日ほぼ徹夜したようなものだからな。

			　それにしてもなぜ、クレイマンは俺を見てニヤニヤしているのだろうか。

			「お前もずいぶんといいご身分じゃねぇか。令嬢のファンに刺されても知らねぇぞ？」

			「いきなりなんだよ……俺なんかしたか？」

			「……今までずっとセシリア様のひざの上で寝ておられました」

			「マジですか」

			　好きな子にひざ枕(まくら)とか俺もついにリア充に……なんて一瞬考えるが、すぐに止める。

			　確かさっき俺は倒れるようにして寝てしまったから、気を遣わせたのかもしれない。

			「私はそんなに気にしていませんから大丈夫ですよ。それに昨日はいろいろありましたから……ね」

			　セシリアが目配せをしてきた。

			　おそらく、俺が昨日の夜に飛び回っていたことを言っているのだろう。

			　……ご褒(ほう)美(び)として受け取っておこう、うん。

			　ガイの身体はなおったし、シークに任せておけばティールちゃんも大丈夫だ。

			「よし、帰って寝るかな」

			「なんだ、お前まだ寝るのか？　俺以上のぐうたらだな」

			「ほっとけ」

			　俺とクレイマンのやり取りに女性陣二人が笑う。

			　このメンバー案外いいかもしれないな。

			　揺れ動く馬車の中でそう思い、帰路についた。

			　

			　翌々日、早速元気になったガイとティールちゃんの姿があった。

			「良かった、良かったです。守り神様！　守り神様が大変だったというのに私は来られずに」

			「娘も危険な状態だったのだ。気を遣うな。むしろ、娘の体調が悪い時にいらぬ心配をかけたな。済まない」

			「そんな、守り神様が謝ることなどありません」

			「ふ……ならば、お互いに負い目を感じる必要はあるまい。こうしてまた話せるとは思っていなかったからな」

			「はい、私もです。守り神様の傍にいられて、一緒に話すことができて嬉しいです」

			「ああ。本当に小僧には感謝せねばならないな。いや、小僧だけではなく、僧(そう)侶(りよ)の娘と羽の小僧にもな」

			「はい。セシリア様とシークくんには私からお礼を言っておきます。守り神様の分まで」

			「ふむ、分かった。では、小僧、助かった。礼を言う」

			「私からも、ヨウキさん。ありがとうございました」

			　二人から頭を下げられる。

			　頑張ったかいがあったものだと思いたいが。

			「……二人とも、とりあえずおはよう」

			　そして、朝っぱらからごちそう様と言ってやりたい。

			　さっきから、寝ているふりをしていたが限界だ。

			「む、そうだな」

			「そうだなじゃねーよ！　ティールちゃん、いつからいたの？」

			「二時間くらい前からです。昨日は外出許可が出なくて、朝一で守り神様に会いにきました」

			　病弱な身体のどこからそんな行動力が湧(わ)いてくるか不思議だ。

			　部屋のカギは閉めていたはずなのに、ガイの奴が開けたのか。

			「二時間前？　さっき感動の再会みたいな空気出していたのに!?」

			「二時間泣きながら私が守り神様に抱き着いていました。守り神様も抱きしめ返してくれて」

			「おい、ティールその話はするな」

			　俺が寝ている間に何をやっているのか。

			　ガイはティールちゃんの口をふさいでいて、ティールちゃんは抱きしめてもらっていると勘違いしているのか、頬(ほほ)を赤らめて身を任せているぞ。

			「俺、出かけるわ」

			　さっさと身だしなみを整え、貴重品を持ち、部屋を出る。

			「待て小僧。話を」

			　バタンと俺はドアを閉めた。

			〈『勇者パーティーにかわいい子がいたので、告白してみた。』③へ続く〉

		

	
		
			番外編　祭りに行ってみた

			　

			「は、祭り？　パーティー？」

			　ギルドに依頼を受けにきたのだが、クレイマンから思わぬ情報を聞いた。どうやら、近々勇者パーティーが催(もよお)す祭りのようなものがあるらしい。

			　もう魔王を倒してずいぶん経つし、凱(がい)旋(せん)やらパーティーやらは充分やったと思うのだが。

			　なぜ、今になって祭りなんてやるんだ。

			「おう。なんでも他の国のお偉(えら)いさんも来るんだとよ。魔王を倒してからは、自国でどんちゃん騒ぎしたり、後始末に追われてたからな。落ち着いてきた今だからこそ、各国で腹の探(さぐ)り合いをしようって魂(こん)胆(たん)じゃねーのか？」

			　だるそうに言っているが、的外れなことは言っていないな。

			　むしろ、それが正解だと思う。

			「ふーん、何か面白いこととかあるのか？」

			「さあな。商人達が来て店を開いたりとかだと思うぞ……そういや、有名な、なんちゃらっていう画家が勇者パーティーの面々の絵を描く催(もよお)しがあるとか」

			「マジか」

			　セシリアの絵も描くのかな。

			　有名な画家が描くのなら、それはもう魅力的にセシリアが描かれるのだろう。

			　今から祭りとやらが楽しみだ。

			「ま、騒ぐなら盛大に騒いでくれればいいんだけどな。その分、ギルドに来る人間が少なくて、俺が楽できるからよ」

			「クレイマンは、祭りの当日、休み取らないのか？」

			　俺とクレイマンが最初に出会った時にパレードをやっていたな。

			　確か、ギルドの職員がクレイマンを残して全員休むということをしていた。

			「今回も俺は留守番だ。どうせ依頼を受けにくる奴なんていねぇだろうしな。だらけさせてもらうぜ」

			「おいおい。まさか、またクレイマン以外の職員全員休みとかか？」

			「おう。他の奴らは勇者様を見たいらしいからな。もちろん、他のパーティーメンバー目当ての奴もいるぞ……アクアレイン家の令嬢もな」

			「ニヤニヤすんな」

			　今の発言は俺にけんかを売っているな。

			　完全に他人事みたいな言い方だ。

			　腹立たしい、仕返しの手はないか。

			「今の発言、ソフィアさんに言っとくわ。クレイマンがセシリア目当ての男達が祭りに乗じてうじゃうじゃわくなと、ニヤニヤしながら言ってたって」

			「おい待て、止めろ。そんなこと言ったら、ソフィアに何をされるか。つーか話をねじ曲げすぎだろ。そこまで俺は言ってねぇよ」

			「それじゃあ、貴重な情報を貰ったことだし。今日は依頼止めとくよ。またな、クレイマン」

			　俺は席から立ち、後ろ手バイバイでクレイマンに別れを告げる。

			　クレイマンから抗議が聞こえてくるが知らないな。まあ、安心してくれ。

			　セシリアに下(げ)卑(び)た視線が集まるかもしれないのに、それをネタにするほど俺は馬(ば)鹿(か)じゃない。ソフィアさんには何も言わないさ。

			「それにしても絵か……かっこいいなぁ。羨(うらや)ましいなぁ」

			　有名画家に絵とか、本当に偉業を成し遂げた人って感じだよな。

			　魔王を倒し勇者パーティーの一人、セシリア・アクアレインて感じで語り継がれていくのだろう。

			「よし、ここはおめでとうと言うべきだ」

			　祭りについての話も聞きたいし。早速、セシリアに連絡をとり、後日会う約束をした。

			　約束の日、お土産(みやげ)片手に屋敷に到着する俺。

			「祭りで有名な画家に絵を描いてもらえると聞いたよ。すごいな。あ、これお土産(みやげ)」

			「いえ、そんな大したことではありませんよ……あ、ありがとうございます」

			　セシリアにお土産(みやげ)であるお茶菓子の入った袋を渡し、椅子に座る。

			　セシリアは二人分の紅茶を入れて、お茶菓子を開け、てきぱきとティータイムの準備を整えた。

			「相変わらず手際がいいね」

			「ふふふ、ありがとうございます」

			　優雅に紅茶を飲むセシリアの姿を見る。これは絶対、絵になるよな。

			「……どうかしましたか？」

			　俺が紅茶を飲まずにセシリアを見ていたためか、疑問に思われたらしい。いつもなら、美(う)味(ま)い美(う)味(ま)いとお茶菓子に手をつけて紅茶をがぶがぶ飲んでいるからな。

			「いや、絵になるなあと」

			「なっ、止めてくださいよ、もう……」

			　どうしたのか、顔を真っ赤にするセシリア。そこまでまずいことを言っただろうか。

			「気に触ったかな？」

			「いえ、気にしないでください。ただ、先ほどヨウキさんが言った通り、近々、開催される祭りにて肖(しよう)像(ぞう)画(が)を描いていただけることになっておりまして。実は緊張しているんですよ」

			「緊張？」

			「はい。肖(しよう)像(ぞう)画(が)なんて描いてもらえるのが初めてで」

			「意外だな。貴族って自分の絵を結構描いてもらっているイメージがあったのだけど」

			「私はあまり、描いてもらう機会もなかったですし、描いてもらおうとも思わなかったので」

			　せっかくかわいいのに、もったいない。

			　しかし、後世に残る絵だ。緊張したままはまずいだろう。

			　緊張していてカチカチよりも、自然体なセシリアの絵が残ってほしい。

			「セシリア、特訓をしよう」

			「え、特訓ですか？」

			「ああ。本番で緊張してしまわないように、モデルの特訓をしよう」

			　俺は一度、屋敷を飛び出しミネルバで画材を購入する。

			　店主から「あんたもかい、頑張りなよ」と言われた。

			　なんのことかと思ったが、気にしている暇(ひま)もないため、「大丈夫、俺ならいける気がします」とノリで答えて、店を出た。

			「ただいまっ」

			「早いですね……その行動力にはいつも驚かされます」

			　やりたいことはすぐにやりたいからな。立ち止まらないのが俺だ。

			　かっこいい台詞(せりふ)だけど、今の状況で言うと苦笑いされそうなので、口に出さない。

			「部屋を汚さないように、シートみたいのも買ってきた」

			「お母様に相談したところ、庭でやるようにと言われました」

			「そっか。そりゃそうだよね」

			　絵の具とか使うし、万が一にも部屋を汚したらソフィアさん達大変だしな。

			「庭に移動しましょうか」

			「そうだね」

			　俺は買ってきた画材道具を、セシリアはポットにカップ、お茶菓子を入れたバスケットを持って、庭へと移動した。

			　幸いにも快晴で、風も吹いていない。

			　絵を描くにはもってこいだ。

			「よし、じゃあ始めようか」

			「私はどうすれば良いですか？」

			「そうだな……椅子に座ってもらえる？　立ちっぱなしは辛いだろうし」

			　セシリアに立ちっぱなしで絵のモデルなんてさせていたら、ソフィアさんに何をされるか。

			　ま、ソフィアさん以前に椅子に座ってもらう予定だったけど。

			「分かりました」

			「もちろん、動くなとは言わないから。全然、自由にしていていいよ」

			「……それで絵が描けるのでしょうか」

			　セシリアが心配そうに見つめてくる。大丈夫だ、俺に不可能なんてないはず。

			　俺は真剣な眼差しでセシリアを見つめ、筆をスケッチブックに走らせる。 自由に動いて良いと言ったのに、気を遣ってか、セシリアは動かずにモデルをしてくれた。

			　セシリアのモデルの練習だったはずが、俺の方がマジになっている。

			「俺、絶対に上手く描くから」

			「期待していますよ、ヨウキさん」

			　描き始めた時は、絶対に上手く描く。そう思っていたが、俺は忘れていた。俺の美術センスに関する問題を。

			　時間をかけ、描き終えた俺はスケッチブックを見つめる。良いとは思う。思うのだけど何かが違う気がする。

			　パッと見「セシリア？」って感じだ。

			「描き終えましたか？」

			　セシリアが椅子から立ち上がり、こちらに来る。

			　スケッチブックの絵を見て、沈(ちん)黙(もく)。

			　頼むから無言だけは止めてほしかった。

			「ガイの時と同じリアクションだな」

			「え、えっと……すみません」

			　好きな子に気を遣わせる。緊張しないためにモデルの練習をしていたはずだ。

			　どうして、こんな変な空気に場が包まれているのか。

			「セシリアが謝ることじゃないよ。俺にセンスがないだけだし」

			「そんなことありませんよ。ヨウキさんは、その……個性的なんですよ」

			「ぐふっ!?」

			　今度は好きな子のフォローでとどめを刺された。思わず、むせてしまい咳き込む。

			「くっ、このままでは終わらん。終わってたまるか」

			　セシリアに情けない姿を晒(さら)したままで終わることなどできない。厨(ちゆう)二(に)スイッチ発動だ。

			「ああ、もうヨウキさんを止められない気がします……」

			「安心してくれ、セシリア。俺は諦(あきら)めないから」

			「何をですか？　もう、主(しゆ)旨(し)がずれてますよ」

			　やれやれという感じだが、それでもセシリアは付き合ってくれる。

			　ならば、相応の結果を出さないとな。

			　スケッチブックをめくり、筆を持つ。

			「イメージだ、イメージをするんだ」

			　ガイの土魔法によるコーティングが上手くいった時。

			　時間をかけず、無心で造ったことを思い出す。

			　ただ無心といってもある程度のテーマは決めていたはず。

			　テーマのみを決めて、あとはささっと描いてしまおう。

			　セシリアを描くにあたってのテーマ。

			　リアルに描いて失敗したので、いっそのことデフォルメタッチの二頭身でいこう。

			　厨(ちゆう)二(に)スイッチは入れたままで、無言で筆を走らせる。

			　セシリアは椅子に座り直し、絵の完成の行方を見守ってくれた。

			　先ほどの半分の時間で描き終える。

			　スケッチブックにはかわいらしい二頭身キャラのセシリアが描かれていた。

			「よっしゃー！」

			　満足行く作品ができ、吠える。

			　これならセシリアにも見せられるレベルだろう。

			「上手く描けましたか？」

			　集中していたからか、それとも喜びのせいか。

			　セシリアが近づいてきていたことに気づかなかった。

			　後ろからスケッチブックを覗(のぞ)き込んでくる。

			　驚いて声をあげそうになったが、密着状態によりドキドキし言葉を失ってしまった。

			「これ、私ですか!?　すごくかわいらしく描いてもらえて、嬉しいです」

			　喜んでくれるのはこちらとしても嬉しいのだが、一度離れてほしい。

			　セシリアから良い香りがして、ドキドキがさらに増してきた。

			　今、俺の心臓はやばいと思う。

			「あ、ありがとう……」 

			　絞り出すように感謝の言葉を述べる。厨(ちゆう)二(に)スイッチは完全にオフだ。

			　冷静に、冷静になれ俺と何度も心の中で唱えていると、セシリアが離れる。

			　ほっとしたような、残念なような複雑な気持ちが俺を襲ってきた。

			　楽しそうな笑顔を思い出すと胸が躍(おど)る。

			　……もっとセシリアに喜んでもらいたいな。

			「よし、勇者パーティー全員を描いてみようか」

			「え、勇者様やミカナにレイヴンさんをですか？」

			「ああ。セシリア以外もチャレンジしようと思う」

			　俺は筆を片手にスケッチブックと向き合う。大事なのは、イメージだイメージ。

			　まずは、ユウガからだな。

			　奴のイメージなど、深く考えるまでもない。

			　速攻でテーマを決めた俺は絵も短い時間で描き上げた。

			「ヨウキさん、勇者様の周りにいる女性達は誰でしょうか」

			「俺が適当に描いた、モブ」　

			　ユウガはハーレムを意識して描いてみた。テーマは女性の中心にいることだ。

			「では、なぜメインの勇者様がこんなに小さいのですか……」

			「ちゃんとセンターにいるからいいじゃないか」

			　真ん中にいて、リーダーっぽい感じだろ。

			「端にいる女性達の方が大きく描かれている時点でもう……でも、存在感は勇者様が一番ありますね」

			「そうなんだよなぁ」

			　適当、いや、力を抜くことが俺にとっては重要な美術作業。

			　この絵で一番手を抜いたのが、小さくてどうでも良かったユウガなわけで。

			「小さくても存在感はなくさないか。さすが、勇者だ」

			「絵に関してはヨウキさん次第だと思いますが」  

			　セシリアから突っ込みを受け、そうだなと笑う。

			　描き続けて疲れたので、小休止を取る。

			「もう、モデルの練習からすっかり離れちゃったな」

			「最初に緊張感を味わうことができましたし、大丈夫です。それに、慣れすぎるのも、良くないでしょうし」

			「多少の緊張感も大事ってことか」

			　雑談をしつつ、お茶菓子を食べる。そもそも一度ふざけちゃった俺に緊張感なんて持てないよな。

			「じゃあ、本番になったら俺が描いた絵を思い出してほしい、和(なご)むと思う」

			「和(なご)むだけで済めば良いのですが……」

			　口を押さえて俺から目を逸らすセシリア。

			「あー、リラックスを通り越して笑っちゃう感じ？」

			「……すみません」

			　やめてくれ、申し訳なさそうな顔をするのは。

			　こんな感じの扱い受ける奴って大(たい)概(がい)、友達以上にはなれないパターンな気がする。

			「いやいやいやいや！」  

			　今、自ら負けを認めるようなことを考えてしまった。

			　勝ち負けとかじゃないけども、俺にだって面白さ以外の魅力があるはずだ……はずだ！

			「どうかしましたか？」

			「なんでもない。さあ、休憩終了。次のターゲットに移るぞ」

			　ペンを持ち、スケッチブックと向かい合う。

			　次はミカナを描こうと思い、イメージを開始。

			　ツンデレ、一途、ダメ野郎を好きになる、かな。

			　派手な魔法を放ちまくるようなイメージがあるが、あえて違う方向に持っていこう。

			　セシリアは絵に期待してくれているみたいだし、全力で頑張……いや、全力で力を抜こう。

			　ユウガよりも、少しだけ時間をかけて完成させた。

			「どうだ！」

			　じゃんっという効果音がなりそうな感じで、セシリアに見せる。

			「ミカナですね。普段とは違った雰囲気を感じます」

			「だろ、だろ!?　セシリアなら理解してくれると思ったよ」

			　線を細くし、儚(はかな)げな感じに仕上げたミカナは、どこぞの文学少女のよう。 ガイに会っていないティールちゃんに近い感じだ。

			「こんなことを言うと、ミカナに失礼かもしれませんね」

			「まあ、絵だし。悪いことは言ってない」

			　ただ、普段のイメージにはそぐわないよなっていう話だ。

			　普段のミカナを描くなら、ガイに会ったティールちゃんを思い出しながら描くぞ。

			「これ、勇者様に見せたらなんて言いますかね……」

			「すっげぇ、デリカシーないことを直球で言いそうだよな」

			　ミカナだけどミカナじゃないみたいだ、とか言いそう。

			　ユウガは言葉を柔らかくして伝える特技を習得していないと思う。

			「そもそも、見せる機会がないですし、大丈夫ですね」

			「そうだな」

			　俺はぺらりとスケッチブックのページをめくる。最後はレイヴンだ。

			　ミカナ同様、ちょっと描き方を変えてみよう。

			「最後はレイヴンさんですね。騎士団長を務めていますし、オーラとか感じる絵にするんですか？」

			　セシリアが俺の描く絵に興味を持ってきてくれたのか、意見をくれる。

			　せっかくのリクエストだし、応じようじゃないか。

			「よし、決まった」

			　俺は無心で、いや、決めたテーマだけを考えて筆を走らせる。

			　今日描いた絵の中で一番時間をかけ、完成させた。

			「やっと、できた……」 

			　疲れからか、俺は椅子にもたれ掛かる。

			「あ、終わりましたか？」 

			　セシリアは読んでいた本を閉じる。

			　時間がかかりそうだと伝えると、部屋から数冊の本を持ってきて読書していたのだ。

			「今日一番のお気に入りかも。ぶふっ」

			　デフォルメセシリアも捨てがたいが、このレイヴンはやばい。

			　自分で描いたくせに笑いをこらえられない。

			　左手で口を押さえつつ、空いている右手でセシリアにスケッチブックを渡す。

			「えっ!?」

			　セシリアが目を丸くしている。

			　笑いではなく、驚きの方が強いらしい。

			「オーラ出てるよな」

			「これは私の想像していたオーラとは違うものです……」

			　セシリアの言っていたオーラというのは、団長としての風格とかそういった類いのものだったのだろう。

			　しかし、俺が描いたレイヴンはセシリアの想像の斜め上。

			　鎧(よろい)姿で剣を抜いたレイヴン。後ろ姿で顔だけこちらを向いている。

			　その横顔は怒りと悲哀の混じった表情。

			　空は雷(らい)雲(うん)が支配しており、ひび割れた大地に一人立つ姿は、どこぞの世紀末覇(は)者(しや)を思い浮かべる。 

			「めちゃくちゃかっこいいよな？」

			「これはレイヴンさんではないと思います」

			「そ、そんな!?」

			　やはり、俺は時間をかけて描いてはダメなのか。これでも勢いに任せて描いたのだが、何がいけなかったのだろう。

			「……魔王を倒した強者という点では、評価できるかもしれません。そう思えば、ありかもですね」

			「よし、ありだな」

			　セシリアがありと言ったのでありだ。

			「お嬢様、夕食のお時間ですが」

			「あ、わざわざすみません、ソフィアさん。今、向かいます」

			「え、もうそんな時間!?」

			　慌てて空を見るとすっかり茜(あかね)色に染まっている。さっきまで青かったのにいつの間に。

			　ソフィアさんがセシリアを呼びにこなかったら、俺の感覚はずれたままだったかもしれない。

			「まさか、気づいていなかったのですか」

			「集中って怖いな。ごめん」

			　急いで後片付けをする。夕食時にやっと帰るとか失礼だよな。

			「よろしければ、ご一緒にどうですか」

			「え、嘘(うそ)。いいの？」

			「はい。大丈夫ですよね、ソフィアさん」

			「……はい。ただちにご用意いたします」

			　そう言い残し、ソフィアさんは屋敷の中に消えていった。

			　そんな簡単に一人分の料理を用意できんの？

			「では、私達も行きましょう」

			「え、今ソフィアさんが屋敷に戻ったばかりだけど」

			「大丈夫ですよ。早く行かないと料理が冷めてしまいます。それにせっかく呼びにきてくれたソフィアさんにも失礼ですから」

			「あ、うん。分かった。画材とかは……」

			「まとめて置いておけば大丈夫です。さあ、行きましょう」

			　セシリアに手を引かれ、俺は屋敷に入っていく。まさか、屋敷で一緒に夕食を食べられるとは。美(う)味(ま)い料理にセシリアとか、天国だろ。

			　実際に夕食の場は天国だった。

			　セシリアとセリアさんと俺の三人で食事。周りの使用人の方々からの視線には緊張した。

			　しかし、セリアさんに弄(いじ)られたおかげで、戸(と)惑(まど)いはしたが緊張がほぐれた。

			　俺の緊張がほぐれたと見るや、今度はセシリアを弄(いじ)っていたな。

			　弄(いじ)られて照れるセシリアも見れて、本当にご馳(ち)走(そう)様です。

			「いただきま〜す」

			「お前は相変わらずマイペースだな」

			　三人で食事をしていると遅れてシークがやってきた。

			　マナーを守って食事するシークに絶句。

			「シークくんにはテーブルマナーをしっかり教えたから。覚えがよくて私びっくりしたわ」

			　セリアさん、よくシークにテーブルマナーなんて教えられたな。　

			　やだ〜とか疲れた〜とか言わなかっただろうか。元隊長として心配だ。

			「ところで、セシリア。祭りの日って忙しかったりするの？」

			「はい。各国から来て下さる方々への挨(あい)拶(さつ)。それから治療院に神殿、孤(こ)児(じ)院(いん)の方にも顔を出そうと思っています」

			「た、大変だな……」

			　あわよくば、祭りを一緒に楽しもうと思ったが無理っぽい。

			　まあ、勇者パーティーは主役だしな。

			　いろいろなイベントがありそうだし。

			　いっそのこと全部ユウガに任せてしまえばいいのではないだろうか。

			「そうですね。当日から一週間ほど、忙しい日々が続くかと思われます」

			「本当に大変だな……」 

			　差し入れに甘い物でも持っていこうかな。

			「ヨウキくんはお祭りの夜は予定があるかしら？」

			「祭りの夜は何もないです」

			　何もないからセシリアを誘おうとしたし。

			　予定ができるとしたら、ぼっちでギルドに留守番予定のクレイマンの所へ行くぐらいだろう。

			「実は屋敷でちょっとしたパーティーでも開こうかなって思っているのよ」

			「パーティー？」

			「ええ。パーティーとは言っても、身内だけでやる小規模なものだけど。良かったら来ない？」

			「俺が行っても良いのでしょうか」

			　貴族がやるパーティーとか敷居が高い気がする。俺、パーティーに着ていけるような服も、持ってないし。

			「身内だけでやるから大丈夫よ。家の使用人達も参加するんだからね」 

			　周りをちらりと見ると全員……じゃないな。

			　ソフィアさん以外の使用人全員が動揺しているっぽいぞ。

			　聞いてない聞いてない、みたいな。

			「お母様、私、初耳なのですが」

			「そうだったかしら？」

			　とぼけるセリアさんだが、目がマジな気がする。 この人本気でパーティーやろうとしているよね。 

			「奥様、皆が動揺しております。お戯(たわむ)れもほどほどに……」

			「あら、私は本気よ」

			「かしこまりました。後ほど準備について会議をします」

			「よろしくね」

			「今、決まったんですね」

			　もうこうなったら止められない気がする。

			　使用人はもう表情が戻って、仕事モードだ。切り替えが早いな。慣れているのだろうか。

			「ヨウキさん、パーティーには参加しますか？」

			「あ、うん。行く」

			「では、当日お待ちしております」

			　俺もセシリアも切り替えが早いけど。

			　夕食も食べ終わり、これ以上の長居は本当に迷惑になるので、宿に帰ることにした。

			「夕食ご馳走様でした」と頭を下げると、使用人全員に礼をされてびびる。

			　全員ソフィアさん直伝なのか、息が合いすぎていたことがびびった要因かもしれない。

			「隊長〜、忘れ物だよ〜」 

			「お、悪いな」

			　庭に置きっぱなしにしていた画材道具。

			　わざわざ持ってきてくれるとはな。

			「よしよし。お兄さんがお小遣いをやろう」

			「ヨウキさん、その言い方は怪しいですよ」

			　セシリアのツッコミを受けつつ、シークに小遣いを渡す。

			　祭りの時にでも使いなさいという気持ちを込めていたりする。

			　渡した金額は串焼きが二十本買えるぐらい。少なすぎず、多すぎずの金額だ。

			「わ〜い。隊長ありがと〜」　

			　渡した金を握りしめ、シークは屋敷に消えていった。

			「では、ヨウキさん。お祭りの夜に会いましょう」

			「ああ、うん。それじゃあ、また」

			　セシリアに別れを告げて、俺は宿に帰った。

			　パーティーのための服を用意したり、誰かさんのお願いを聞いたりするうちに、祭り当日がやってきた。

			「華やかだなぁ」

			　俺は一人、街をふらふらと歩いてみると、王都ミネルバは、普段とは違った姿を見せていた。 

			「人も多いな。犯罪とかは……って、大丈夫か」

			　至る所に騎士の姿が目に映る。

			　今日はいつもより見回りを強化しているのだろう。

			「自衛している店もあるな」

			　ギルドで雇ったのであろう冒険者が、店の奥に控えている様子がちらほらと見受けられる。

			「違う国の人達も結構来ているな」

			　変わった格好をした人と何度もすれ違ったし。

			「お兄さん、お兄さん」

			「ん？」

			　露店やすれ違う人を観察していると声をかけられた。

			　身なりから露店を出している商人の一人だろう。 

			「実は掘り出し物があってね。見ていってくれよ」

			「珍しい物には興味があるな」

			　それが俺の厨(ちゆう)二(に)心をくすぐるものなら、なおさらだ。

			「では、こちらに。店はすぐそこです」

			　リヤカーを使った移動式らしい。

			　確かに、珍しそうな物を売っていそうな雰囲気はある。

			「で、オススメは？」

			「はい。こちらでございます」

			　商人が出してきたのは茶葉だ。俺に茶葉とはこの商人も面白いことをする。

			「俺が紅茶を飲むような人間に見えるか？」

			　飲んでいるし、人間でもないけど。

			　自分の返しに嘘(うそ)しかなくて笑いそうになる。

			「いえ、確かにお兄さんが紅茶を普段から飲むようには見えませんよ。お兄さん、見たところ冒険者ですよね？」

			「まあ、な」

			　それっぽい格好をしているし、誰でも分かるだろう。

			「この茶葉はね。あの勇者パーティーの一人、セシリア・アクアレイン様御用達の茶葉でございまして」

			「はぁ!?」

			　胡(う)散(さん)臭(くさ)いことを言い出したな。

			「確かに疑う気持ちも分かりますよ。ですが、私独自のルートで調べましてね。この茶葉をセシリア様が好んでいると情報を掴(つか)んだもので。良かったら試飲してみてください。そこらの茶葉とは違いますぜ」

			「……ふぅん」

			　リヤカーに用意していたのか、紅茶を渡される。毒とか入ってないだろうな。

			「大丈夫ですぜ。ほれ」 

			　商人はリヤカーからポットとコップを取り出し、紅茶をコップに注いで飲んだ。

			「なるほど。悪いが念のためにポットから飲むよ」

			「お兄さんも疑い深いね」

			　ポットから直接口に紅茶を注ぐ。

			　確かに変わった味かもしれないが。

			「これは違うだろ」

			　そこまで紅茶に詳しくない俺でも分かる。

			　セシリアからこんな味がする紅茶を入れてもらったことはない。

			　香りも違うし、入れる人の腕にもよるらしいが。 

			「ちょっと、お兄さん。いちゃもんつけないでくださいよ」

			「いや、絶対に違うって」

			「なら、違うって証拠はあるのかい」

			　商人の目の色が変わる。これは、クロかもしれないぞ。

			「使っているって証拠もないだろ」

			「……そうだよねぇ。済まないね、お兄さん。こういう物を売る時は信用が大事だからね。今回は縁がなかったってことで」

			　商人はそそくさと片付け、移動の準備を始めている。

			「待てよ、そんなに早く移動するのか」

			「ええ。人の流れにのらないと。何のために移動できるリヤカーにしたのか分かりませんから」

			　こいつ……俺から逃げようとしているな。

			　しかし、証拠がない以上引き留められない。

			　騒いだらすぐに騎士が飛んでくるだろうし、どうするか。

			「これは、お嬢様が使用している茶葉ではございません」

			「は？」

			「へ？」

			　俺と商人が話している場に第三者の声が聞こえた。

			　振り向くと、ソフィアさんが立っていて、いつの間にとったのか。

			　リヤカーにあったはずの紅茶が入ったポットを持っている。

			「飲まずとも香りで分かります。この香りは北で採れる茶葉ですね。こちらでは珍しい茶葉ですが、北の地方ではポピュラーな茶葉ですので、安く仕入れることができたでしょう」

			「ソフィアさん、すごいですね」

			　香りだけでそこまで分かるのか。

			「独特の香りがするので、分かりやすいのです。さて、お嬢様の御用達は王都の専門店。信用もあるところです。情報が漏(も)れることなどありえません」

			　ソフィアさんはきっぱりと言い切る。

			「だ、誰なんだよ、あんた。いきなり現れて、商売の邪魔をしないでくれ！」

			「これは、失礼しました。私、アクアレイン家の屋敷にてメイド長を務めております、ソフィアと申します」

			　いつ見ても綺麗なお辞儀を披(ひ)露(ろう)するな。

			　商人は顔を真っ青にしている。

			「ちくしょうっ！」

			「あ、待てこら」

			　自分が不利と悟ったのか、逃げ出しやがった。

			　セシリアの名を借りて商売とか許せねぇ。

			《瞬(しゆん)雷(らい)》を使って追いつこうとしたが、商人の逃げた先には騎士が。

			「はいはーい。止まるっすよ」

			「なっ、ちくしょう」

			「て、抵抗は止めてくださいっ」

			　どっちも知り合いの騎士だった。

			　手早く、商人を拘(こう)束(そく)し無力化する。

			「よ、お勤めご苦労さん」

			「ずいぶんと上からっすね。まあ、いいっすけど」

			「あ、ど、ど、どうも、こんにちは」

			「ああ、イレーネさんもお疲れ様」

			　相変わらず、テンパっているな。

			「いやぁ、それにしてもタイミングよかったな」

			「そこのメイドさんに通報されて来たっすよ」

			「マジか」

			　あらかじめ、ソフィアさんが呼んでいたのか。

			「お嬢様の名を使う商売など、私の前では許しません」

			「お、おお。なんか、かっこいいっすね」

			「は、はい。とても、なんだか、かっこいいです」

			　イレーネさん、頭の中で整理してから発言しようか。

			　言いたいことは分かるけど、いらない単語が混じっているぞ。

			「ところで、ソフィアさん。屋敷は？」

			「今日はせっかくの祭りです。人を多めに配置し、交代で祭りを楽しめるようにしました」

			「なるほど、それでソフィアさんは休憩中ってことか」

			「はい。……では失礼します」

			　綺麗なお辞儀を見せ、ソフィアさんは去っていった。

			「あれ、あっちは露店あんまりないっすよ？　祭りを楽しみに来たんじゃなかったっすか」

			「そ、そうですね」

			　二人が頭を傾(かし)げている。確かに妙かもしれないが、俺には分かる。

			「あっちはギルドがあるからな」

			「ギルドって……まさか、依頼を受けに行ったんすか!?」

			「んなわけあるか！　ギルドにはソフィアさんの夫がいるからな。様子を見に行ったんだろ」

			　クレイマンの奴、ぼっちで留守番をしているのだろうし。

			　今はちょうど昼時だから、何か買って二人で昼食をとるのだろう。

			「メイド長さん、結婚しているんですね。だ、旦(だん)那(な)さんもメイド長さんみたいな美人が妻だと、その、は、鼻が高いのでしょうか」

			　すごいことを聞いてくるな。

			　女の子としては気になるのかもしれないが、聞き方があるだろうに。

			「イレーネ、メイド長さんと、旦(だん)那(な)さんにそんな質問はしちゃダメっすよ」

			「な、なぜでしょうか」

			「どうしてもっす」

			　イレーネさん、テンパるだけじゃ収まらないのか。 デュークも大変だな。

			「ちなみに、質問の答えだが……」

			「答えるんすか!?」

			「冗談だ」

			　そういうことはクレイマン本人から聞いてくれ。イレーネさんとクレイマンの会話とか。

			　クレイマンがめんどいって言って、イレーネさんがテンパって負のスパイラルができそうだ。

			「冗談すか。じゃ、俺はこの詐(さ)欺(ぎ)商人を連行するっすよ。イレーネ、商人は頼むっすよ」

			「へ？　デュ、デュークさんは」

			「……俺はこのリヤカーを引いていくっす。証拠品として押(おう)収(しゆう)しないと。イレーネが引いていくっすか？」

			「わ、私は商人を連行しましゅ」

			「噛んだな」

			「う、うう……」

			「はいはい。いくっすよ。じゃあ、隊長。またっす」

			　涙目のイレーネちゃんと詐(さ)欺(ぎ)商人を引き連れ、デュークは去っていった……リヤカーを引いて。

			「ぶらぶらするかな」

			　祭りは王都全体で行われている。

			　まだまだ、異国の露店があるだろうし、面白いイベントもやっているかもしれない。

			　期待を込めて、うろうろしていると、でかい声が聞こえた。

			　何かの司会をしているみたいだ。イベントか何かだろうな。

			　声を頼りに近づくと、広場に出た。

			「さあ、皆さーん。盛り上がりましょう。司会は僕、キヒロでーす！」

			　やたらとテンションの高い司会だな。

			　司会の周りには布で覆(おお)われた、箱のような物がある。いったいなんのイベントだ？

			　野(や)次(じ)馬(うま)のおっさんに聞いてみよう。

			「あの、すみません。これはイベントか何かですか」

			「ん。ああ、兄ちゃん、騒ぎを聞いてきたのか。こいつは絵のコンテストさ」

			「コンテスト？」

			「おう。勇者パーティーをテーマに募集をかけていただろう」

			「ああ、そういえば」

			　ギルドにそんな貼り紙があったな。

			「集え、次代の星」とかよく分からんことが、でかでかと書かれていたっけ。 

			　俺が画材道具を購入した時の店主の反応もコンテストに出る参加者と思われたからだったのか。

			「今から、審(しん)査(さ)結果が発表になるのさ」

			「へぇ、そうなのか」

			「何でも、審(しん)査(さ)員の評価が高かった作品の作者には、勇者パーティーの方直々にお礼の言葉がもらえるとかって話だぜ」

			「マジか」

			　セシリアはそんなこと言っていなかったけど。

			「ま、噂(うわさ)だ噂(うわさ)。商品は出るらしいぜ」

			「噂(うわさ)かよ」

			　どこから出たんだよ、その噂(うわさ)は。

			　まあ、やることもないし暇(ひま)潰しになりそうだな。 

			「まずは、ユウガ様の絵から発表です。こちらっ！」

			　テンションの高い司会の合図とともに、箱から布を取り去る。

			　箱だと思っていたのは絵だったようだ。

			「えー、作者の方は花屋で働いているミレータさんですね。勇者様が王都を華(か)麗(れい)に走り去って行く姿を描いたようです」

			「興味ないな」

			　どうせユウガのファンの一人だろうし。

			「つーか、これって勇者パーティー、一人一人の絵が発表されていくのか」

			「みたいだな。応募数とかどんな感じだったんだろうな」

			「殺到したでしょうに」

			「だよな」

			　ハッハッハと笑いあう俺と野(や)次(じ)馬(うま)のおっさん。 なかなかに気の合うおっさんだ。

			「では、次はミカナ様の絵です」

			　先ほどと同様に布が取られ、絵が姿を表す。

			「こちらの作者はリスタフル家次男。ウィン・リスタフル様の作品です」 

			　名前からしてどこかの貴族だろう。 絵を見る限り、権力を使って評価されたってわけじゃなさそうだ。

			「ウィン様はミカナ様に助けられたことがあるらしく、その時の光景を、今回絵にしてきたとのことだ。熱いぜ、ミカナ様」

			　ミカナが杖(つえ)を掲げて、炎系統の魔法を使っているところだ。

			　いかにもミカナらしいっちゃ、らしいな。

			「あの感じはミカナ様らしくて好きだぜ！」

			「おっさん、興奮しすぎ」

			　あの司会のせいか、野(や)次(じ)馬(うま)のテンションが上がっている。

			　絵が発表される合間の言動で、観客を盛り上げているみたいだ。

			「よっしゃ。盛り上がってきているな、皆。次はセシリア様の絵だ」

			「気になる気になる！」  

			　司会は関係なしでテンションが上がった。いったい、誰がどんな絵を描いたのか。

			　布が取られて、司会が説明をする。

			「作者は酒場で働くフロアさん。なんと、孤(こ)児(じ)院(いん)出身で、自分が育った孤(こ)児(じ)院(いん)によく顔を出してくれるセシリア様に感謝を込めて描いたみたいだ。フロアさんとセシリア様に拍手を送ろうぜ、皆」 

			　パチパチと拍手をするノリの良い野(や)次(じ)馬(うま)達。

			　もちろん俺もしている。

			「あの、セシリア様が子供達と遊んでいる絵はすごいな。優しさが伝わってくる」

			「ああ、そうだな」

			　作者の感謝の気持ちも表現されていると思う、心温まる作品だ。

			「さあ、皆の心が一つになったところで最後の作品にいくぞ……レイヴン様だ！」

			　布が取られて、絵が発表される。

			「は!?」

			　出てきた絵は、俺が描いた世紀末なレイヴンの絵だった。

			　混乱する俺だが、司会は淡(たん)々(たん)と作者紹介を始める。

			「作者はミネルバのギルド所属のヨウキだ。代理の少年から、絵についてのコメントを預かっているぜ。何々……どうやら、レイヴン様のイメージを考(こう)慮(りよ)した結果、描かれたらしい。最高にクールだぜ！」

			　おい、俺はそんなコメント知らないぞ。

			　つーか、代理の少年て……そういや、あの日、画材道具をシークに渡された……な。

			「あいつかぁぁぁぁあ」 

			　帰ってからスケッチブックの中は確認していない。

			　勝手にコンテストに出すとかアホかあいつは。

			「兄ちゃん、どうした。いきなり大声だすなんて」

			「あ、ごめん、何でもない」

			　おっさんから心配されてしまった。

			　急に雄(お)叫(たけ)びみたいな声をあげたら、そうなるか。 

			「さあ、これにて発表は終了だ。司会はキヒロが最後までやらせてもらったぞ。なおなお選ばれた作品の作者には後日、描いた勇者パーティーの方からコメントが届くぞ。良かったな」

			　よくねーよ、あんな絵、レイヴンに見られたらなんて言われるか。

			　おっさんに別れを告げ、逃げるように広場から離れた。

			「あれ、絶対にまずいよな」

			　リアルに世紀末レイヴンが俺の目の前に現れる気がしてならない。

			　コメントが届くということはレイヴンもあの絵を見ることになるのだろう。

			　セシリアも一週間は忙しいと言っていたし、俺も十日ぐらい姿をくらますかな。

			「隊長〜」

			　目の前から今、俺を悩ませる元凶を作った張本人が走ってきた。

			「シークぅぅぅ。勝手に人の絵をコンテストに出してんじゃねぇぇっ！」

			「隊長が怒った〜」

			　俺が走り出すと、シークも俺から逃げるように走り出した。

			　許さん、絶対に捕まえてやる。

			　俺はぐんぐんと距離を縮めていくと、シークが路地に入った。

			　すぐさま、俺も路地に突入する。

			　そこには一番会いたくなかった相手が立っていた。

			「よ、よう、レイヴン」

			「……移動するぞ」

			　ずるずると引きずられていく俺。 セシリア、今日のパーティーは参加できないかもしれない。

			　俺は生きてセシリアに会えるのか、心配になった。

			　連行されたのは路地の奥。 助けなんて誰もこないような、目立たない場所だ。

			「……広場に行った」

			　これは絵を見たという意味だな、うん。

			　もしかしたら、違う用事かもという、砂粒くらいの希望も潰えた。

			「そ、そうか」

			「……あれは、俺か？」

			　俺が描いた絵の下には、優秀作、レイヴン様という札がつけられていたからな。

			　自分で見て、目を疑ったのかもしれない。

			「さ、さあ」

			「……作者、ヨウキと書かれていたが」

			「……」

			　何も言えないのだが、どうすれば良いのかこの状況。

			　デューク助けてくれ、頼む。

			　この状況を突破してくれそうな元部下が来てくれるように祈る。

			　すると祈りが届いたのか、こんな路地に誰かが入ってきた。

			　期待を込めて、その人物を見る。

			「……おは」

			　デュークではない元部下が立っていた。

			　おそらく、休憩中だろう。メイド服を着て、袋をいくつか持っている。

			　買い物とかぞんぶんに祭りを楽しんでいるな。

			「お、おう。ハピネス、祭りは楽しんでいるか？」

			「……なかなか」

			　嘘(うそ)つけ、その大量の袋はなんだよという話だ。

			「一人か？」

			「……シーク」

			「ああ。あいつのお守り担当か」

			　自由すぎるあいつのお守りとか大変だな。

			「……状況」

			　この状況を説明しろと言いたげだ。

			　なんと説明したらいいのか。レイヴンはハピネスが来たとたんに、無言になってしまったしな。

			「ハピネス、広場に行くぞ」

			「おい!!」

			　レイヴンが焦(あせ)ったように声を張り上げる。

			「ハピネス楽しいこと好きだよな」

			「……いまさら」

			　そんなことを聞くなということか。よし、決まりだ。

			「行くぞ、ハピネス」

			「……了解」

			「……ま、待て！」

			　レイヴンの静止を振り切り、俺とハピネスは走り出す。ハピネスはメイド服だというのに華(か)麗(れい)に人ごみの中を走り抜ける。

			　レイヴンは当然、騎士の鎧(よろい)を着ているので、目立つことを避(さ)けるためか本気で走っていない。しかも、人目の少ない場所から迂(う)回(かい)しているようだ。

			「よし、レイヴンより先に目的地に着いたな。ハピネス、あの絵をどう思う？」

			　広場に着き、俺はレイヴンの絵を指さす。

			「……隊長が、描いた」

			「ああ。描いたのは俺だ。コンテストなんて出る気なかったのに、シークが勝手に応募していやがった」

			「……悪くない」

			「だよな」

			　ハピネスは高評価みたいだ。これならなんとかなるかもしれない。

			「追いついた……が、遅かったか」

			　遅れてレイヴンが広場に到着した。もう手遅れかといった感じで落ち込んでいる。

			　そんな状態のレイヴンの鞘(さや)をぐいぐいと引っ張るハピネス。あれは、袖(そで)を引っ張るのと同じ意味合いがある。

			　簡単にいうと話を聞いてほしい時にハピネスが使う。

			「……良い」

			「あの絵がか。ハピネスには俺がああいった感じに見えているのか」

			「……ああいう、のも、かっこいいと、思うよ？」　

			　ハピネスの言葉にレイヴンが綺麗に打ち抜かれた。ズキューンという狙(そ)撃(げき)音(おん)が聞こえた気がする。

			　これで丸く収まったな。動かないレイヴン。意識はあるかと顔の前で手を振っているハピネスを残し、俺は祭りを楽しむことにした。

			　だが歩き回ってみると、露店の品はみな同じ物ばかりに見え、すぐに飽(あ)きてしまった。

			「一人で祭りを歩いているとこんなもんか」

			　お祭りってグループを作って行った方が盛り上がる気がするのは俺だけかな。

			　珍しい物があってすげーとか、異国の食べ物食べてうめーとか言っても、共感してくれる相手がいないとちょっと……。

			「のんびり歩いていけば、ちょうど良い時間になるか」

			　一度宿に戻り、昨日急いで買いに行った服に着替える。

			　どんな服を着ていけば良いのか、まったく分からなかったので、とりあえず紫色のスーツっぽい服を買った。

			　これで、正解なのかどうか知らない。

			　一応、中に白いシャツも着ているので変ではないはずだ。

			　屋敷に向かう道中でも、そこかしこでお祭り騒ぎは続いている。

			　祭りって騒ぐ口実にもなるからな。

			　こんな格好をしてどこに行くのかと、普段なら不思議がられたかもしれない。

			　今は各々で楽しい気分になっているからか、他人を見ている余裕がないのだろう。

			　変な視線をあまり感じることなく、屋敷に着くことができた。

			「ヨウキさん、こんばんは」

			「お、おう。こんばんは。お疲れ、セシリア」

			　屋敷に着くとなんと、セシリアが出迎えてくれた。

			　白いドレスに俺がプレゼントしたネックレスをつけている。

			　プレゼントしたものをつけてくれているのは嬉しい。

			　ドレスも似合っていて、これだけでパーティーに来た意味があったというものだ。

			「ありがとうございます。では、屋敷に入りましょう。準備、できていますよ」

			「分かった」

			　セシリアに連れられ、屋敷に入る。

			　俺が一番のりのようで、会場となる広間には誰もいなかった。

			「先ほど、準備が終わったばかりで、使用人の皆さんは全員着替えにいっています」

			「セリアさんは、どこにいるんだ？」

			「お母様はすぐに来ると思いますよ。着替えも終わったと言っていましたので」

			「そっか」

			　この広いパーティー会場に二人きりというのは、どうも違和感を感じる。

			　こういう時は何をすればいいのか。

			「ヨウキさんは踊れますか？」

			「え、俺？　全然」

			　生(あい)憎(にく)だが、そんなスキルは持ちあわせていない。

			　こんな感じだよねくらいも、踊れないと思う。

			「よろしければ、お教えしますよ。まだ、誰も来ていませんから」

			「お願いしますっ！」

			　深々と頭を下げる。セシリアはドレスで俺もそれっぽい服を着ている。

			　せっかく雰囲気あるし、踊れるなら、踊りたい。俺は第一に足を踏まないように注意しつつ、セシリアから踊りのレッスンを受けた。

			　姿勢に視線、手の位置に動きと細かく指摘される。

			　ましになってきたところで、ちらほらと参加者が広場に入ってきた。

			「セシリア、ようやく終わったから来たよ！」

			「ふぅ、やっとのんびりできるわね。あちこちで挨(あい)拶(さつ)したりと大変だったわ……」

			　ミカナは疲れた様子なのに、ユウガはそんな素振りを一切見せていない。

			　同じような挨(あい)拶(さつ)回りをしてきたんじゃないのか。

			　それよりも、この二人もパーティーに参加するんだな。

			　ミカナは胸元が結構開いた赤いドレス。

			　ユウガは青が基調の衣装で……かなり場慣れしているようなセンスだ。

			「こんばんは。お疲れさまです、勇者様、ミカナ」

			「うん……あれ、ヨウキくんも来てたんだ」

			「ああ、まあな」

			「ダンスは上手く踊れるのかしらね」

			　おちょくるような聞き方だ。

			　セシリアに教えてもらっていたのを知っているのか。

			　状況を見れば分かるか。

			「足は踏まない」

			「当たり前よ、そんなこと」

			　漫(まん)才(ざい)をしていると、肩を叩かれる。

			「あ、レイヴンも来たのか」

			　レイヴンも場慣れしているみたいだ。

			　騎士の鎧(よろい)ではなく、ちゃんとした、紺色の服を身に纏(まと)っている。

			「身内って、勇者パーティー全員揃っているじゃねーか」

			　俺はここにいて大丈夫なのか。

			　早く、俺以外に誰か来てくれ。

			　願いが届いたのか、使用人の人達も着替え終わったようで、広場にどんどん入ってくる。

			　セリアさんも入ってきたところで、パーティーがスタートした。

			　セシリアと一度別れ、飲み物、食べ物を手に取る。

			　ダンスのレッスンによる疲労を回復し、一息つく。

			「使用人の人も踊れるんだ……」

			「……下手？」

			「わっ!?　ってハピネスか」

			　いきなり後ろから声をかけるのはやめろというのに。

			　水色のドレスを着て、皿を持っている。

			　立食パーティーだからな、何か食べていたのか。

			「さっき、少し教えてもらったよ……俺と踊るか？」

			「……冗談」

			「鼻で笑うなよ。なら、誰かと踊ってこいよ。あそこに空いている騎士団長がいるから」

			　このパーティーに騎士団長は一人しかいないけどな。

			「……うん」

			　レイヴンの下へ歩いていくハピネス。

			　男ならエスコートしろよ、レイヴン。

			　二人の行く先を最後まで見届けずにうろついていると、いると思わなかった人物に出くわした。

			「おう。やっぱり来てたか」

			「クレイマン、ギルドはどうしたんだ」

			「いや、なんかよ。前回のパレードの時も一人で留守番だったから、夜はゆっくりしてくれって言われてよ。任せてきた」

			「へぇ。それで、ソフィアさんに連れられてきたのか」

			「まあな」

			　怠(だる)そうな感じがしないな。

			　パーティーを楽しんでいるのか、別の理由か。

			「じゃ、俺ソフィアと踊ってくるわ。こういう機会がないと踊れないからな」

			「あ、おう。じゃあな」

			　クレイマンはソフィアさんがいるであろう方向に歩いていった。

			　怠(だる)そうじゃない辺りが怪しい。

			　ソフィアさんと踊れるからか。恥をかかせないためかな。どちらにしろソフィアさん関連なのは間違いないな。

			　うろつきながら、飲み物を飲んでいるとミカナとユウガが騒いでいる。

			　何があったのか知らないが、静かにしろよ。

			「ミ、ミカナ。今、夜風を浴びに庭に行ったら、女の子がいたんだ。ずっと隅の方にいてね。どうかしたのかなと思って声をかけたら、すごく不機嫌な顔をされたんだけど。どうしてかな？」

			「さあ、分からないけど。女の子って、使用人かしら。何か悩みがあって一人になりたかったんじゃないの？」

			「そっか。何かに悩んでいて、機嫌が悪かったんだね。ちょっと、相談に乗ってくるよ」

			「ユウガ……私の話ちゃんと聞いてた？」

			　俺は飲み物を吹き出し、グラスをテーブルに置いて、庭に向かった。

			「ティールちゃん、誰かが来たら怪しまれるような行動取らないでくれ」

			「ヨウキさんではないですか。私はただ、守り神様との貴重な時間を邪魔してきた人に負のオーラをぶつけただけですよ」

			　ガイしか見えていないティールちゃんに俺は頭を抱える。

			「すまん、小僧。我(わが)輩(はい)には何もできん」

			「ああ。ガイには何かされたら、もっと困るからフォローはしなくていい」

			　地面に埋まっているガイに何もするなと釘(くぎ)を刺す。

			　そもそも、なぜガイが屋敷の庭にいるのか。

			　俺はティールちゃんが宿に訪ねてきた時を思い出す。

			　使用人は全員参加のパーティー。

			　なんとか、ガイを屋敷に連れ込めないかと懇(こん)願(がん)された。

			　俺もガイも無理だと言ったのだが、折れないティールちゃん。

			　仕方なく、俺が素晴らしいアイデアでガイを屋敷の庭に侵入させることができた。

			　侵入とか言っても、セシリアには許可をとっている。

			　庭の中にガイを埋めて首だけを出して、土魔法でコーティングし縁石に化けさせた。

			　夜中に姿を消して侵入し、穴を掘った時が一番ドキドキしたな。

			「目立つようなことはしないように。あと、誰かこないとは限らないから、気をつけてくれよ」

			「……分かりました」

			「うむ」

			「じゃ、俺は屋敷に戻るから」

			　その場から離れて、屋敷に戻る……ふりをして角に隠れる。

			「守り神様、窮(きゆう)屈(くつ)ではないですか」

			「いや、大丈夫だ」

			「本当ですか。私の我(わ)が儘(まま)に付き合わせてしまったので、大変申し訳なかったのですが」

			「き、気にするな。我(わが)輩(はい)もたまには部屋を出たかったからな」

			「本当ですか、ありがとうございます。私も守り神様と外でたくさんお話がしたくて、幸せです……」

			「そ、そうか」

			　聞き耳を立てていたが、すごく後悔した。

			　爆発しろとガイに念をこめて、本当に会場に戻った。

			「あ、ヨウキさん」

			　戻ったところでセシリアに出くわした。

			「何かあったのか？」

			「いえ、そういうわけではないですが。少し、お話ししませんか？」

			「いいよ。むしろお願いします」

			　セシリアからの誘いを断るわけがない。

			　連れられて、壁際に行き背中をつける。

			「そういや、絵のモデルはどうだった？」

			「なんの滞(とどこお)りもなく、終わりましたよ。練習の成果でしょうか」

			　俺の描いた絵を思い出したのか、クスクスと笑い出した。

			「あの日描いた絵、シークが勝手にコンテストに出しやがって……」

			「広場に行き、レイヴンさんの絵があって驚きましたよ。シークくんの仕業だったんですね」

			　セシリアが苦笑している。

			　あのレイヴンはインパクトが強いからな。

			　広場に目立つように置かれていて、驚いただろうな。

			「まったく……まあ、絵のモデルが無事に終わったなら良かったよ。やっぱりすごい絵を描いてもらったんだよな」

			「そうですね。完成した絵を見せてもらって驚きましたよ」

			「そっか」

			　俺が描いた絵より、さぞ感動しただろうな。

			　こういう考え方は良くないと思うが、やはり悔(くや)しさは感じる。

			　本職に張り合おうとしている時点でおかしいと思うけど。

			「私はヨウキさんが描いてくれた絵も好きですよ。ちゃんと、部屋にありますから」

			「へ？」

			「少しだけ、待っていてください」

			　小走りでセシリアはどこかへ行ってしまった。

			　絵は俺がスケッチブックごと持って帰ったはずだけど。

			「隊長、どうもっす」

			「デュークか……全身鎧(よろい)だな」

			　いつもの格好のデュークがいた。

			　仕方ないかもしれないけど、すごく目立つな。

			「そりゃあ、そうっすよ。素で来たら全員が悲鳴上げるっす」

			「ネクタイとかで首もとを隠せばいいんじゃないか？」

			　こういう場ならスカーフとか、蝶ネクタイとかつけていても不自然じゃないし。

			「あー、その発想はなかったっすね。さすが、隊長。化けさせる達人っす」

			「そんな大層な者じゃないぞ俺。レイヴンの付き添いで来たのか？」

			「そうっすよ。イレーネも引っ張って来たんすけど……」

			　デュークの後ろにくっついて歩いているイレーネさんの姿が見えない。

			「どうしたんだ？」

			「俺の真似して鎧(よろい)姿で来たんすよね。そしたら、使用人の方々に連行されてしまったっす」

			「あー、女性は……な？」

			　連行される時、デュークさーんと助けを求めている姿を想像してしまう。

			　イレーネさんなら、あり得そうだ。

			「デュークも着替えてきたらどうだ？」

			「遠慮するっす。俺は踊るより、見ている方が楽しいっすよ」

			　デュークが指差す方向には、ガチガチに緊張しながら踊っているハピネスとレイヴンの姿があった。

			　ハピネスも踊りは初心者なはずだし、レイヴンが上手くエスコートしないとダメなはずだが。

			　レイヴンも緊張のせいか、動きがぎこちない。

			　二人とも顔がほんのり赤いから、初々しさは感じるな。

			「確かに、あの光景、見ていて楽しいな。そして、ほのぼのする」

			「そうっすよね」

			　二人で笑っていると、着替えが完了したイレーネさんが走ってきた。

			　ドレスに慣れていないのか、何度もこけそうになっている。

			「デュークさん、着替えてきまし、ひゃっ!?」

			「はい、キャッチっす」

			「デューク、ナイスキャッチ」

			　転びそうになったイレーネさんをデュークが止める。

			　さすが、フォローの達人だな。

			「じゃ、隊長。俺はイレーネがちゃんと歩けるようになるまで、練習させてくるっす」

			「おう。分かった」

			「私、赤ちゃんみたいな扱いを受けています……」　

			　転んでも大丈夫なように、デュークはイレーネさんの手を握り、去っていった。

			　イレーネさんはドジッ娘属性を持っていそうで怖い。

			　ガッシャーンとか何かが割れる音を聞きたくないぞ。

			　デュークがいるから、大丈夫とは思うけど。

			「ヨウキさん、お待たせしました」

			「おかえり。って、それ」

			　セシリアが両手に抱えて持ってきたのは、俺が描いた絵だった。

			「シークくんが、コンテストに出した絵を回収してくれていたんですよ」

			「シークの奴、全部コンテストに出していたのか」

			　出すとしても一枚に留めておけよ。

			　悪ふざけにもほどがあるだろ。

			　当の本人は悪びれた様子もなく、汚した口をセリアさんにハンカチで拭いてもらっているし。

			「これ、もらってもいいですか？」

			「もらってくれるなら、喜んで」

			「ありがとうございます」

			　絵を大事そうに、近くにあったタンスにしまうセシリア。

			　そこでいいのか、部屋にあったんじゃないのか。

			　まあ、後で回収するのだろう。

			「えっと、踊る？」

			　こういう誘いは男からするものだろう。

			　ユウガが飛んできた後じゃ遅いし。

			「いいですよ」

			「足は踏まない、足は踏まないと」

			　ぶつぶつと呪文を唱えながら、踊り始める。

			「ヨウキさん、周りの目は気にせずに楽しく踊りましょう」

			「わ、分かった」

			　セシリアにリードされる俺。

			　付け焼き刃なダンスだし、こんなものだろう。

			　周りを見て一番優雅に踊っているのは、ソフィアさんとクレイマンだな。

			　今だけ、クレイマンがやたらイケメンに見えるから不思議だ。

			「なんか、セシリア余裕だな」

			「ダンスはソフィアさんに習いましたから。厳しく適切な指導をしてくれましたよ」

			　なるほど、ソフィアさん仕込みか。

			　俺だけ不安定な動きなんだよな。

			　今日の感想を言って動揺させてみよう。

			「今日は楽しいな」

			「はい、そうですね。忙しかったですが、充実していて、良い一日でした」

			「俺も、楽しめたよ……言い忘れていたけど。ドレス……すごく似合っていると、思う」

			　屋敷に来て、思いつつも言えなかったことだ。

			　こんな台詞(せりふ)、普段は言わないし、こういうシチュエーションだし。

			　俺、顔真っ赤になっているんじゃないだろうか。

			「あ、ありがとうございます……」

			　セシリアも照れているっぽい。
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			　ぽいということで断言はできない。

			　ま、成功ということで。

			　その後、ユウガがセシリアを誘いにきて玉(ぎよく)砕(さい)。

			　イレーネさんが予想通りに転ぶも、近くにいたソフィアさん、デュークというフォローの達人コンビで大惨事を防ぐということがあり、楽しいパーティーとなった。

			　後日行ったガイの回収だけが、少し面倒だったけどな。

			（了）

		

	
		
			あとがき

			　

			　お久しぶり、または初めまして。水星です。

			　この度、読者様、関係者の方々のおかげで拙作『勇者パーティーにかわいい子がいたので、告白してみた』の二巻を出すことができました。感謝してます、ありがとうございます。

			　しかし、前巻にも書いたのですが、あとがきって何を書けばいいんですかね。前巻から成長できておらず、申し訳ないですね。でも、書かせてもらえる場をいただきましたので、がんばります。

			　

			　では、『勇者パーティー』の題名にちなんで、作者の告白でもしましょう。

			　作者は一時期、女性が嫌いなのかという疑惑をかけられたことがありました（笑）。

			　男友達とわいわいし過ぎたのか、女性と接点を持たなすぎたのか。恋愛ファンタジーは好きなのですが、なぜこうなったという話です。興味ないですね、すみません。

			　私事はこれくらいにして、二巻の内容について、少しだけ。

			　

			　ネタバレ厳禁ですので、ざっくりと書きます。

			　ヨウキ奮闘、セシリア待機、レイヴン動揺、ユウガ進化、ミカナ解決となっております。もちろん、デュークたちも活躍しますよ。番外編も前巻同様、ボリューム満載です。ざっくりしすぎましたかね（汗）。

			　

			　……では、最後にお世話になった方々へ感謝の言葉を。

			　いろいろとご迷惑をおかけした担当様。本当にすみませんでした。そして、ありがとうございました。

			　前巻に引き続き、イラストを担当してくださったLa-na様。今回も素敵なイラストをありがとうございました。ヨウキたちも喜んでおります。ふはははとか高笑いしながら、ヨウキが偉そうにお礼を言っていますね（笑）。

			　そして、こんな私を日頃支えてくれている家族。ネタ探しに協力して下さっているＩさんにＫさん。日常の中にもネタは隠れているので、大変助かっております。

			　そして、今、拙作を手にとってくださっている方へ。拙作で楽しんでいただけたなら、私も嬉しいです。

			　……前巻に引き続きぐだぐだなあとがきで申し訳ないです。また、お会いする機会があれば、次回こそは、まとまったあとがきにしますので。
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